
 

 

暮らしと自然が共生し， 

自立協働都市を目指して 

ゆとりと潤いのある， 
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本市は，東京から約１１０ｋｍの距離にあり，茨城県の中央部からやや北東に位置し，東西約１３ｋ

ｍ，南北約１１ｋｍで 100.26ｋｍ2の面積を有しています。西は常磐自動車道の通る那珂市に，北は

東海村に，南は那須岳を源流とする那珂川を挟んで県都水戸市と大洗町に接し，東は美しい碧の海の広

がる太平洋に面し，約１３ｋｍの海岸線が続いています。 

市域は，太平洋と那珂川下流域に位置する海抜７ｍ前後の低地地区と，阿武隈山系から南東に緩やか

に傾斜している那珂台地と呼ばれる海抜３０ｍ前後の起伏の少ない平坦な台地地区とに分けられてい

ます。低地地区は，漁港を中心に市街地が形成され，那珂川流域は水田地帯となっています。一方，台

地地区は，駅を中心に市街地が形成され，都市化が進行していますが，周辺は畑地も多く，また，中小

河川が市街地にくさび状に入り込み，台地縁辺部は豊かな緑が帯状に連なっています。 

 

表 地目別土地面積（令和５年 1 月 1 日現在） 

区分 総面積 田 畑 宅地 山林 原野 雑種地 その他 

R５ 100.26 9.16 18.63 30.68 6.31 0.63 18.65 16.2 

資料：統計ひたちなか                          単位：ｋｍ2 

 

  

ひたちなか市の位置 
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令和５年１０月１日現在の人口は，154,283 人で，水戸市，つくば市，日立市に続く茨城県下４番

目の規模の都市です。 

表 人口の推移（各年１０月１日現在） 

区 分 
総数 

（人） 

男 

（人） 

女 

（人） 

世帯数 

（世帯） 

1 世帯当たり

の人口 

Ｈ23 157,141  79,124  78,017  60,952  2.6  

Ｈ24 157,153  79,163  77,990  61,580  2.6  

Ｈ25 156,964  78,972  77,992  61,968  2.5  

Ｈ26 156,704  78,792  77,912  62,441  2.5  

○Ｈ27 155,689  78,270  77,419  61,104  2.5  

Ｈ28 155,884  78,514  77,370  62,025  2.5  

Ｈ29 155,970  78,701  77,269  62,846  2.5  

Ｈ30 155,681  78,636  77,045  63,584  2.4  

Ｒ１ 155,080 78,404 76,676 64,245 2.4 

〇Ｒ２ 156,581 79,293 77,288 66,754 2.3 

Ｒ３ 155,684 78,664 77,020 67,198 2.3 

R4 154,987 78,351 76,636 67,857 2.3 

R5 154,283 78,068 76,215 68,549 2.3 

資料：統計ひたちなか ※ ○は国勢調査数値 
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 気候は，典型的な東日本の太平洋型の気候です。令和５年の年間平均気温は 16.3℃，最高気温は

37.6℃，最低気温は-6.1℃，年間降水量は 1,525.5ｍｍでした。 

 

表 気象 

区  分 

天 候 (日) 気 温 (℃) 風向･風速(ｍ/s) 

降水量 

（ｍｍ） 晴 雲 雨 雪 
最 

高 

最 

低 

平 

均 

最多 

風向 

平均

風速 

10ｍ

以上

（日） 

H30 216 129 18 2 38.3 -7.3 15.3 北東 2.0 139 1,178.0 

Ｒ１ 223 101 39 2 35.1 -4.7 14.9 北東 1.9 139 1,428.5 

Ｒ２ 198 127 37 ３ 37.5 -6.0 14.8 北東 1.9 134 1,321.5 

Ｒ３ 216 107 42 - 37.8 -6.2 15.0 北東 1.8 128 1,539.0 

R4 229 108 27 1 36.7 -5.2 14.9 北東 1.9 144 1,125.0 

R5 251 81 33 — 37.6 -6.1 16.3 北北西 1.6 113 1,525.5 

令
和
5
年
の
内
訳 

1 月 25 4 2 - 16.0 -6.1 4.0 北北西 1.4 6 24.0 

2 月 24 2 2 - 19.5 -3.9 5.8 北北西 1.8 12 40.5 

3 月 17 10 4 - 23.3 0.6 11.6 北北西 1.9 11 88.5 

4 月 19 8 3 - 26.8 3.7 14.8 南南西 1.9 18 82.0 

5 月 19 7 5 - 32.4 7.5 17.8 南南東 1.8 11 145.0 

6 月 15 8 7 - 30.9 12.1 22.1 北東 1.5 10 452.5 

7 月 21 9 1 - 37.6 21.4 27.1 南南東 1.4 7 90.5 

8 月 27 3 1 - 36.7 22.0 28.5 南南東 1.3 8 55.5 

9 月 16 11 3 - 34.6 16.4 26.0 北東 1.6 8 303.5 

10 月 22 6 3 - 26.6 7.0 17.4 北北西 1.5 8 148.5 

11 月 22 7 1 - 25.4 2.7 12.6 北北西 1.3 9 73.5 

12 月 24 6 1 - 21.0 -2.4 7.5 北西 1.3 5 21.5 

資料：統計ひたちなか 
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         昭和以前の環境行政のあゆみについては参考資料 90～91頁を参照 

平成 元年 ３月 那珂湊市域（工業専用地域を除く。）振動規制法の地域指定告示（元年 4 月施行） 

２年 ４月 土壌浄化法による生活雑排水宅内処理施設設置補助事業開始 

９月 ゴルフ場排水農薬検査開始 

１１月 環境騒音実態調査実施（12 月まで） 

４年 ２月 市役所屋上での酸性雨自動測定開始 

４月 家庭用合併処理浄化槽等設置補助事業開始 

６月 常陸那珂港第３・第４ふ頭地区における公有水面埋立事業及び廃棄物最終処分場 

建設事業に係る環境影響評価準備書に対する意見提出 

５年 ７月 常陸那珂港環境保全連絡協議会発足（港湾事業者，ひたちなか市，東海村） 

６年１１月 勝田市，那珂湊市合併によりひたちなか市誕生 

（環境生活部環境保全課，那珂湊総合支所市民生活担当部環境保全課発足） 

１１月 ひたちなか市公害防止条例施行 

７年 ４月 機構改編により市民生活部環境保全課（環境保全係，生活環境係，公害対策係の３係） 

に統合，改称 

４月 ひたちなか市環境審議会設置 

１１月 環境騒音実態調査実施（3 月まで） 

９年 １月 市内土壌調査開始（第２次，５か年） 

９月 ひたちなか市公害防止条例施行規則改正・施行 

９月 常陸那珂火力発電所との公害防止協定締結 

９月 県央地先水域について水質汚濁に係る水域類型の指定告示・施行 

１０年 ３月 県が市毛小敷地内に一般環境大気測定局を設置 

３月 中丸川水域（本郷川，大川含む。），早戸川水域について 

水質汚濁に係る水域類型の改訂告示（10 年４月施行） 

４月 機構改編により環境保全係，公害対策係の２係に統合 

６月 県がダイオキシン類環境汚染実態調査を実施（前渡小，三反田小） 

      （6，9，11，1 月に大気調査，9 月に土壌調査を実施） 

９月 騒音に係る環境基準改正（11 年４月施行） 

１１年 ３月 茨城県環境影響評価条例制定（11年 6 月施行） 

３月 騒音に係る環境基準（改正）の類型当てはめ告示（11年 4 月施行） 

７月 ダイオキシン類対策特別措置法制定（12 年 1 月施行） 

１２月 茨城県公害防止条例を改正し県央地先水域の排水規制を強化（12年 4 月施行） 

１２年 ３月 市内土壌調査終了 

３月 ひたちなか市環境基本条例制定（12 年４月施行） 

１１月 環境騒音実態調査実施（12 月まで） 

１３年 １月 環境省発足 

    ２月 ひたちなか市環境シンポジウム初開催 

３月 ひたちなか市温暖化防止実行計画策定（13年４月実施） 

３月 騒音規制法の政令市指定告示（13 年４月施行） 

１４年 ３月 ひたちなか市環境基本計画策定 

４月 公害対策係から環境対策係へ名称変更 

５月 土壌汚染対策法制定（15年 2 月施行） 

１５年 ３月 第３回世界水フォーラム（大阪）において，沢田湧水について発表 

３月 那珂湊地域悪臭防止法の地域指定告示（15年４月施行） 
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１０月 茨城県土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例制定（16年４月施行） 

１１月 ひたちなか市エコオフィス計画策定 

１６年 ３月 ひたちなか市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例制定（16 年７月施行） 

１７年 ３月 茨城県まちづくり特例市制度要綱に基づく，騒音規制法，振動規制法及び 

悪臭防止法の地域の指定などの事務権限委譲（17年４月施行）。同要綱に基づく， 

大気汚染防止法，水質汚濁防止法，ダイオキシン類対策特別措置法， 

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律及び茨城県公害防止条例 

の届出受理等の事務権限委譲（18 年４月施行） 

３月 茨城県生活環境の保全等に関する条例制定（17 年 10 月施行） 

１８年 ３月 ひたちなか市まちをきれいにする条例制定（18 年７月施行） 

１０月 ひたちなか市環境基本計画改定 

２０年 ３月 ひたちなか市環境学習推進計画策定 

２０年 ３月 ひたちなか市の環境を良くする会設立 

２１年１２月 ひたちなか市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例改正（22年2月施行） 

  ２４年 ５月 ひたちなか市第２次環境基本計画策定 

  ２５年 ４月 水道法の一部改正により，水道法に基づく専用水道の事務権限移譲 

６月 ひたちなか市第２次エコオフィス計画策定 

１０月 ひたちなか市地下水汚染対策事務処理要領制定（25年 10 月施行） 

  ２６年 ３月 ひたちなか市安全な飲料水の確保に関する条例（26 年 4 月施行） 

１０月 県が市役所敷地内の一般環境大気測定局において PM2.5測定開始 

２８年 ８月 太陽光発電設備の設置等に関する事務権限移譲 

２９年 ３月 ひたちなか市第 2次環境基本計画改定 

      ３月 常陸那珂共同火力発電所との公害防止協定締結 

      ４月 機構改編により経済環境部環境保全課となる 

     １２月 エナリスパワー常陸那珂第一発電所との公害防止協定締結 

  ３０年 ２月 ひたちなか市第３次エコオフィス計画策定 

令和 ３年 ２月 ひたちなか市環境シンポジウム オンラインフェス初開催 

３月 ゼロカーボンシティを表明 

３月 ひたちなか市第３次環境基本計画策定 

   １１月 ひたちなか市内郵便局と再配達削減の取り組みによる CO2削減プロジェクトを 

開始 

   １２月 ひたちなか市土採取事業の規制に関する条例改正（3年 12月施行） 

   ４年 ２月 ひたちなか市環境シンポジウムオンラインを生放送により開催 

   ４年 ４月 経済環境部環境政策課へ課名変更 

令和 ５年 6月 ひたちなか市土採取事業の規制に関する条例改正（５年７月施行） 

令和 ６年 ３月 ひたちなか市安全な飲料水の確保に関する条例施行規則改正（６年４月施行） 

令和 ６年 ３月 ひたちなか市第 3次エコオフィス計画改定 
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表 環境政策課事務分掌 

１ 環境基本計画の策定及び推進に関すること。 

２ 環境保全対策に関すること。 

３ 環境審議会に関すること。 

４ 環境衛生対策に関すること。 

５ 空き地等の適正管理に関すること。 

６ そ族，昆虫に関すること。 

７ 市営墓地に関すること。 

８ 墓地，埋葬等に関すること。 

９ ひたちなか・東海広域事務組合の常陸海浜広域

斎場に関すること。 

10 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟に関すること。 

11 公害防止対策に関すること。 

12 公害に係る規制及び発生源の監視に関すること。 

13 水質，大気，騒音，振動等の測定分析に関すること。 

14 公害防止協定に関すること。 

15 公害に係る苦情の処理に関すること。 

16 生活排水の処理の適正化に関すること。 

17 土の採取及び土砂等による土地の埋立て等の規制

に関すること。 

18 水道法に基づく専用水道に関すること。 

19 小簡易専用水道，小規模水道及び飲用井戸等に関す

ること。 

20 太陽光発電施設の適正な設置・管理に関すること。 

                         

農 政 課 （森林，農薬適正使用，農業集落排水整備事業に関すること。） 

            商工振興課 （公害防止施設資金の融資及び利子補給，企業の誘導及び立地奨励に関すること。） 

経済環境部    観光振興課 （観光産業の育成及び指導，観光資源及び観光施設の管理に関すること。） 

水  産  課 （水産業の振興及び指導，漁港の整備及び管理，漂流物等に関すること。） 

             廃棄物対策課 （ごみの減量及び分別・指導に関すること。） 

建  設  部       河 川 課 （河川の愛護啓発，河川等の維持管理，海岸保全地域指定に関すること。） 

      下 水 道 課 （水洗化普及促進，処理場の維持管理に関すること。） 

                 都市計画課 （都市計画の決定及び事業認可に関すること。） 

    都市整備部     公園緑地課 （緑化推進，緑の保全に関すること。） 

             建築指導課 （建築許可，開発行為の指導に関すること。） 

 

市 長 

商工振興課 

経済環境部 

農政課 

副市長 観光振興課 

水産課 

環境政策課（1５名） 

廃棄物対策課 

環境保全推進委員会（13 名） 

環境審議会（16 名） 

課長１名 

課長補佐 1 名 

図 環境保全行政機構図 
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市では，「ひたちなか市附属機関の設置に関する条例」に基づき，環境の保全に関する市長の諮問機関

として，平成 7年４月に，ひたちなか市環境審議会を設置しています。委員の任期は 2年であり，令和

4年 7月から下記の委員が選出されています。 

当審議会は，学識経験者７名，企業，公共的団体及びコミュニティ代表等関係団体役職員 9名の計 16

名の委員で構成されています。 

令和 5年度の審議会は，令和 5年 8月 23日に実施しました。 

  

表 ひたちなか市環境審議会委員（令和５年８月現在：敬称略） 

役  職  名 氏  名 備 考 

学
識
経
験
者 

国立大学法人茨城大学 人文社会科学部長 

人文社会科学部 現代社会学科 教授 
原 口 弥 生  

独立行政法人国立高等専門学校機構 

茨城工業高等専門学校 教授 
小松﨑 秀 人 会 長 

一般社団法人ひたちなか市医師会 理事 間 瀬 憲多朗  

一般社団法人ひたちなか薬剤師会 理事 黒 澤 由 子  

一般社団法人茨城県環境管理協会 理事長 森 島   康  

ひたちなか市立高野小学校 校長 河 原 真 樹  

茨城県県民生活環境部環境政策課 課長 深 澤 敏 幸  

関
係
団
体
役
職
員 

株式会社日立製作所ビルシステムビジネスユニット 

総務部 水戸庶務グループ 部長代理 
髙 田 雄 策  

日本労働組合総連合会茨城県連合会 

常陸野地域協議会 事務局長 
佐々木 博 二  

常陸農業協同組合 代表理事組合長 秋 山   豊  

ひたちなか商工会議所 会頭 柳 生   修  

ひたちなか市連合民生委員児童委員協議会 会長 中 村 弘 行  

ひたちなか市コミュニティ組織連絡協議会 会長 川 又 武 司  

ひたちなか市ボランティア連絡協議会 副会長 田 所 淑 子  

ひたちなか生活学校 運営委員長 髙 仲 和 美  

ひたちなか市の環境を良くする会 会長 小 川 和 昭  

 
 
 

表 令和 5 年度開催状況 

開 催 日 内容 

8 月 23 日 
地域再生計画の中間評価について 

ひたちなか市第３次エコオフィス計画の改定について 
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 那珂川水系水質保全協議会は，那珂川及びその水系河川の水質汚濁防止のため，茨城県内那珂川流域

の５市町が一体となり河川浄化を推進することを目的として昭和５８年に発足しました。 

 

                                          

 水戸市，ひたちなか市，常陸大宮市，那珂市，城里町 

 

                                            

〇水質保全に関する広報・啓発活動，調査・研究活動，研究会・講演会等の開催 

〇水質保全協力員による河川の調査 

 

                                   
会全体で 23 名の水質保全協力員を委嘱（任期２年）しており，本市では６名が委嘱されています。 

協力員の職務は，研修会や講演会への出席，水質保全行政への提言，水質情報の提供であり，毎月１回，   

担当河川の水温測定並びに濁り具合などの目視調査を行い，市へ報告しています。 

 

 

 

 

 

 

  

表 水質保全協力員と担当河川（令和５年 4月現在：敬称略） 

水質保全協力員名 担当河川 水質保全協力員名 担当河川 

小 瀧 達 雄 那珂川 栗 田 慎 一 中丸川 

櫻 井 律 子 早戸川 浅 野 耕 一 大  川 

小 室 誠 司 中丸川 岡 田 亘 右 本郷川 

表 主な活動 

実施日 活動名 開催場所 活動内容 

８月 19 日 水戸市環境フェア 2023 水戸市 参加型イベントによる啓発活動 

10 月 27 日 視察研修 水戸市 霞ケ浦導水工事事務所「那珂機場」見学 

11 月４日 消費生活＋ハーモニー展での展示 ひたちなか市 
テーマ「那珂川の清流を守ろう」 

那珂川の概要説明や風景写真の展示 
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市では，これまで県下有数の工業都市として発展してきましたが，これに起因した大気や水質などの

環境の悪化が昭和 30年代後半から 40年代にかけて見られました。このため，茨城県公害防止条例に

よる上乗せ規制を行うなどの地域公害防止計画に基づく施策を実施し，これらの克服に努めてきました。 

しかし，近年の大量生産・大量消費・大量廃棄といった社会経済活動の定着に伴い，日常生活におけ

る環境負荷は増大し，都市・生活型公害が顕在化してきました。また地球規模の自然環境破壊などを背

景として自然環境保護意識が高まるなど，現在の環境問題は従来の事案対処型行政では対応できなくな

ってきています。 

また，本市海岸部においては，約 1,200haに及ぶひたちなか地区の開発が進められています。この

開発は北関東地域の総合的な開発を先導する重要なプロジェクトであり，また，茨城県の北部地域開発

の拠点として，重要港湾である茨城港常陸那珂港区や国営ひたち海浜公園の整備が進められているとこ

ろです。 

このような状況の中，本市においても多様な環境問題の解決と真の豊かさを目指し，平成12年３月，

環境保全に関する基本理念を掲げ，今後の環境政策の理念を明らかにした「ひたちなか市環境基本条例」

を制定しました。 
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ひたちなか市環境基本条例で示された基本理念を受け，地域の豊かな自然を後世に継承するとともに

快適で住みよい環境づくりを進めるため，平成１４年 3月に「ひたちなか市環境基本計画」を策定しま

した。平成２４年 5月には「ひたちなか市第 2次環境基本計画」を策定し，その中で環境学習の推進な

ど，市民や事業者の環境に関する意識向上を図りました。令和２年度の第 2次環境基本計画の期間満了

に伴い，本市において影響が避けられない世界的な環境問題に取り組むため，SDGsの考え方や気候変

動問題を包括した「ひたちなか市第 3次環境基本計画」を令和３年３月に策定しました。 
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市では，市内の大気環境について，一般環境大気測定局の大気常時監視，「ひたちなか市公害防止

条例」に基づく簡易測定法による大気質調査，雨水調査，風向風速調査，自動車排出ガス環境濃度測

定調査により，状況を監視しています。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑪ 
⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑩ 

⑰ 

市内の大気調査地点 
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表 市内の大気調査地点等一覧 

No 調査地点 調査項目 調査方法 調査頻度 

① 市役所 

大

気

常

時

監

視 

SO２（二酸化硫黄） NO2（二酸化窒素） 

SPM（浮遊粒子状物質） 

PM2.5（微小粒子状物質） 

Ox（光化学オキシダント） 

風向・風速 

一般環境 

大気測定局 

（県実施） 

通年 

② 市毛小学校   NO2 SPM 

① 市役所     

 

市

公

害

防

止

条

例

に

基

づ

く

簡

易

測

定

法

に

よ

る

大

気

質

調

査 

SOX（硫黄酸化物） 
NOX（窒素酸化物） 

アルカリ 

ろ紙法 
通年 

③ 文化会館 

④ 勝田第二中学校 

⑤ 田彦消防署 

⑥ 高野小学校 

⑦ 那珂湊第一小学校 

⑧ 
阿字ヶ浦ふれあい 

交流館 

⑨ 
那珂湊コミュニティ 

センター部田野館 

① 市役所 

降下 

ばいじん 

【測定成分】 

Cd（カドミウム） Pb（鉛） 

Cu（銅） Mn（マンガン） 

As（ヒ素） Fe（鉄）      

SiO2（二酸化ケイ素） 

デポジット 

ゲージ法 
通年 

④ 勝田第二中学校 

⑥ 高野小学校 

⑦ 那珂湊第一小学校 

⑩ 中根小学校 

① 市役所 

 

SPM 

（ 浮 遊 粒

子状物質） 

【測定成分】 

Cu Pb Mn Cd 

ローボリウム 

エア 

サンプラー法 

隔月 

（6 回/年） 

③ 文化会館 

⑤ 田彦消防署 

⑥ 高野小学校 

⑦ 那珂湊第一小学校 

⑧ 
阿字ヶ浦ふれあい交流

館 

⑨ 
那珂湊コミュニティ 

センター部田野館 

⑪ 勝田第三中学校 

⑫ 勝田高等学校 

⑬ 佐野図書館 

⑭ 東石川小学校 

⑮ 勝田第一中学校 

① 市役所 

 

 

 

雨水成分 

【測定成分】 
pH 水温 降水量 

EC（電気伝導度） 

F-（フッ化物イオン） 

Cl-（塩化物イオン） 

NO2
-（亜硝酸イオン） 

NO2-N（亜硝酸態窒素） 

NO3
-（硝酸イオン） 

NO3-N（硝酸態窒素） 

PO4
3-（リン酸イオン） 

PO4-P（リン酸態リン） 

SO4
2-（硫酸イオン） 

デポジット 

ゲージ法 
通年 

⑯ 市毛十字路 
 

自動車 

排出ガス 

【測定成分】 
NO（一酸化窒素） NO2 

CO（一酸化炭素）  

NMHC（非メタン炭化水素） 

CH４（メタン） SPM 風向風速 

自動車 

排出ガス 

測定車 

１回/年 

⑰ 関戸北交差点 

※調査対象物質の主な性質や環境基準については，参考資料に記載しています。 
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市役所敷地内の大気測定局 

             

県では，市役所敷地内と市毛小学校敷地内に一般環境大気測定局を設置 

し，大気の常時監視を行っています。 

令和 5 年度の結果では，SO2，NO2，SPM，PM2.5 は環境基準を達成し

ていますが，Ox については環境基準を達成しませんでした。 

 

SO2，NO2，SPM，PM2.5 について，各調査地点の年間平均値は，過去５年間大きな変化はなく，

低濃度かつ横ばいで推移しています。Ox について，市役所敷地内の大気測定局の年間平均値は，過去

5 年間大きな変化はありませんでしたが，令和５年度における環境基準値超過日は，３４日ありまし

た。 

   
表 SO2 年間平均値の経年推移 

調査地点 Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ 

市役所 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 

 単位：PPM 
 
表 NO2年間平均値の経年推移 

調査地点 Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ 

市役所 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 

市毛小学校 0.006 0.006 0.005 0.005 0.005 

単位：PPM 
表 SPM 年間平均値の経年推移 

調査地点 Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ 

市役所 0.011 0.010 0.010 0.011 0.011 

市毛小学校 0.017 0.015 0.010 0.011 0.011 

単位：mg/ m3 
 
表 PM2.5 年間平均値の経年推移 

調査地点 Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ 

市役所 7.3 6.9 5.5 6.2 7.2 

 単位：mg/ m3 

 
表 Ox の年間平均値及び環境基準値超過日数の経年推移 
調査地点 項目 Ｒ１ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ 

市役所 
昼間 1 時間値
の年間平均値 

0.033 0.028 0.035 0.033 0.032 

環境基準値 

超過日数※ 48 日 18 日 38 日 44 日 34 日 

※環境基準値超過日数は昼間の 1 時間値が 0.06ppm 以上の日数です。                     単位：PPM 

 

 
 
表 SO2，NO2，SPM，PM2.5，Ox の環境基準達成状況 

調査地点 SO2 NO2 SPM PM2.5 OX 

市役所 ○   ○ ○ ○ × 

市毛小学校  ○ ○   
表の記号見方 『○』:環境基準達成 『×』:環境基準未達成 『  』:未測定 
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風向・風速について，令和５年度における風向頻度は，北が最も高く，年間値で 17.5％でした。 

令和５年度における風速階級の割合は，1.0～1.9（m/s）が最も高く，年間値で 32.8％でした。 
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C：5.4％

冬季（１２～２月） 秋季（９～１１月） 

C：カーム 

静穏（風速 0.4m/秒以下の風） 

図 年間風配図 

図 季節別風配図 

春季（４～５，３月） 夏季（６～８月） 
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表 月別風速階級割合 

風速 

(m/s) 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年 

間 

0.0～ 

 0.4 
6.8 11.8 23.9 12.7 9.4 21.0 8.1 7.5 7.5 4.7 3.9 4.7 6.8 

0.5～  

0.9 
13.9 22.6 23.8 21.1 19.0 27.4 19.2 16.8 12.6 11.4 13.1 15.1 13.9 

1.0～  

1.9 
32.8 31.3 26.7 35.0 32.1 26.1 39.9 42.8 48.4 41.1 38.9 30.4 32.8 

2.0～  

3.9 
31.9 25.1 21.4 26.9 30.4 22.4 28.5 28.3 28.5 33.7 31.8 32.9 31.9 

4.0～ 

 9.9 
14.6 9.1 4.3 4.3 9.0 3.2 4.3 4.6 3.0 9.0 12.4 16.9 14.6 

10.0  

以上 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

単位：％ 

表 季節別風向頻度割合 

風向 
春 期 

（3～5 月） 

夏 期 

（6～8 月） 

秋 期 

（9～11 月） 

冬 期 

（12～2 月） 
年 間 

Ｎ（北） 17.2 5.8 20.2 26.9 17.5 

ＮＮＥ（北北東） 9.3 3.2 9.4 10.9 8.2 

ＮＥ（北東） 4.0 3.0 4.4 7.5 4.7 

ＥＮＥ（東北東） 5.6 3.5 5.5 3.1 4.4 

Ｅ（東） 2.3 1.7 2.0 0.6 1.7 

ＥＳＥ（東南東） 2.2 2.8 1.1 0.6 1.7 

ＳＥ（南東） 2.9 8.9 2.6 1.3 3.9 

ＳＳＥ（南南東） 8.8 21.9 7.2 1.9 9.9 

Ｓ（南） 6.6 9.4 5.1 1.5 5.6 

ＳＳＷ（南南西） 6.4 5.9 3.9 2.6 4.7 

ＳＷ（南西） 6.9 4.8 3.0 2.3 4.3 

ＷＳＷ（西南西） 2.1 2.5 2.9 2.3 2.5 

Ｗ（西） 1.8 2.7 2.4 3.0 2.5 

ＷＮＷ（西北西） 1.7 2.4 2.4 3.4 2.5 

ＮＷ（北西） 2.4 1.7 2.5 4.8 2.9 

ＮＮＷ（北北西） 12.2 4.6 13.4 21.9 13.0 

C（静穏） 7.8 15.3 12.2 5.4 10.2 

単位：％ 



- 16 - 

 

百葉箱内のアルカリろ紙 

                              

市では，「ひたちなか市公害防止条例第 9 条」に基づき，市域における大気汚染等の状況を監視す

ることを目的に，市内各地点に測定器を設置し，大気質を調査しています。 

 

アルカリろ紙法は，アルカリ塩を染み込ませたろ紙を使う 

測定方法で，SOｘや NOｘ等の酸性の大気汚染物質を測定す

ることができます。アルカリろ紙は百葉箱に設置し，1 ヶ月

毎にろ紙を回収し，分析しています。 

令和５年度における各調査地点の SOｘ及び NOｘの年間 

平均値は，0.01（mg/100cm２/日）でした。また，過去 5

年間における各調査地点の SOｘ及び NOｘの年間平均値は，

大きな変化はなく，低い値で推移しています。 

 

 
表 各調査地点の SOX 及び NOXの年間平均値の経年推移 

調査項目 SOX NOX 

調査地点 R1 R2 R3 R４ R５ R1 R2 R3 R４ R５ 

市役所 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

文化会館 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

勝田第二中学校 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

田彦消防署 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

高野小学校 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

那珂湊第一小学校 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

阿字ヶ浦ふれあい交流館 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

那珂湊コミュニティセンター 

部田野館 
0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

 単位：mg/100cm２/日 
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デポジットゲージ 

 デポジットゲージ法は，雨水や雨水に取り込まれた沈降物

を捕集する漏斗とタンクで構成される試料採取機器です。タ

ンクに溜まった試料を，蒸発分離させて大気中の物質を分析

します。また，降下ばいじんは溶解性物質（水などに溶けな

いもののうち，沈まないもの）と不溶解性物質（灰分，ダス

ト類，巻き上げられた土壌など）に分けられます。 

降下ばいじんの総量について，令和５年度における各調 

査地点の年間平均値は，1.38～2.11（ｔ/km２/30 日）の

範囲内にあり，最高値を示したのは勝田第三中学校で，最低値を示したのは高野小学校でした。ま

た，過去 5 年間における各調査地点の年間平均値は，1.38～2.92（ｔ/ｋｍ２/30 日）の範囲で推移

しています。 

降下ばいじん成分について，過去 5 年間における各調査地点の年間平均値は，鉛（Pb），銅

（Cu），マンガン（Mn），ヒ素（As），鉄（Fe），二酸化ケイ素（SiO2）は，大きな変化なく推移

しており，カドミウム（Cd）は定量下限値未満で推移しています。 

 

 

表 各調査地点の降下ばいじんの年間平均値の経年推移 

調査地点 区分 R1 R2 R3 R４ R５ 

勝田第二中学校 

不溶解性 0.95 1.07 1.75 0.99 1.14 

溶解性 1.42 1.17 1.17 0.88 0.97 

総 量 2.37 2.24  2.92  1.87 2.11 

高野小学校 

不溶解性 0.88 0.59  1.33  1.01 0.80 

溶解性 1.46 0.94  0.81  0.73 0.58 

総 量 2.34 1.53  2.14  1.74 1.38 

市役所 

不溶解性 0.40 0.44  1.72  0.81 0.59 

溶解性 1.43 1.18  0.81 0.87 0.86 

総 量 1.83 1.62  2.54  1.68 1.45 

 

中根小学校 

 

不溶解性 0.72 0.74  1.48  0.87 1.03 

溶解性 1.73 1.00  1.04  0.82 0.63 

総 量 2.45 1.74  2.52  1.69 1.65 

那珂湊第一小学校 

不溶解性 0.54 0.54  1.31  0.90 0.72 

溶解性 1.96 0.96  1.01  0.92 0.81 

総 量 2.50 1.50  2.32  1.82 1.53 

単位：t/km2/30 日 
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表 各調査地点の降下ばいじん成分の年間平均値の経年推移 

調査地点 調査項目 R1 R2 R3 R４ R５ 

 

 

 

勝田第二中学校 

As <0.005 0.005  <0.005 0.009 <0.005 

Cu 0.027 0.092  0.025  0.060 0.039 

Cd <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Pb 0.020 0.035  0.022  0.044 0.033 

Fe 6.32 10.19  7.39  15.04 6.83 

Mn 0.089 0.137  0.098 0.193 0.084 

SiO2 17.19 19.52  16.00  30.08 17.81 

 

 

 

高野小学校 

As 0.005 0.006  <0.005 0.013 <0.005 

Cu 0.029 0.039  0.023  0.055 0.037 

Cd <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Pb 0.021 0.022  0.013  0.032 0.019 

Fe 7.90 7.76  6.03  13.21 5.38 

Mn 0.138 0.120  0.084 0.211 0.078 

SiO2 20.03 18.28  14.60  30.73 17.04 

 

 

 

市役所 

As <0.005 0.006  <0.005 0.011 <0.005 

Cu 0.013 0.021  0.022  0.045 0.054 

Cd <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Pb 0.008 0.010  0.011  0.028 0.015 

Fe 1.83 3.17  4.07  10.15 3.56 

Mn 0.033 0.050  0.069  0.186 0.049 

SiO2 5.78 8.32  11.33  23.77 10.95 

 

 

 

中根小学校 

 

As <0.005 0.006  <0.005 0.013 <0.005 

Cu 0.017 0.039  0.028  0.049 0.025 

Cd <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Pb 0.017 0.025  0.021  0.038 0.023 

Fe 5.09 9.07  7.00  12.31 6.18 

Mn 0.087 0.136  0.095  0.184 0.088 

SiO2 16.41 17.17  15.26  27.29 16.19 

 

 

 

那珂湊第一小学校 

As <0.005 0.005  <0.005 0.009 <0.005 

Cu 0.021 0.039  0.029  0.048 0.039 

Cd <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Pb 0.019 0.027  0.026  0.048 0.021 

Fe 5.71 8.73  8.02  12.72 4.30 

Mn 0.092 0.136  0.129  0.193 0.065 

SiO2 15.54 16.30  15.92  26.11 12.52 

 

単位：mg/L 
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 ローボリウムエアーサンプラー法は，吸引量が 0.01～

0.03（ｍ3/min）の大気試料採取機器を使い，大気中の

浮遊粒子状物質（SPM）を，ろ紙上にろ過捕集すること

により採取する方法です。ろ紙は隔月毎に回収し，大気中

の SPM 濃度や，カドミウム（Cd）等の成分を分析して

います。 

SPM について，令和５年度における各調査地点の年間

平均値は，0.009～0.013（mg/m３）の範囲内にあり，

最高値を示したのは東石川小学校で，最低値を示したのは

勝田高等学校でした。SPM 及び SPM 成分については，過去 5 年間における各調査地点の年間平均値

は，大きな変化なく推移しています。 

                      

表 各調査地点の SPM の年間平均値の経年推移 

調査地点 R1 R2 R3 R４ R5 

市役所 0.013 0.013  0.011   0.010 0.011 

文化会館 0.014 0.015  0.013   0.012 0.012 

高野小学校 0.013  0.015   0.012 0.010 0.010 

阿字ヶ浦ふれあい交流館 0.011  0.013   0.014    0.011 0.010 

勝田第一中学校 0.015 0.014  0.012   0.011 0.011 

勝田第三中学校 0.013  0.013  0.009   0.011 0.010 

田彦消防署 0.013 0.012  0.014 0.013 0.011 

那珂湊第一小学校 0.011  0.012   0.013    0.013 0.012 

那珂湊コミュニティセンター 

部田野館 
0.011 0.010  0.011   0.012 0.011 

佐野図書館 0.013 0.011  0.014   0.014 0.012 

東石川小学校 0.014 0.011  0.014   0.014 0.013 

勝田高等学校 0.011  0.012   0.012   0.014 0.009 

単位：mg/m３ 

      

  

ローボリウムエアーサンプラー 
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表 各調査地点の SPM 成分の年間平均値の経年推移 

調査地点 項目 R1 R2 R3 R４ R５ 

 

田彦消防署 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.002  0.001  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.002  0.002  0.002  0.002 0.003 

Mn 0.001  0.002  0.003  0.002 0.003 

 

那珂湊第一小学校 

Cd 0.0001 0.0001  0.0001  0.0001 0.0001 

Pb 0.001  0.001  0.001  0.001 0.002 

Cu 0.001  0.003  0.001  0.001 0.002 

Mn 0.002  0.002  0.003  0.002 0.003 

那珂湊 

コミュニティセンター 

部田野館 

Cd 0.0001 0.0001  0.0001  0.0001 0.0001 

Pb 0.001  0.001  0.001  0.001 0.002 

Cu 0.001  0.001  0.001  0.001 0.002 

Mn 0.001  0.002  0.003  0.002 0.002 

佐野図書館 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.002  0.001  0.002  0.001 0.001 

Cu 0.002  0.002  0.003  0.002 0.002 

Mn 0.002  0.002  0.003  0.002 0.003 

 

東石川小学校 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.002  0.002  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.003  0.002  0.003  0.002 0.004 

Mn 0.006  0.007  0.008  0.006 0.01 

 

勝田高校 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.001  0.001  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.002  0.001  0.002  0.002 0.002 

Mn 0.002  0.002  0.003  0.002 0.002 

 

市役所 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.002  0.001  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.003  0.002  0.002  0.002 0.001 

Mn 0.002  0.002  0.004  0.003 0.002 

 

文化会館 

Cd 0.0001  0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.002  0.002  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.003  0.003  0.003  0.003 0.003 

Mn 0.010  0.010  0.012  0.017 0.02 

 

高野小学校 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.002  0.001  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.002  0.001  0.002  0.001 0.001 

Mn 0.002  0.002  0.001  0.001 0.001 

阿字ケ浦ふれあい

交流館 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.001  0.001  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.001  0.002  0.001  0.001 0.001 

Mn 0.002  0.002  0.002  0.001 0.002 

 

勝田第一中学校 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.002  0.001  0.002  0.001 0.001 

Cu 0.002  0.002  0.002  0.002 0.002 

Mn 0.004  0.005  0.004  0.006 0.008 

 

勝田第三中学校 

Cd 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 

Pb 0.001  0.001  0.001  0.001 0.001 

Cu 0.002  0.001  0.001  0.001 0.001 

Mn 0.003  0.002  0.002  0.001 0.002 
単位：μｇ/ｍ3 
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市では，市役所屋上においてデポジットゲージにより採取

した試料から各イオン量を定量する測定法により雨水中の

pH，導電率等を測定しています。また，酸性雨の原因とされ

る成分についても測定しています。 

雨水について，令和５年度におけるｐＨの年間平均値は，

5.2 であり，一般に酸性雨といわれる基準値ｐＨ5.6 以下で

した。 

雨水成分について，過去 5 年間における各成分の年間平均

値は，大きな変化なく推移しています。 

 

表 雨水調査の経月推移 

調査 

項目 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

年間 

平均 

ｐＨ 5.1 5.2 5.2 4.9 5.1 5.3 4.9 5.3 5.6 5.4 5.3 5.4 5.2 

導電率 
（ｍS/ｍ） 

2.3 0.9 0.84 2.0 1.8 3.5 1.6 1.5 3.7 2.0 2.1 0.89 1.9 

水温 
（℃） 

23.1 22.6 24.1 24.1 22.6 22.5 21.6 19.3 20.0 18.1 19.6 20.9 21.5 

 単位：調査項目欄を参照 

  

表 雨水調査の年間平均値の経年推移  

調査 

項目 
R1 R2 R3 R４ R５    

ｐＨ 5.1 5.6 5.5 5.4 5.２    

導電率 
（ｍS/ｍ） 

3.3 6.8 2.6 3.1 1.9    

水温 
（℃） 

20.3 21.1 19.8 21.2 21.５    

    単位：調査項目欄を参照    

 

 

  

デポジットゲージ 
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表 雨水成分の経月推移 

調査 

項目 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

年間 

平均 

Ｆ- <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 0.09 0.08 <0.08 <0.08 0.08 

Ｃｌ- 2.79 0.65 0.59 1.39 3.08 1.74 1.93 1.87 5.19 2.99 3.56 1.01 2.23 

ＮＯ３
- 1.08 0.76 0.76 2.03 0.08 0.10 0.48 1.09 2.93 0.57 1.25 0.51 0.97 

ＮＯ3-N 0.24 0.17 0.17 0.45 0.01 0.02 0.10 0.24 0.66 0.12 0.28 0.11 0.21 

ＮＯ２
 - <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

NO2-N <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.03 <0.02 <0.02 0.02 

ＳＯ４
２- 1.27 0.75 0.6 1.73 1.12 0.95 0.65 0.89 2.36 0.87 1.56 0.69 1.12 

PO4
3- 0.28 0.39 <0.02 0.46 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.33 0.14 

PO4-P 0.091 0.127 0.007 0.150 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.007 0.108 0.044 

単位：mg/L 

表 雨水成分の年間平均値の経年推移 

調査 

項目 
R1 R2 R3 R4 R５ H30   

Ｆ- <0.08 0.10 0.09 0.08 0.08    

Ｃｌ- 4.20 7.42 2.52 3.73 2.23    

ＮＯ３
- 1.36 3.28 1.25 1.94 0.97    

ＮＯ3-N 0.30 0.74 0.28 0.43 0.21    

ＮＯ２
 - 0.06 0.11 0.06 0.05 <0.05    

NO2-N 0.02 0.04 0.02 0.02 0.02    

ＳＯ４
２- 1.84 3.95 1.29 1.94 1.12    

PO4
3- 0.50 0.27 0.22 0.11 0.14    

PO4-P 0.164 0.089 0.07 0.04 0.044    

単位：mg/L    

 

 

工場・事業所からのばい煙や自動車排気ガスに含まれている SOｘや NOｘ等の大気汚染物質

が，雨水に溶け込み生じた酸性度の強い雨をいいます。清浄な雨水は，大気中の炭酸ガスが溶け込

むことで，酸性の強さがｐH5.6 程度になるといわれています。これより低いｐH 値を示す雨水を

酸性雨といいます。 
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環境濃度測定車 

              

市では，自動車排出ガスによる大気汚染実態を把握する目的で自動車排出ガス 

による環境濃度測定調査を行っています。令和５年度は市毛十字路と関戸北交差 

点の２地点で測定調査を行いました。 

  

 令和 5 年 10 月 12 日から 10 月 18 日までの７日間調査を行いました。 

令和 5 年度は，環境基準が設定されている CO，NO2，SPM 及び NMHC について，環境基準を達

成しました。CO においては，昨年と引き続き過去 5 年間で最低値となりました。 

風向別濃度は，NO 及び SPM において道路側からの風向時に高くなる傾向が見られ，自動車排出ガ

スの影響が確認されました。 

  

表 市毛交差点の期間平均値の経年推移 

調査項目 R1 R2 R3 R4 R５ 

CO（PPM） 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 

NO（PPM） 0.020 0.007 0.003 0.003 0.004 

NO２（PPM） 0.017 0.011 0.006 0.006 0.007 

SPM（mg/m3） 0.006 0.005 0.009 0.007 0.008 

CH4（PPMC） 1.94 2.07 2.00 1.99 2.03 

NMHC（PPMC） 0.08 0.12 0.10 0.08 0.09 

単位：調査項目欄を参照 

 

                                      

令和 5 年 10 月 22 日から 10 月 28 日までの７日間調査を行いました。 

令和 5 年度は，環境基準が設定されている CO，NO2，SPM 及び NMHC について，環境基準を達

成しました。CO においては，昨年と引き続き過去 5 年間で最低値となりました。 

風向別濃度は， NO，NO２及び CO において道路側からの風向時に高くなる傾向が見られ，自動車

排出ガスの影響が確認されました。 

 
表 関戸北交差点の期間平均値の経年推移 

調査項目 R1 R2 R3 R４ R5 

CO（PPM） 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2 

NO（PPM） 0.003 0.003 0.001 0.004 0.003 

NO２（PPM） 0.010 0.009 0.004 0.007 0.007 

SPＭ（mg/m3） 0.006 0.004 0.005 0.009 0.008 

CH4（PPMC） 1.94 1.95 2.00 2.01 2.02 

NMHC（PPMC） 0.04 0.12 0.06 0.03 0.07 

単位：調査項目欄を参照 
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市では，「大気汚染防止法」に基づくばい煙発生施設を設置している事業所を対象に，ばい煙排出

基準遵守を監視するため，立入調査を実施し，施設の届出状況，排出ばい煙の自己監視及び施設管理

状況について確認をするとともに，法改正等の要旨説明や施設の適正な維持管理方法について指導を

行っています。 

令和 5 年度は 9 事業所に立入調査を行い，内 2 事業所についてはばい煙測定を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

  

         

市では，吹付け石綿や石綿を含有する断熱材，保温材，耐火被覆材を使用する建築物の解体等作業

を対象に，石綿による健康等被害及び大気汚染の防止のため，解体等作業時の石綿飛散・ばく露防止

の対策の実施状況等について確認や指導を行っています。 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 ばい煙立入調査状況 

立入調査 
 

基準値超過 
ばい煙測定実施 

９ 
２ 

（廃棄物焼却炉，ボイラー） 
０ 

単位：件 

表 石綿（アスベスト）対策立入調査状況 

立入調査 指導 指導内容 

11 1 石綿の保管場所掲示 

単位：件 

石綿は天然にできた鉱物繊維で，耐火性等に優れているため保温材や断熱材などの工業製品に使用さ

れてきました。しかし，肺がんや中皮種を発生する発がん性物質が問題となり，現在では原則として製

造，使用等が禁止されています。また，石綿含有建材を含む建築物等の解体等作業を行う場合は，大気

汚染防止法に基づき届け出ることになっています。 

石綿（アスベスト）対策立入調査の様子 
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市内の事業者は，「大気汚染防止法」，「茨城県生活環境の保全等に関する条例」，「ひたちなか

市公害防止条例」に基づくばい煙発生施設等を設置する場合は，施設の各届出をすることが義務付け

られています。 

 

表 大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 令和 5 年度末 

事業所・施設総数 設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業

所数 

施設

数 

事業

所数 

施設

数 

事業所

総数 

施設 

総数 

1 ボイラー     4 6 1 1 51 122 

6 
金属鍛造 

圧延加熱 

熱処理炉 

        1 18 

9 
窯業焼成炉 

溶融炉 
        1 9 

12 電気炉         1 7 

13 廃棄物焼却炉 1 1     1 1 6 8 

29 ガスタービン     2 2   1 3 

30 ディーゼル機関         2 3 

 

表 大気汚染防止法に基づく揮発性有機化合物（VOC）排出施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 令和 5 年度末 

事業所・施設総数 設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業

所数 

施設

数 

事業

所数 

施設

数 

事業所

総数 

施設 

総数 

1 塗装施設         2 10 

7 印刷乾燥施設         1 1 

 

表 大気汚染防止に基づく一般粉じん排出施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 令和 5 年度末 

事業所・施設総数 設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業

所数 

施設

数 

事業

所数 

施設

数 

事業所

総数 

施設 

総数 

2 堆積場         9 10 

3 コンベア         5 9 

4 
破砕機 

摩砕機 
        5 8 
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表 県条例に基づく粉じん特定施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 令和 5 年度末 

事業所・施設総数 設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業

所数 

施設

数 

事業

所数 

施設

数 

事業所

総数 

施設 

総数 

2 

繊維製品の製造
に用いる動力打
綿機及び動力混
打綿機 

        

9 15 

3 
窯業土石製品の
製造に用いる包
装施設 

        
1 7 

 

表 市条例に基づくばい煙に係る施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 令和 5 年度末 

事業所・施設総数 設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業

所数 

施設

数 

事業

所数 

施設

数 

事業所

総数 

施設 

総数 

1 ボイラー 1 1   2 3   39 74 

2 廃棄物焼却炉         4 4 

 

 

ものの燃焼等に伴い発生する硫黄酸化物，ばいじん(いわゆるスス)，有害物質（カドミウム及

びその化合物，塩素及び塩化水素，フッ素，フッ化水素及びフッ化ケイ素，鉛及びその化合物，

窒素酸化物）をいいます。 

大気汚染防止法では，33 の項目に分けて，一定規模以上の施設が「ばい煙発生施設」として

定められています。 

 

大気中に排出され，又は飛散した時に気体である有機化合物（浮遊粒子状物質及びオキシダン

トの生成の原因とならない物質として政令で定める物質を除く。）をいいます。 

大気汚染防止法では，９の項目に分けて，一定規模以上の施設が，「揮発性有機化合物排出施

設」として定められています。 

物の破砕やたい積等により発生し，又は飛散する物質をいいます。 

このうち，大気汚染防止法では，人の健康に被害を生じるおそれのある物質を「特定粉じん」

（現在，石綿を指定），それ以外の粉じんを「一般粉じん」として定めています。 
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県・市では，光化学スモッグと PM2.5 の健康被害を未然に防ぐことを目的に，緊急時連絡体制の構

築等の被害防止対策を進めています。 

                               

県は，「茨城県光化学スモッグ対策要綱」に基づき，光化学スモッグの発生しやすい 4 月から 10

月まで光化学スモッグ緊急時連絡体制を整えています。緊急時には，ばい煙発生事業者に対して燃料

使用量等の削減のほか，報道機関を通じて自動車運行の自粛，緊急時の措置等について注意を呼びか

けています。本市においても，各学校，福祉施設等に注意報等の発令時の連絡をするほか，防災無線

等を通じて市民にも注意を呼びかける等，光化学スモッグによる被害の未然防止に努めています。 

なお，令和 5 年度は，市内において，予報及び注意報の発令はありませんでした。 

 

表 県内及びひたちなか地域の予報等の月別発令状況 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 計 

県 内 
予 報 0 1 1 2 0 0 0 4 

注意報 0 0 0 1 0 0 0 1 

ひたちなか 

地域 

予 報 0 0 0 0 0 0 0 0 

注意報 0 0 0 0 0 0 0 0 

 単位：件 

表 県内及びひたちなか地域の予報等の年別発令状況 

区 分 R1 R2 R3 R４ R5    

県 内 
予 報 5 6 2 ６ 4    

注意報 3 3 ２ ６ 1    

ひたちなか

地域 

予 報 1 0 0 0 0    

注意報 １ 0 0 0 0    

※予報発令日は注意報発令日を含む。                 単位：件  

 

 工場・事業所のばい煙や自動車の排気ガスに含まれる窒素酸化物や炭化水素などが，日光の強い紫外

線を受け化学反応を起こし，光化学オキシダントが発生します。気象条件により光化学オキシダントの

濃度が上昇すると空全体が白く，もやがかかった状態になることがあります。この状態を光化学スモッ

グと呼んでいます。 

 

表 光化学スモッグ予報及び注意報発令の基準 

区分 発令の基準 

光化学スモッグ 

予報 

1.気象条件からみて注意報等に規定する状態が発生することが予想されるとき。 

2.オキシダントの大気中における含有率が注意報等発令時の状態に近く，かつ，

当該状態がさらに悪化することが予想されるとき。 

光化学スモッグ 

注意報 

1 つの測定点において，オキシダント測定値が 0.12ppm 以上になり，かつ， 

この状態が気象条件からみて継続すると認められたとき。 

※茨城県光化学スモッグ対策要領抜粋 
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県では，「茨城県微小粒子状物質（PM2.5）に係る注意喚起実施要領」に基づき，被害の発生を未

然に防ぐための対策を行っており，注意喚起のための判断基準を超えた測定地点がある場合，当該測

定地点が所属する地点を対象に，注意喚起を実施することとしています。本市においても，各学校，

福祉施設等に注意喚起の連絡をするほか，防災無線等を通じて市民にも注意を呼びかける等，PM2.5

による被害の未然防止に努めています。 

なお，令和 5 年度は，県内において注意喚起はありませんでした。 

 

表 県内の注意喚起の年別実施状況 

区分 R1 R2 R3 R４ R5 

県内 0 0 0 0 0 

単位：件 

 

 

ＰＭ２.５は，２.５μｍ以下のごく小さな粒子です。 

発生源は，工場，事業所，乗り物，家庭，自然など多岐に渡ります。極小の粒子であること

から，吸い込むと肺の奥深くまで入り込みやすいと考えられており，呼吸器系や循環器系

に影響があると心配されています。 

出展：USEPA 資料 

～注意喚起のための判断基準～ 

県内の一般環境測定局 18 局のうち，以下に掲げる濃度を超えた測定地点がある

場合，当該測定地点が所属する地域を対象に，注意喚起を実施する。 

・5 時から 7 時の 3 時間の 1 時間値の平均値が 85μg/m3 

・5 時から 12 時の 8 時間の 1 時間値の平均値が 80μg/m3 
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市内の河川は，昭和 30 年代後半から 40 年代にかけての高度成長期に工場排水により水質汚濁が進

みましたが，昭和 46 年以降は，水質汚濁防止法や県及び市の公害防止関係条例が施行され，工場排水

に由来する水質汚濁は改善されるようになりました。 

現在，本市では，公共用水域の定期的な調査，法令等に基づく事業所などへの立ち入り調査による監

視観測体制の強化や，下水道の整備，合併処理浄化槽への転換などにより，工業排水対策と生活排水対

策を行い，水環境の保全に努めています。 

 しかしながら，一部の河川では未だに水質汚濁がある河川があり，特に，早戸川の小高橋地点では，

平成 27 年度から令和３年度において，全国でも特に水質汚濁が進んでいる地点として環境省により公

表されました。 

 

                            

本市には，水戸市，大洗町との境界を流れる那珂川，東海村との境界を流れる新川，この２つの河

川の間で，早戸川，中丸川，大川，本郷川が市街地を流れ，那珂川に流入します。また本市は，太平

洋に面し，漁港や海水浴場を有しています。 

これらの公共用水域は，「環境基本法」に基づき環境基準が設けられており，市では，水質汚濁防

止法に基づき，公共用水域の水質の調査を行っています。 

 

  

 

 

 

 

市内の水質調査地点 
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表 測定項目の種類と内容 

項目の種類 内容 

一般項目 採取位置，流況，前日天候，当日天候，気温，水温，色相，臭気，流量，透視度 

生活環境項目 水素イオン濃度（pH），溶存酸素量（DO），生物化学的酸素要求量（BOD），化学的

酸素要求量（COD），浮遊物質量（SS），大腸菌数，全窒素，全リン，全亜鉛，ノニル

フェノール，直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS），ノルマルヘキサン

抽出物質 

健康項目 カドミウム，全シアン，鉛，六価クロム，ヒ素，総水銀，ジクロロメタン，四塩化炭素，

1,2-ジクロロエタン，1,1-ジクロロエチレン，シス-1,2-ジクロロエチレン，1,1,1-ト

リクロロエタン，1,1,2-トリクロロエタン，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレ

ン，1,3-ジクロロプロペン，チウラム，シマジン，チオベンカルブ，ベンゼン，セレン，

硝酸性窒素，亜硝酸性窒素，フッ素，ホウ素，1,4-ジオキサン 

特殊項目 フェノール類，銅，クロム 

その他 塩化物イオン，陰イオン界面活性剤，アンモニア性窒素，Ｎ-ＢＯＤ 

表 市内の水質調査地点等一覧 

No 測定地点 測定頻度 類型指定※ 測定項目 

① 

中丸川 

長者橋 6 回 Ｃ－ハ 一般・生活環境・健康・特殊・その他 

② 中根駅下 6 回 Ｃ－ハ 一般・生活環境・健康・その他 

③ 柳沢橋 12 回 Ｃ－ハ 一般・生活環境・健康・特殊・その他 

④ 
本郷川 

本郷橋 6 回 Ｃ－ハ 一般・生活環境・健康・その他 

⑤ 山崎工業団地下 6 回 Ｃ－ハ 一般・生活環境・健康・特殊・その他 

⑥ 大  川 救農橋 6 回 Ｃ－ハ 一般・生活環境・健康・特殊・その他 

⑦ 新  川 大江橋 12 回 Ｃ－イ 一般・生活環境・健康・その他 

⑧ 

早戸川 

睦  橋 12 回 Ｂ－ロ 一般・生活環境・健康・その他 

⑨ 関場橋 12 回 C－ロ 一般・生活環境 

⑩ みのり橋上 12 回 C－ロ 一般・生活環境 

⑪ みのり橋 12 回 C－ロ 一般・生活環境 

⑫ 津田橋上 12 回 C－ロ 一般・生活環境 

⑬ 小高橋上 12 回 C－ロ 一般・生活環境 

⑭ 小高橋 12 回 Ｃ－ロ 一般・生活環境・健康・特殊・その他 

⑮ 津田雨水幹線合流前 12 回 Ｃ－ロ 一般・生活環境 

⑯ 新早戸橋 12 回 Ｃ－ロ 一般・生活環境 

⑰ 紅葉橋 12 回 Ｃ－ロ 一般・生活環境 

⑱ 
おさえん川 

那珂市境界付近 12 回 指定なし 一般・生活環境 

⑲ 早戸川流入地点 12 回 指定なし 一般・生活環境 

⑳ 常陸那珂港区 4 回 Ｂ－イ 一般・生活環境 

㉑ 磯崎漁港 4 回 Ｂ－イ 一般・生活環境 

㉒ 平磯漁港 4 回 Ｂ－イ 一般・生活環境 

㉓ 那珂湊漁港 4 回 Ｂ－ロ 一般・生活環境 

※類型指定 

河川，湖沼及び海域の生活環境項目の環境基準を定めるにあたり，その水域の水の利用目的に応じて類型指定がされます。 

この類型ごとに各項目の基準値が定められています。詳しくは，参考資料参照。 

各調査地点は市で呼称しているものであり，正式名称とは異なります。各地点の特徴等については，参考資料に記載しています。 
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令和５年度の調査の結果，生活環境項目（生活環境の保全に関する環境基準）では，早戸川の津田橋

上，小高橋上，小高橋，津田雨水幹線合流前，新早戸橋，紅葉橋で BOD，早戸川の睦橋で大腸菌群数，

早戸川の小高橋で全亜鉛が環境基準を達成できませんでした。なお，各調査地点の詳細結果は，参考資

料に記載しています。 

 

表 各河川の生活環境項目の環境基準達成状況 

調査項目 

中丸川 本郷川 大川 新川 早戸川 おさえん川 

長
者
橋 

中
根
駅
下 

柳
沢
橋 

本
郷
橋 

山
崎
工
業
団
地
下 

救
農
橋 

大
江
橋 

睦
橋 

関
場
橋 

み
の
り
橋
上 

み
の
り
橋 

津
田
橋
上 

小
高
橋
上 

小
高
橋 

津
田
雨
水
幹
線
合
流
前 

新
早
戸
橋 

紅
葉
橋 

早
戸
川
流
入
地
点 

那
珂
市
境
界
付
近 

生
活
環
境
項
目 

pH ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 

DO ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 

BOD ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × － － 

COD                  － － 

SS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 

全窒素 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 

全リン － － － － － － － －      －      

全亜鉛   ○    ○ ○      ×      

ノニルフェノール   ○    ○ ○      ○      

直鎖アルキルベン

ゼンスルホン酸 

及びその塩 

  ○    ○ ○      ○ 

   

  

大腸菌数        ○ － － － － － － － － － － － 

表内の記号の見かた 

『○』：環境基準達成，『×』：環境基準未達成，『－』：環境基準が定められていない，『 』：測定を実施していない。 

  

水中の微生物が汚れを分解するときに消費される酸素量のこと。この数値が大きいほど水が汚れて

いることを示します。河川の水質汚濁を判断する代表的な指標となります。 

BOD が環境基準を達成したか否かは，75%水質値（年間の全データを小さいものから順に並べ，

0.75×ｎ（データ数）番目の値）が環境基準を満たしているかで判断します。 

BOD（生物化学的酸素要求量） 
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表 健康項目等の環境基準達成状況 

調査項目 

中丸川 本郷川 大川 新川 早戸川 おさえん川 

長
者
橋 

中
根
駅
下 

柳
沢
橋 

本
郷
橋 

山
崎
工
業
団
地
下 

救
農
橋 

大
江
橋 

睦
橋 

関
場
橋 

み
の
り
橋
上 

み
の
り
橋 

津
田
橋
上 

小
高
橋
上 

小
高
橋 

津
田
雨
水
幹
線
合
流
前 

新
早
戸
橋 

紅
葉
橋 

早
戸
川
流
入
地
点 

那
珂
市
境
界
付
近 

健
康
項
目 

カドミウム ○  ○  ○ ○        ○      

全シアン ○  ○  ○ ○        ○      

鉛 ○  ○  ○ ○        ○      

六価クロム   ○           ○      

ヒ素   ○           ○      

総水銀   ○           ○      

ジクロロメタン   ○   ○        ○      

四塩化炭素   ○           ○      

1,2-ジクロロエタン   ○           ○      

1,1 ジクロロエチレン   ○           ○      

シス 1,2 ジクロロエチレン   ○           ○      

1,1,1 トリクロロエタン   ○           ○      

1,1,2 トリクロロエタン   ○           ○      

トリクロロエチレン   ○           ○      

テトラクロロエチレン   ○           ○      

1,3 ジクロロプロペン   ○                 

チウラム   ○                 

シマジン   ○                 

チオベンカルブ   ○                 

ベンゼン   ○           ○      

セレン   ○                 

硝酸性窒素 － － － － － － － －      －      

亜硝酸性窒素 － － － － － － － －      －      

硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      ○      

フッ素   ○     ○      ○      

ホウ素   ○           ○      

1,4 ジオキサン   ○           ○      

特殊

項目 

フェノール類   －           －      

銅 －  －  － －        －      

クロム －  －  － －        －      

その
他 

塩化物イオン － － － － － － － －      －      

陰イオン界面活性剤 － － － － － － － －      －      

アンモニア性窒素        － － － － － － － － － － －  

Ｎ-ＢＯＤ        － － － － － － － － － － －  
表内の記号の見かた 

『○』：環境基準達成，『×』：環境基準未達成，『－』環境基準が定められていない，『 』：測定を実施していない。 
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令和５年度の測定結果では，3 地点全てにおいて BOD の環境基準を達成しました。 

 

表 各調査地点の各月の BOD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

長者橋  1.4  2.0  1.1  0.7  0.8  1.1 1.1 

中根駅下  4.5  2.3  2.4  2.9  4.1  3.3 4.1 

柳沢橋 1.4 2.1 1.4 2.4 1.8 1.6 2.1 2.3 2.4 1.4 1.8 3.4 2.3 

単位：mg/L 

 

  

 

 

  

 

                                     

令和 5 年度の測定結果では，両地点ともに BOD の環境基準を達成しました。 

 

表 各調査地点の各月の BOD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

本郷橋 1.6  1.7  1.3  1.6  2.1  2.4  2.1 

山崎工業

団地下 
 1.6  2.9  1.8  1.1  3.2  2.9 2.9 

単位：mg/L 

 

 

 

  

表 各調査地点の BOD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ4 Ｒ5 

長者橋 1.2 1.5 1.8 1.5 1.1 

中根駅下 2.7 3.8 3.5 4.0 4.1 

柳沢橋 2.2 2.3 2.5 2.2 2.3 

単位：mg/L 

表 各調査地点の BOD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ1 R2 R3 R4 R5 

本郷橋 3.3 3.0 3.1 2.3 2.1 

山崎工業

団地下 
3.8 3.0 2.6 3.5 2.9 

単位：mg/L 
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令和５年度の測定結果では，救農橋地点において BOD の環境基準を達成しました。 

 

表 調査地点の各月の BOD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

救農橋 2.7  2.3  3.5  3.2  5.0  2.7  3.5 

単位：mg/L 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                      

 令和 5 年度の測定結果では，大江橋地点において BOD の環境基準を達成しました。 

 

表 調査地点の各月の BOD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

大江橋 1.5 1.3 1.3 1.0 1.2  1.6 1.3 0.7 2.0 0.7 0.9 2.0 1.5 

単位：mg/L 

 

  

  
表 調査地点の BOD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ1 Ｒ２ Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

大江橋 1.6 1.7 1.9 1.9 1.5 

単位：mg/L 

 

  

 

 

  

表 調査地点の BOD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

救農橋 2.3 3.3 4.9 3.8 3.5 

単位：mg/L 
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小高橋におけるBOD環境基準値超過の原因を究明するため，早戸川の調査地点を細かく設定すると

ともに流入河川であるおさえん川についても毎月の測定を実施しています。令和２年度からは，おさ

えん川那珂市境界付近を除く全ての地点において，ＢＯＤの詳細調査を実施しています。 

早戸川のBOD年間値（75％値）について，上流である睦橋では，環境基準を達成していましたが，

下流である小高橋では，環境基準を達成できませんでした。 

 

表 早戸川における各調査地点の各月の BOD（Ｎ-ＢＯＤ，Ｃ-ＢＯＤ） 結果  

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値  

睦橋 

2.3  1.8  1.3  1.0  0.9  0.7  1.1  1.1  2.1  0.9  0.8  1.3  

1.3 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 0.5  0.6  <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

>1.8 >1.3 >0.8 >0.5 0.4  0.1  >0.6 >0.6 >1.6 >0.4 >0.3 >0.8 

関場橋 

2.9  1.2  1.4  0.9  1.0  1.1  1.5  1.0  1.7  1.3  2.0  1.4  

1.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

>2.4 >0.7 >0.9 >0.4 >0.5 >0.6 >1.0 1.4  >1.2 >0.8 >1.5 >0.9 

みのり橋上 

3.4  3.7  2.5  3.0  5.3  6.8  3.8  2.8  3.9  3.9  1.5  2.1  

3.9 2.3  2.7  1.3  1.0  4.5  6.1  2.5  2.0  2.3  1.6  0.7  1.1  

1.1  1.0  0.8  2.0  0.8  0.7  1.3  0.8  1.6  2.3  0.8  1.0  

みのり橋 

3.7  5.6  6.5  3.9  7.1  5.8  3.8  3.5  4.9  3.2  1.9  2.5  

5.6 2.4  4.4  5.1  1.7  6.4  5.0  2.5  2.5  3.4  1.9  0.6  1.3  

1.3  1.2  1.4  2.2  0.7  0.8  1.3  1.0  1.5  1.3  1.3  1.2  

津田橋上 

6.3  5.8  6.3  3.7  8.8  8.6  6.0  1.7  4.4  4.3  2.3  2.4  

6.3 4.9  4.7  4.9  1.6  8.1  7.8  4.4  <0.5 3.0  2.8  1.2  1.4  

1.4  1.1  1.4  2.1  0.7  0.9  1.6  >1.2 1.4  1.5  1.1  1.0  

小高橋上 

8.4  10  3.9  5.0  7.4  12  7.0  5.0  7.1  4.6  3.0  3.3  

7.4 6.9  8.8  2.9  2.8  6.4  11  5.8  3.9  5.9  2.8  2.4  2.5  

1.5  1.2  1.0  2.2  1.0  1.0  1.2  1.1  1.2  1.8  0.6  0.8  

小高橋 

8.9  9.5  6.0  4.5  6.3  12 7.4  7.0  6.7  4.6  3.1  4.0  

7.4 7.3  8.0  5.0  2.5  5.0  11 6.2  5.6  5.7  2.8  1.5  2.9  

1.6  1.5  1.0  2.0  1.3  1.0  1.2  1.4  1.0  1.8  1.6  1.1  

津田雨水幹

線合流前 

8.4  7.9  4.5  5.3  5.9  7.9  8.3  6.9  8.9  3.7  3.4  5.0  

7.9 6.7  6.5  3.4  2.9  4.9  6.7  7.1  5.3  7.8  2.5  2.5  3.3  

1.7  1.4  1.1  2.4  1.0  1.2  1.2  1.6  1.1  1.2  0.9  1.7  

新早戸橋 

8.4  6.6  4.3  5.3  4.2  6.1  7.8  7.3  8.6  4.5  4.3  5.9  

7.3 
6.7  5.3  3.1  2.9  3.1  4.8  6.6  6.3  7.5  3.0  3.4  4.7  
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1.7  1.3  1.2  2.4  1.1  1.3  1.2  1.0  1.1  1.5  0.9  1.2  

紅葉橋 

8.4  3.2  4.4  5.0  4.3  5.5  8.0  7.2  8.0  4.7  3.0  6.3  

7.2 6.6  1.6  3.2  2.6  3.0  4.1  6.8  6.2  6.9  3.1  2.2  5.0  

1.8  1.6  1.2  2.4  1.3  1.4  1.2  1.0  1.1  1.6  0.8  1.3  

【上段がＢＯＤ 中段がＮ―ＢＯＤ 下段がＣ－ＢＯＤ  単位：mg/L 】 

 
表 おさえん川における各調査地点の各月の BOD（Ｎ-ＢＯＤ，Ｃ-ＢＯＤ） 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

那珂市 

境界付近 
2.6 1.4 1.6 2.3 1.6 3.6 2.3 0.9 2.3 4.1 4.2 3.6 3.6 

早戸川 

流入地点 

5.6  4.5  3.2  3.9  5.7  2.9  4.4  5.1  9.0  12 10  5.2  

5.7 
1.3  1.0  <0.5 <0.5 1.4  <0.5 <0.5 <0.5 0.8  0.6  <0.5 1.6  

4.3  3.5  >2.7 >3.4 4.3  >2.4 >3.9 >4.6 8.2  11.4  >9.5 3.6  

【上段がＢＯＤ 中段がＮ-ＢＯＤ 下段がＣ-ＢＯＤ  単位：mg/L 】 

 

表 早戸川の各調査地点の BOD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ1 Ｒ２ Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5    

睦橋 1.6 1.8 1.8 1.8 1.3    

小高橋 8.7 8.2 11 12 7.4    

単位：mg/L    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ-ＢＯＤ・・・水中にアンモニア性窒素や亜硝酸性窒素が存在している際，微生物がよごれを分解するときに消費

される酸素量のこと。Ｎ-ＢＯＤの割合が多い場合は，し尿処理施設等のアンモニアを処理する施設から排出される

水に原因があると考えられます。 

Ｃ-ＢＯＤ・・・Ｎ-ＢＯＤとは別に生活排水などに多く含まれる有機物などを，水中の微生物がよごれを分解する

ときに消費される酸素量のこと。Ｃ-ＢＯＤの割合が多い場合は，生活排水などが汚濁の原因として考えられます。 

Ｎ-BOD とＣ-ＢＯＤ 
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令和５年度は，河川水が下流に流れていく過程で水質がどのように変化するかを調査するため，上

流の地点で採水後，下流の各地点への到達時刻に採水を実施し，測定を行いました。また，同日に流

域の事業所の排水も採水し，測定を実施しています。 

今後も，汚濁原因の究明に向け，引き続き水質調査を実施します。 

 

表 早戸川関場橋地点から小高橋地点への河川水追跡調査結果 

 関場橋 みのり橋上 みのり橋 津田橋上 小高橋上 小高橋 

９月 

 

午前 

 

BOD 1.3 3.0 3.9 5.0 7.1 6.7 

アンモニア性窒素 0.16 2.7 1.5 0.23 2.3 2.2 

硝酸性窒素 2.4 5.6 4.6 5.7 6.3 6.4 

亜硝酸性窒素 0.01 0.25 0.29 0.51 0.84 0.93 

午後 

 

BOD 1.2 1.9 3.3 4.7 6.5 6.3 

アンモニア性窒素 0.14 3.1 4.0 2.5 2.2 2.0 

硝酸性窒素 2.3 4.4 5.0 4.6 5.5 5.7 

亜硝酸性窒素 0.01 0.20 0.34 0.49 0.88 0.92 

12月 

 

午前 

 

BOD 1.6 1.7 1.8 2.3 1.6 1.6 

アンモニア性窒素 0.23 0.16 0.31 0.48 0.29 0.25 

硝酸性窒素 2.2 1.9 2.1 2.3 2.7 2.8 

亜硝酸性窒素 0.03 0.02 0.05 0.04 0.05 0.06 

午後 

 

BOD 1.9 2.0 1.9 2.3 2.0 1.8 

アンモニア性窒素 6.9 0.25 0.33 0.41 0.38 0.36 

硝酸性窒素 5.6 2.3 2.0 2.1 2.2 2.9 

亜硝酸性窒素 0.54 0.03 0.06 0.08 0.06 0.05 

２月 

 

午前 

 

BOD 1.8 2.3 3.2 2.8 3.4 4.0 

アンモニア性窒素 0.16 4.5 3.8 3.8 3.6 3.0 

硝酸性窒素 1.8 2.8 3.0 2.9 3.6 3.7 

亜硝酸性窒素 0.02 0.09 0.10 0.09 0.11 0.12 

午後 

 

BOD 1.8 4.3 3.6 4.1 6.4 6.0 

アンモニア性窒素 0.14 7.3 7.8 8.7 4.4 4.5 

硝酸性窒素 1.8 5.3 5.2 5.9 4.3 4.6 

亜硝酸性窒素 0.02 0.14 0.16 0.17 0.13 0.16 
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 流域事業所１ 流域事業所２ 流域事業所３ 

9月 

 

午前 

 

BOD 10 3.0 － 

アンモニア性窒素 15 0.23 － 

硝酸性窒素 22 13 － 

亜硝酸性窒素 0.93 0.03 － 

午後 

 

BOD 2.6 3.0 － 

アンモニア性窒素 14 0.22 － 

硝酸性窒素 11 13 － 

亜硝酸性窒素 0.61 0.03 － 

12月 

 

午前 

 

BOD － 56 16 

アンモニア性窒素 － 30 2.8 

硝酸性窒素 － 0.42 9.1 

亜硝酸性窒素 － 0.04 0.38 

午後 

 

BOD － 55 13 

アンモニア性窒素 － 31 6.9 

硝酸性窒素 － 0.5 5.6 

亜硝酸性窒素 － 0.05 0.54 

２月 

 

午前 

 

BOD 2.7 27 － 

アンモニア性窒素 30 21 － 

硝酸性窒素 9.0 8.4 － 

亜硝酸性窒素 0.31 0.3 － 

午後 

 

BOD 4.8 28 － 

アンモニア性窒素 42 22 － 

硝酸性窒素 20 8.3 － 

亜硝酸性窒素 0.58 0.3 － 
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令和５年度の調査結果では，全ての海域において，生活環境項目の環境基準を達成していました。 

なお，各調査地点の詳細結果は，参考資料に記載しています。 

 

表 各海域の生活環境項目の環境基準達成状況 

 

 

測定項目 

常
陸
那
珂
港
区 

磯
崎
漁
港 

平
磯
漁
港 

那
珂
湊
漁
港 

生
活
環
境
項
目 

pH ○ ○ ○ ○ 

DO ○ ○ ○ ○ 

COD ○ ○ ○ 〇 

SS － － － － 

大腸菌群数 － － － － 

ｎ-ヘキサン抽出物質 ○ ○ ○ ○ 

表内の記号の見かた 

『○』：環境基準達成 

『×』：環境基準未達成 

『－』：環境基準が定められていない 

『 』：測定を実施していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

酸化剤が水中の汚れを酸化するときに消費される酸素量のこと。この数値が大きいほど水が汚れて

いることを示します。海域や湖沼の水質汚濁を判断する代表的な指標となります。 

ＣOD が環境基準を達成したか否かは，75%水質値（年間の全データを小さいものから順に並べ，

0.75×ｎ（データ数）番目の値）が環境基準を満たしているかで判断します。 

COD（化学的酸素要求量） 
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 令和５年度の測定結果では，COD の環境基準を達成しました。 
 
表 常陸那珂港区の各月の COD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

常陸那珂

港区 
1.9   2.2   2.6    1.3  2.2 

単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    
 令和５年度の測定結果では，COD の環境基準を達成しました。 

 

表 磯崎漁港の各月の COD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

磯崎漁港 1.4   2.2   2.4   1.3   2.2 

単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 常陸那珂港区の COD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

常陸那珂

港区 
2.3 2.1 1.8 2.5 2.2 

単位：mg/L 

表 磯崎漁港の COD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

磯崎漁港 2.0 1.8 1.6 2.2 2.2 

単位：mg/L 
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 令和５年度の測定結果では，COD の環境基準を達成しました。 

 
表 平磯漁港の各月の COD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

平磯漁港 1.7   2.4   2.5   1.4   2.4 

単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  
 令和 5 年度の測定結果では，COD の環境基準を達成しました。 

 
表 那珂湊漁港の各月の COD 結果 

調査地点 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

年間値 

75％値 

那珂湊 

漁港 
2.1   3.9   2.6   1.6   2.6 

単位：mg/L 

 
表 那珂湊漁港の COD 年間値（75％値）の経年推移 

   

調査地点 Ｒ1 Ｒ２ Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

   

那珂湊 

漁港 
2.4 2.7 2.4 2.6 2.6 

   

単位：mg/L    

  

 

  

表 平磯漁港の COD 年間値（75％値）の経年推移 

調査地点 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 

平磯漁港 2.0 1.7 1.9 1.9 2.4 

単位：mg/L 
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本市では，地下水汚染等の状況の監視として，概況調査，継続監視調査等を行っています。 

令和５年度の概況調査，継続監視調査，継続監視詳細調査では，一部の地点において地下水汚染等が

確認されました。 

 

 

 

②周辺地区調査 

 概況調査において地下水汚染等が確認された場合に，地下水汚染の範囲を把握するた

めに，地下水汚染等が覚知された井戸から半径５００メートル程度の範囲内において実

施する地下水調査です。 

①概況調査 

地域をメッシュに分割し，６年で全てのメッシュを調査する計画において，年度毎に指定

されたメッシュの地域内で行う地下水調査です。 

③継続監視調査 

地下水汚染等が確認された範囲において，最も汚染物質の濃度の高い地点を代表地点

として，少なくとも年に１回，過去に地下水汚染等が覚知された物質を対象に継続して

監視を行う調査です。 

 

④継続監視詳細調査 

継続監視調査を行ってきた地点において，継続監視調査の結果，３年連続して調査対

象物質の地下水汚染等が見られなかった場合に，継続監視の終了に向けて，当該井戸の   

500 メートル程度の範囲内の４地点程度を対象に実施する調査です。この継続監視詳細

調査において２年連続で，継続監視調査地点を含む全地点で地下水汚染等が見られなか

った場合，当該地区の継続監視調査は終了となります。 

  

地下水調査の種類 

 

○地下水汚染 

測定項目が，環境基準値を超えて検出された状態をいいます。 

○地下水汚染のおそれ 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素・フッ素・ホウ素を除く測定項目が，報告下限値を超えて 

検出された状態をいいます。 

地下水汚染等 
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令和５年度の概況調査は，阿字ケ浦町地内を対象に行いました。測定地点では地下水汚染等はあり

ませんでした。 

 

 

有機溶剤成分による地下水汚染等が確認されている地点を対象とした継続監視調査では，勝倉地内，

大平地区，松戸町地内においてはテトラクロロエチレン，長砂地内においては1,2‐ジクロロエチレン，

シス-1,2-ジクロロエチレンによる地下水汚染が確認されました。また，勝倉地内においては四塩化炭

素，テトラクロロエチレン，大平地区においてはテトラクロロエチレンによる地下水汚染のおそれが確

認されました。 

窒素成分による地下水汚染が確認されている地点を対象とした継続監視調査では，高野地内で硝酸性

窒素及び亜硝酸性窒素による地下水汚染が確認され，馬渡地内，佐和地内，柳沢地内においては地下水

汚染のおそれが確認されました。 

 

 

 

 

 
 

測定項目 阿字ケ浦町地内 

カドミウム ○ 

全シアン ○ 

鉛 ○ 

六価クロム ○ 

総水銀 ○ 

ヒ素 ○ 

PCB ○ 

ジクロロメタン ○ 

四塩化炭素 ○ 

塩化ビニルモノマー ○ 

1,2‐ジクロロエタン ○ 

1,2‐ジクロロエチレン 〇 

1,1,1‐トリクロロエタン ○ 

トリクロロエチレン ○ 

テトラクロロエチレン ○ 

ベンゼン ○ 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 △ 

うち硝酸性窒素 ○ 

うち亜硝酸性窒素 ○ 

フッ素 ○ 

ホウ素 ○ 

1,4‐ジオキサン ○ 
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表 有機溶剤成分による地下水汚染等の状況（継続監視調査）   

測定項目 
勝倉※ 

地内 

大平地区※ 
1 丁目地内 

3 丁目地内 

4 丁目地内 

松戸町※ 

地内 

長砂 

地内 

田彦 

地内 

四塩化炭素 △     

クロロエチレン ○  ○  ○ 

1,1-ジクロロエチレン ○  ○  ○ 

1,2-ジクロロエチレン ○  ○ × ○ 

シス-1,2-ジクロロエチレン    ×  

トランス-1,2-ジクロロエチレン    ○  

トリクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ 

テトラクロロエチレン × × ×  ○ 

表内の記号の見方 

『○』：地下水汚染等なし 『△』：地下水汚染のおそれ 『×』：地下水汚染 『 』：未測定 

※勝倉地内，大平地区，松戸町地内については，狭い範囲に調査地点が複数あるため，最も高い数値で評価したものを掲載 

    
表 有機溶剤成分による地下水汚染等がある地点の測定結果（継続監視調査） 

測定項目 
勝倉※ 

地内 

大平地区※ 
1 丁目地内 

3 丁目地内 

4 丁目地内 

松戸町※ 

地内 

長砂 

地内 

田彦 

地内 

環境 

基準値 

報告 

下限値 

四塩化炭素 0.0007     0.002 0.0002 

クロロエチレン 不検出  不検出 不検出 不検出 0.002 0.0002 

1,1-ジクロロエチレン 不検出  不検出 不検出 不検出 0.1 0.01 

1,2-ジクロロエチレン 不検出  不検出 0.043 不検出 0.04 0.004 

シス-1,2-ジクロロエチレン    0.043  － 0.002 

トランス-1,2-ジクロロエチレン    不検出  － 0.002 

トリクロロエチレン 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.01 0.001 

テトラクロロエチレン 
0.0022
～0.071 

0.010～
0.019 

不検出～
0.035 

 不検出 0.01 0.0005 

※勝倉地内，大平地区，松戸町地内においては，複数の調査地点において検出された最小値と最大値を掲載 
 単位：mg/L 

表 窒素成分による地下水汚染の状況（継続監視調査）   

測定項目 
馬渡 

地内 

高野 

地内 

佐和 

地内 

柳沢 

地内 
 

 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 △ × △ △ 
  

うち硝酸性窒素 △ × △ △ 
  

うち亜硝酸性窒素 ○ ○ ○ ○ 
  

表内の記号の見かた 

『○』：地下水汚染等なし 『△』：地下水汚染のおそれ 『×』：地下水汚染 『 』：未測定 

  

 
 

       

表 窒素成分による地下水汚染がある地点の測定結果（継続監視調査） 

測定項目 
馬渡 

地内 

高野 

地内 

佐和 

地内 

柳沢 

地内 

環境 

基準値 

報告 

下限値 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 9.3 35 8.9 8.7 10 0.02 

うち硝酸性窒素 9.3 35 8.9 8.7 - 0.01 

うち亜硝酸性窒素 不検出 不検出 不検出 不検出 - 0.01 
単位：mg/L 
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市は，「水質汚濁防止法」に基づく特定施設を設置している事業所を対象に，排水基準遵守等を監視する

ため，立入調査を実施し，施設の届出状況，排水の自己監視及び排水処理施設の管理状況について確認をす

るとともに，施設の適正な維持管理方法について指導を行っています。 

令和５年度は，20 事業所に立入調査及び排水水質検査を行いました。 

 

表 立入調査状況 

立入調査実施件数 排水水質検査実施件数 基準超過件数 

20 20 2 

単位：件 

 

 

 

 

             

市は，水質汚濁防止法に基づく特定施設等を設置している事業所を対象に，公害の未然防止の観点から事

業所の協力を得て定期的に事業所の排水検査を行っています。 

令和５年度は 32 事業所について排水検査を行いました。なお，排水基準値を超えた事業所に対しては排

水処理施設の改善，維持管理の徹底等を指導し，放流水質の向上を図りました。 

 

 

 

 

               

環境省は，平成 2 年 5 月に「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針」を

策定し，排出水中の農薬濃度に関して指針値を設定することにより，ゴルフ場で使用される農薬による水質

汚濁の未然防止に努めています。 

なお，茨城県では「茨城県ゴルフ場における農薬の安全使用等に関する指導要綱」に基づき，ゴルフ場で

の農薬の安全かつ適正な使用を促し，被害防止に努めています。 

現在，本市には１箇所ゴルフ場がありますが，通常は排水が場外へ出ない構造になっているため，場内の

調整池での水質調査を平成２年度より行っています。令和５年度は 12 項目の調査を行いました。 

なお，詳細結果は，参考資料に記載しています。 
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市内の事業者は，「水質汚濁防止法」に基づく特定施設，「茨城県生活環境の保全等に関する条例」に

基づく排水特定施設，「ひたちなか市公害防止条例」に基づく汚水施設を設置する場合には，施設の各届

出をすることが義務付けられています。 

 

表 水質汚濁防止法に基づく特定施設の届出状況 

 

区分 

令和５年度届出件数 
令和５年度末 

事業所総数 
設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

1-2 畜産農業又はサービス業用に供する施設         8 

2 畜産食料品製造業の用に供する施設         2 

3 水産食料品製造業の用に供する施設         70 

4 
野菜又は果実を原料とする保存食料品製

造業の用に供する施設 

        
1 

 

5 

みそ，しょう油，食用アミノ酸，グルタミ

ン酸ソーダ，ソース又は食酢の製造業の

用に供する施設 

        

4 

8 
パン若しくは菓子の製造業又は製あん業

の用に供する粗製あんの沈でん槽 

        
1 

10 飲料製造業の用に供する施設         3 

11 
動物系飼料又は有機質肥料の製造業の用

に供する施設 

        
1 

16 めん類製造業の用に供する湯煮施設         4 

17 豆腐又は煮豆の製造業の用に供する湯煮

施設 

        
28 

18-2 冷凍調理食品製造業の用に供する施設         6 

23 
パルプ，紙又は紙加工品の製造業の用に

供する施設 

        
1 

23-2 
新聞業，出版業，印刷業又は製版業の用に

供する施設 

        
1 

27 無機化学工業製品製造業用に供する施設 1 2     1 4 1 

53 
ガラス又はガラス製品の製造業の用に供

する施設 
2 3   1 1   5 

54 セメント製品製造業の用に供する施設         3 

55 
生コンクリート製造業用に供するバッチ

ャープラント 

        
3 
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区分 

令和５年度届出件数 
令和５年度末 

事業所総数 
設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

61 鉄鋼業の用に供する施設         1 

63 
金属製品製造業又は機械器具製造業の用

に供する施設 
2 25   4 14   11 

63-2 
空きびん卸売業の用に供する自動式洗び

ん施設 
        1 

64-2 
水道施設，工業用水道施設又は自家用工

業用水道の施設のうち，浄水施設 

        
2 

65 酸又はアルカリによる表面処理施設 2 13   3 13   12 

66 電気めっき施設         6 

66-3 旅館業の用に供する施設         210 

66-4 共同調理場に設置される厨房施設         2 

66-5 
弁当仕出屋又は弁当製造業の用に供する

ちゅう房施設 

        
1 

66-6 飲食店に設置されるちゅう房施設         8 

67 洗濯業の用に供する洗浄施設         65 

68 
写真現像業の用に供する自動式フィルム

現像洗浄施設 

        
3 

68-2 
病院で病床数が 300 以上あるものに設

置される施設 

        
1 

69-3 地方卸売市場に設置される施設         1 

70-2 自動車分解整備事業用に供する洗車施設         1 

71 自動式車両洗浄施設 1 1       102 

 

71-2 

科学技術に関する研究，試験，検査又は専

門教育を行う事業場で環境省令で定める

ものに設置されるそれらの業務の用に供

する施設 

1 1       4 

71-3 一般廃棄物処理施設 1 1     1 1 1 

71-4 産業廃棄物処理施設         1 

71-5 
トリクロロエチレン，テトラクロロエチ

レン又はジクロロメタンによる洗浄施設 

    1 1   
2 

72 し尿処理施設         8 

73 下水道終末処理施設         2 

74 特定事業場から排出される水の処理施設         1 

※事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 
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表 県条例に基づく特定施設の届出状況 

 

区分 

令和５年度届出件数 
令和５年度末 

事業所総数 
設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

2 
石材加工業の用に供する研磨施設及び湿

式切断施設 

        
11 

3 車両の洗浄施設         149 

4 地方卸売市場         4 

5 廃油処理施設     1 8   0 

9 
病院に設置される厨房施設，洗浄施設及

び入浴施設 

    
  

  
10 

10 特定給食施設         4 

14 飲食店に設置される厨房施設         6 

 

17 

野菜又は果実の洗浄，切断等による加工

を専ら行う業の用に供する洗浄施設及び

原料処理施設 

        

2 

※事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 

 

表 市条例に基づく汚水に係る施設の届出状況 

 

区分 

令和５年度届出件数 
令和５年度末 

事業所総数 
設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

2 
パン又は菓子の製造の用に供する洗浄施

設 
  

      
3 

3 し尿処理施設         83 

4 製造加工業又は公衆浴場業         3 

※事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 
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市は，市内の環境騒音及び自動車騒音・振動について，測定調査を実施し実態把握に努めています。 

環境騒音測定（市内 14 地点 3 年更新）を，①～⑭で行っています。また，幹線交通を担う道路の自

動車騒音・振動測定（５年ローテーション）を行っています。令和 5 年度は⑮～⑰で行いました。 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
⑯ 

⑰ 

市内の騒音・振動調査地点 

⑥ 

⑲ 
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表 調査地点等一覧   

測定地点 

類型 

区域 

※ 

用途地域 

①  笹野２丁目地内 A 第２種中高層住居専用地域 

②  長堀町２丁目地内 B 第２種住居地域 

③ ３ 田彦地内 C 準工業地域 

④  阿字ケ浦町地内 B 第１種住居地域 

⑤  田中後地内 B 準住居地域 

⑥  柳が丘地内 C 指定なし（市街化調整区域） 

⑦  佐和地内 C 指定なし（市街化調整区域） 

⑧  馬渡地内 B 第１種住居地域 

⑨  枝川地内 C 指定なし（市街化調整区域） 

⑩  武田地内 A 第１種低層住居専用地域 

⑪  田彦地内 B 第１種住居地域 

⑫  高場地内 C 商業地域 

⑬  大成町地内 A 第２種低層住居専用地域 

⑭  平磯町地内 A 第１種中高層住居専用地域 

⑮  田彦地内 額田南郷田彦線 ２車線 Ｃ 準工業地域 

⑯  高野地内 豊岡佐和停車場線 ２車線 Ｃ 市街化調整区域 

⑰  馬渡地内 市道 1-1 号線 ４車線 C 近隣商業地域 

 

※ 類型指定について 

類型Ａ区域 
都市計画法第８条第１項第１号に規定する第１種低層住居専用地域，第２種低層住居専

用地域，第１種中高層住居専用地域及び第２種中高層住居専用地域 

類型Ｂ区域 
都市計画法第８条第１項第１号に規定する第１種住居地域，第２種住居地域及び準住居

地域 

類型Ｃ区域 
都市計画法第８条第１項第１号に規定する近隣商業地域，商業地域，準工業地域及び工

業地域並びに用途地域の指定のない地域 
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市では，日常生活をする上で自然と耳にする騒音（環境騒音）の測定調査を行っています。当調査で

は，市内全域を把握するため，14 地点に分けて測定を行っています。 

令和 5 年度は，14 地点のうち 13 地点において昼夜ともに環境基準を達成しました。しかし，田中

後地内の測定地点は，環境基準値を夜３ｄB 超過しました。 

 

表 環境騒音測定結果 

測定地点 測定時期 

環境基準 

達成状況 

測定結果 

（ｄB）※ 
環境基準値 

昼 夜 昼 夜 昼 夜 

①  笹野２丁目地内 12/13～12/14 ○ ○ 43 38 55 45 

②  長堀町２丁目地内 10/16～10/17 ○ ○ 50 42 55 45 

③  田彦地内 10/11～10/12 ○ ○ 47 41 65 60 

④  阿字ケ浦町地内 11/1～11/2 ○ ○ 57 48 65 60 

⑤  田中後地内 1/11～1/12 ○ × 55 48 55 45 

⑥  柳が丘地内 1/24～1/25 ○ ○ 46 38 65 60 

⑦  佐和地内 11/13～11/14 ○ ○ 43 40 65 60 

⑧  馬渡地内 11/8～11/9 ○ ○ 50 42 55 45 

⑨  枝川地内 1/31～2/1 ○ ○ 47 41 65 60 

⑩  武田地内 12/20～12/21 ○ ○ 48 43 55 45 

⑪  田彦地内 12/21～12/22 ○ ○ 45 39 55 45 

⑫  高場地内 11/28～11/29 ○ ○ 48 42 65 60 

⑬  大成町地内 1/17～1/18 ○ ○ 42 37 55 45 

⑭  平磯町地内 1/15～1/16 ○ ○ 48 44 55 45 

※ 測定値は等価騒音レベル（ＬAeq） 

 

  

環境騒音測定の様子 
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市内における幹線道路周辺の生活環境の実態，ならびに道路交通による自動車騒音及び振動の要請限

度の適合状況を把握するため，自動車騒音及び振動測定を主要な幹線道路で行っています。 

 

                                            

令和 5 年度は，３地点のうち 1 地点において，すべての住居で環境基準を達成しました。しかし，主

要地方道水戸勝田那珂湊線の枝川地内の測定地点において，5.4％の住居が環境基準を達成することが

できませんでした。 

 

表 面的評価※による自動車騒音の環境基準達成状況住居割合 

測定地点 

環境基準達成状況住居割合（％） 

昼夜とも 

達成 

昼のみ 

達成 

夜のみ 

達成 

昼夜とも 

未達成 

⑮  田彦地内 額田南郷田彦線 ２車線 98.1 1.3 0 0.6 

⑯  高野地内 豊岡佐和停車場線 ２車線 100.0 0 0 0 

⑰  馬渡地内 市道 1-1 号線 ４車線 98.8 0 0 1.2 

※面的評価は，幹線道路に面した地域の道路交通騒音が環境基準をどの程度達成しているかを示す評価方法です。 

  

また，要請限度の達成状況は，すべての地点で要請限度を達成しました。 

 
表 自動車騒音の要請限度の達成状況 

測定地点 
要請限度達成状況  

昼 夜   

⑮ 田彦地内 額田南郷田彦線 ２車線 ○ ○   

⑯ 高野地内 豊岡佐和停車場線 ２車線 ○ ○   

⑰ 馬渡地内 市道 1-1 号線 ４車線 〇 〇   

 

表 自動車騒音の測定結果 

測定地点 
測定結果（ｄB）※1 要請限度（ｄB）※2 

昼 夜 昼 夜 

⑮ 田彦地内 額田南郷田彦線 ２車線 61 52 75 70 

⑯ 高野地内 豊岡佐和停車場線 ２車線 67 64 75 70 

⑰ 馬渡地内 市道 1-1 号線 ４車線 68 62 75 70 

※1 測定値は等価騒音レベル（ＬAeq）  

※2 要請限度は，環境省が定める指定区域内における自動車騒音の限度 
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自動車騒音測定と同地点で測定を行いましたが，すべての地点において要請限度の超過はありません

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 自動車振動の要請限度の達成状況 

 

測定地点 

要請限度達成状況  

昼 夜   

⑮ 田彦地内 額田南郷田彦線 ２車線 ○ ○   

⑯ 高野地内 豊岡佐和停車場線 ２車線 ○ ○   

⑰ 馬渡地内 市道 1-1 号線 ４車線 ○ ○   

 

表 自動車振動の測定結果 

 

測定地点 

測定結果（ｄB）※1 要請限度（ｄB）※2 

昼 夜 昼 夜 

⑮ 田彦地内 額田南郷田彦線 ２車線 50 31 70 65 

⑯ 高野地内 豊岡佐和停車場線 ２車線 50 39 70 65 

⑰ 馬渡地内 市道 1-1 号線 ４車線 45 31 70 65 

※1 測定値は L10（80％レンジの上端値） 

※2 要請限度とは，環境省が定める指定区域内における道路交通振動の限度 
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市は，事業所の施設や届出状況の確認等をするとともに，適宜騒音・振動レベルの測定を実施し，

基準値を超過した事業所に対しては指導を行っています。苦情等が発生した場合は，「騒音規制法」，

「振動規制法」，「茨城県生活環境の保全等に関する条例」，「ひたちなか市公害防止条例」に基づき事

業所や工事現場への立入調査を行っています。令和 5 年度は，法律に基づく指導，立入調査件数は 

0 件でした。 

 

                              

市内の事業者は，「騒音規制法」，「振動規制法」，「茨城県生活環境の保全等に関する条例」，「ひたちな

か市公害防止条例」に基づく，騒音・振動発生施設を設置等する場合は，届出をすることが義務付けら

れています。 

             
 
表 騒音規制法に基づく特定施設の届出状況 

 

区分 
令和 5 年度届出件数 

令和 5 年度末 

事業所総数 

設置届出 使用届出 使用全廃届出 数変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

1 金属加工機械 1 2   2 52 0 0 63 

2 空気圧縮機・送風機 0 0   1 27 0 0 118 

3 土石用破砕機       0 0 7 

4 織機          

5 建設用資材製造機械          

6 穀物用製粉機          

7 木材加工機械 1 ４     1 1 11 

8 抄紙機         1 

9 印刷機械         10 

10 合成樹脂用射出成形機         7 

11 鋳型造型機          

※事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 
 
表 振動規制法に基づく特定施設の届出状況 

 

区分 
令和 5 年度届出件数 

令和 5 年度末 

事業所総数 

設置届出 使用届出 使用全廃届出 数変更届出 

事業 
所数 

施設 
数 

事業 
所数 

施設 
数 

事業 
所数 

施設
数 

事業 
所数 

施設 
数 

1 金属加工機械 1 1   1 ８ 0 0 40 

2 圧縮機     1 24   38 

3 土石用破砕機     1 52 1 2 6 

4 織機          

5 コンクリートブロックマシン         1 

6 木材加工機械 1 1     1 1  

7 印刷機械         2 

8 ロール機          

9 合成樹脂用射出成形機         2 

10 鋳型造型機          

※事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 
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表 県条例に基づく騒音施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 
令和 5 年度末 

事業所総数 

設置届出 使用届出 使用全廃届出 数変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

1 金属加工機械         10 

2 空気圧縮機・送風機         21 

3 土石用破砕機         1 

4 織機          

5 建設用資材製造機械         1 

6 穀物用製粉機          

7 木材加工機械          

8 抄紙機          

9 印刷機械         2 

10 合成樹脂用射出成形機         2 

11 鋳型造型機          

※事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 

 

 
表 県条例に基づく振動施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 
令和 5 年度末 

事業所総数 

設置届出 使用届出 使用全廃届出 数変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

1 金属加工機械 3 11   2 41   41 

2 土石用破砕機 1 57       4 

3 建設用資材製造機械         2 

4 木材加工機械         1 

5 鋳型造型機         1 

6 建設現場工事に用いるもの          

※事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 
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表 市条例に基づく騒音に係る施設の届出状況 

 

区分 

令和 5 年度届出件数 
令和 5 年度末 

事業所総数 

設置届出 使用届出 使用全廃届出 数変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

1 圧延機械         1 

2 ベンディングマシン         1 

3 機械プレス         7 

4 せん断機         5 

5 空気圧縮機・送風機     1 1   73 

6 土石用破砕機         1 

7 コンクリートプラント          

8 アスファルトプラント          

9 帯のこ盤         15 

10 かんな盤         15 

11 板金施設         10 

12 製缶施設         1 

13 チェンソー          

14 ブロック成形機          

15 研磨機     1 1   14 

16 クーリングタワー         3 

17 冷凍機         14 

事業所総数には，1 つの事業所に 2 種類以上の施設を有する場合は，主要な特定施設の欄 1 箇所のみ計上した。 

 

                         

市は，建設作業のうち，著しく騒音・振動が発生する作業である特定建設作業を行う事業者に対し，

届出を作業開始前に提出してもらうことで，作業内容や工程，防止対策の指導を行っています。 

 

表 騒音規制法及び振動規制法に基づく特定建設作業の種類ごとの届出数（令和 5 年度） 

騒音規制法 振動規制法 

作業の種類 届出件数 作業の種類 届出件数 

くい打機等を使用する作業 3 くい打機等を使用する作業 4 

びょう打機を使用する作業 0 鋼球を使用して破壊する作業 0 

さく岩機を使用する作業 16 舗装版破砕機を使用する作業 0 

空気圧縮機を使用する作業 2 ブレーカーを使用する作業 11 

コンクリートプラント等を設けて 
行う作業 0 計 15 

バックホウを使用する作業 2   

トラクターショベルを使用する作業 0   

ブルドーザーを使用する作業 0   

計 23   
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市では，悪臭に関し，苦情の発生等により適宜，工場や事業所等への指導を行っています。 

「悪臭防止法」では，規制する地域を指定し，悪臭物質ごとの濃度規制と複合臭に対応するための

人間の嗅覚を用いた臭気指数による規制があります。本市においては，昭和 50 年 10 月，旧勝田市

の市街化区域が規制地域に指定されており，悪臭物質ごとの濃度規制を受けています。平成 15 年 4

月からは旧那珂湊市の市街化区域も規制地域に追加指定されています。 

 

表 特定悪臭物質（22 物質） 

アンモニア イソバレルアルデヒド 

メチルメルカプタン イソブタノール 

硫化水素 酢酸ブチル 

硫化メチル メチルイソブチルケトン 

二硫化メチル トルエン 

トリメチルアミン スチレン 

アセトアルデヒド キシレン 

プロピオンアルデヒド プロピオン酸 

ノルマルブチルアルデヒド ノルマル酢酸 

イソブチルアルデヒド ノルマル吉草酸 

ノルマルバレルアルデヒド イソ吉草酸 

 

                            

県では，「茨城県生活環境の保全等に関する条例」により，悪臭を発生する豚舎，鶏舎等の６施設

を悪臭に係る特定施設に定め，これらを設置する事業所に対し届出を義務付け，施設管理基準を設定

しています。 

市では，「ひたちなか市公害防止条例」で悪臭に係る届出施設を定め，届出を義務付けるとともに

施設管理基準を設定しています。 

 
表 悪臭に係る施設の届出状況（ひたちなか市公害防止条例） 

 

区分 

令和５年度届出件数 令和５年度末 

事業所・施設総数 設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業

所数 

施設

数 

事業

所数 

施設

数 

事業所

総数 

施設 

総数 

1 鶏舎         1 1 

2 鶏ふん乾燥機           

3 豚舎         1 1 

4 牛舎         2 2 

5 鳩舎         1 1 

6 吹きつけ塗装施設     3 17    41 96 
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県では，工場や事業場等に対し，「土壌汚染対策法」及び「茨城県土砂等による土地の埋立て等の

規制に関する条例」の啓発に努めるとともに，土壌汚染防止の指導を行っています。 

 

市では，農用地やゴルフ場で使用される農薬による土壌汚染を防止するため農薬の適正な使用につ

いて指導を行うとともに，農作物等以外に使用される除草剤や殺虫剤などの使用にあたっても農薬に

準じ適正に使用するように啓発に努めています。 

 

    

市では，市内において 5.000 ㎡未満の土地の埋立てを行う事業者に対して，「ひたちなか市土砂等

による土地の埋立て等の規制に関する条例」に基づき，汚染土が搬入防止のため土質検査等の指導を

行っています。令和５年度の市条例に基づく埋立て許可申請は６件ありました。 

 また，「ひたちなか市土採取事業の規制に関する条例」に基づき，ひたちなか市内で５００㎡以上

または５００㎥以上の土砂を採取する事業において指導をしており，採取した土地の復元を行う際は

土質の基準を満たさない土砂等による土地の復元を禁止しています。令和５年度の市条例に基づく土

採取事業許可申請は３件，復元中の事業が２件でした。 

 

県では，地下水の保全と地盤沈下の防止を図るため，揚水機設置者に対し条例による規制を行って

います。「茨城県生活環境の保全等に関する条例」により地盤沈下に係る特定施設として，揚水機の

吐出口の断面積が１９cm2 以上のものに対し届出を義務付け，地下水の効率的・合理的利用を促して

います。 

また，市では，地下水の過剰な汲み上げによる地盤沈下等を防止するため，「ひたちなか市公害防

止条例」により，工場等に対し工業用水道または上水道の使用に努めることを規定しています。 
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市では，昭和４６年１月より公共下水道事業に着手し，昭和５５年５月の供用開始以降，現在も公

共下水道未普及地域の解消に向けて整備を推進しています。令和 5 年度末の整備済面積は 2,223.7ｈ

a であり，101,110 人の方が下水道を利用できる状況となっております。このうち，水洗化率（下水

道整備地区内における下水道接続率）は 92.0％であり，92,997 人の方に接続いただいております。 

 

市では，農業集落排水処理施設について，平成３年に西中根地区において供用開始し，平成１６年

には東中根地区において供用開始しました。 

 

市では，公共下水道事業，農業集落排水事業のいずれの事業にも該当しない区域については，平成

４年度から「生活雑排水の処理の適正化に関する要綱」を施行し，合併処理浄化槽等の普及を図るた

め，設置補助事業を行うとともに，公共用水域汚濁負荷削減指針及び公共用水域への放流の際の基準

を明確化しました。平成 18 年度には要綱を「生活排水の処理の適正化に関する要綱」に改正し，上

記の補助事業に該当しない区域の一部に対して市単独の補助事業を開始しました。令和４年度から，

単独浄化槽・くみ取り槽を廃止して合併浄化槽へ転換する場合の，単独浄化槽・くみ取り槽の撤去費

の一部と宅内配管の撤去費と設置費に対して補助を開始しました。 

表 合併処理浄化槽等に係る補助基数 

項 目 R1 R２ R3 R4 R５ 

合併処理浄化槽設置（国・県・市補助事業） 199 190 230 228 208 

合併処理浄化槽設置（市単独補助事業） 22 26 35 12 19 

宅地内処理施設（市単独補助事業） 51 43 53 45 48 

単独処理浄化槽撤去（国・県・市補助事業，市単独補助事業） 23 24 24 28 34 

くみ取り槽撤去（国・県・市補助事業，市単独補助事業）    16 8 

宅内配管（国・県・市補助事業，市単独補助事業）    45 47 

単位：基 

   

表 汚水処理人口普及率の経年推移 

処理方法 R1 R2 R3 R4 R５ 

下水道 64.4％ 65.2％ 66.2％ 67.3％ 67.9％ 

農業集落排水施設 0.5％ 0.5％ 0.5％ 0.5％ 0.5％ 

合併浄化槽 24.7％ 24.７％ 24.5％ 24.3％ 24.1％ 

汚水処理人口普及率 89.6％ 90.４％ 91.2％ 92.1％ 92.5％ 

汚水処理人口普及率＝処理人口/行政人口 

下水道の普及率には，広域事務組合分が含まれています 
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「浄化槽法」では，浄化槽管理者（所有者）は，保守点検や清掃のほか，年１回の法定検査を受験

することが義務付けられています。法定検査は，浄化槽の保守点検・清掃が適切に行われ，適切な水

質として排水が放流されていることを検査します。 

県では，茨城県知事が指定している公益社団法人茨城県水質保全協会において検査を実施していま 

す。令和５年度の市内及び県内における法定検査受験率は以下のとおりです。 

 

表 市内及び県内法定検査受験率 

区分 

検査対象基数 法定検査実績 

７条検査 11 条検査 
７条検査 11 条検査 

基数 実施率 基数 実施率 

ひたちなか市 43４ 18,986 326 75.1％ 9,787 51.5％ 

県全体 4,215 237,008 3,898 92.5% 118,370 49.9% 

 

表 法定検査の内容  

区分 

法定検査 

浄化槽法第７条検査 

（浄化槽設置後の水質検査） 

浄化槽法第 11 条検査 

（定期検査） 

検査

概要 

設置工事が適正に行われ，浄化槽本来の性能

が発揮されているかどうかを検査します。 

検査は使用開始後 3 ヶ月を経過した日から

５ヶ月の間に実施します。 

保守点検及び清掃が適正に行われ，継続し

て浄化槽本来の性能が発揮されているかを毎

年１回検査します。なお，家庭用などの 50

人槽以下の浄化槽については，「新 11 条検

査方式」として一部検査項目を省略した検査

方式となっています。 

検査

内容 

① 外観検査 最大 75 項目のチェック項目について検査します。 

② 水質検査 

 

水質検査項目 ７条検査 

１１条検査  

検査員による

直接検査 

新１１条検査 

1 次検査 
再検査及び 

５年目検査 

水素イオン濃度 ○ ○ － ○ 

汚泥沈殿率（SV） ○ － － － 

溶存酸素量（DO） ○ ○ － ○ 

透視度 ○ ○ － ○ 

塩化物イオン濃度 ○ － － － 

残留塩素濃度 ○ ○ ○ ○ 

生物化学的酸素要量（BOD） ○ － ○ ○ 

③ 書類検査 保守点検及び清掃の記録から，それぞれが適正に行われているかを検査します。 
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県では，「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づき，県内の大気，河川の水質及び底質，地下水， 

土壌のダイオキシン類による汚染の状況を調査しています。市内では，大気については，市役所敷地

内の大気測定局で測定しており，河川の水質及び底質，地下水，土壌については，年度毎に県より指

定される地域内で選定し測定しています。 

令和５年度は，市内では大気，河川の水質及び底質，地下水，土壌について測定を行い，結果は全

ての項目において環境基準を達成していました。 

 
表 大気に係るダイオキシン類測定結果 

測定地点 
検出濃度 

春季 夏季 秋季 冬季 

市役所 - 0.0085 - 0.0055 

県平均値 0.012（最小値 0.007 最大値 0.021） 

環境基準値 0.6 

単位：pg-TEQ/㎥ 
表 河川水質に係るダイオキシン類調査結果 

測定地点 検出濃度 

津田地内 0.12 

県平均値 0.34（最小値 0.024，最大値 0.98） 

環境基準値 1 

単位：pg-TEQ/L 
表 河川底質に係るダイオキシン類調査結果 

測定地点 検出濃度 

津田地内 0.43 

県平均値 7.1（最小値 0.22，最大値 35） 

環境基準値 150 

単位：pg-TEQ/L 
表 地下水に係るダイオキシン類調査結果 

測定地点 検出濃度 

阿字ケ浦町地内 0.063 

県平均値 0.026（最小値 0.017，最大値 0.063） 

環境基準値 1 

単位：pg-TEQ/L 
表 土壌に係るダイオキシン類調査結果 

測定地点 検出濃度 

新光町地内 2.7 

県平均値 7.6（最小値 0.0049，最大値 140） 

環境基準値 1,000 

単位：pg-TEQ/ｇ 
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市では，「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づき，大気基準適用施設の届出事項の確認，自己測

定状況の確認をするため立入調査を行っています。 

令和５年度は，１事業所に立入調査を行いました。 

 

表 立入調査状況 

立入調査事業場数 対象施設数 指導事項 

1 1 0 

単位：件 

 

                               

市内の事業者は，「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づく特定施設を設置する場合には，市へ各

届出をすることが義務付けられています。 

 

表 ダイオキシン類対策特別措置法に基づく大気に係る特定施設の届出状況 

 

区分 

令和５年度届出件数 令和５年度末 

事業所総数 

設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

5 廃棄物焼却炉 1 1       8 

 

表 ダイオキシン類対策特別措置法に基づく水質に係る特定施設の届出状況 

 

区分 

令和５年度届出件数 令和５年度末 

事業所総数 

設置届出 使用届出 廃止届出 変更届出 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設 

数 

事業 

所数 

施設

数 

事業 

所数 

施設 

数 

 

15 

廃棄物焼却炉から発生するガスを処理す

る施設及び当該廃棄物焼却炉において生

ずる灰の貯留施設であって汚水又は廃液

を排出するもの 

1 1        

3 

18 下水道終末処理施設         1 

 

 

ダイオキシン 

 ダイオキシンとは，有機塩素化合物の一部であり，正確には「ダイオキシン類」と言います。環境中に存在するダイオキシ

ン類は，種類によって毒性の強さが大きく異なるため，その毒性を評価するときには最も毒性の強い 2,3,7,8-四塩化ジベン

ゾ-パラ-ジオキシンという物質を基準として，種類ごとに定められた毒性等係数をかけそれらを合計した値で表します。この

値を毒性等量（TEQ：Toxicity Equivalency Quantity）と言い，濃度の単位に TEQ を付記することとなっています。検出

濃度の単位のうち「pg」は，「ピコグラム」と呼び，p（ピコ）は量の大きさを表す単位で１兆分の１になります。 
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令和 5 年度における公害苦情の新規受理件数は 32 件でした。 

公害の種類別にみると悪臭が 16 件と最も多く，次いで騒音・振動の 12 件となっています。発生

源別に見ると，製造業が 9 件，家庭生活が 6 件となっています。これらの発生原因の主なものとして

は，住宅密集地内にある工場や建築現場からの作業に伴う騒音，振動，家庭生活におけるにおいなど

のほか，野焼きや生活排水系のにおいなど発生源の特定が困難な苦情も増えている傾向にあります。 

 近年における公害苦情件数については，悪臭や騒音振動といった苦情が多く寄せられる傾向です。 

 

表 公害苦情の状況（令和 5 年度） 

発生源 

種類別苦情件数 

大気 

汚染 

水質 

汚濁 

土壌 

汚染 

騒音 

振動 

地盤 

沈下 
悪臭 その他 計 

農業 0 0 0 0 0 2 0 2 

建設業 1 0 0 2 0 0 0 3 

製造業 2 0 0 2 0 5 0 9 

卸売・小売業・飲食店 0 0 0 3 0 0 0 3 

サービス業 0 0 0 4 0 0 0 4 

家庭生活 0 0 0 1 0 5 0 6 

その他 1 0 0 0 0 1 1 2 

不明 0 0 0 0 0 3 0 3 

合   計 3 0 0 12 0 16 1 32 

単位：件 
表 公害苦情の経年推移 

年度 

種類別苦情件数 

大気 

汚染 

水質 

汚濁 

土壌 

汚染 

騒音 

振動 

地盤 

沈下 
悪臭 その他 計 

令和 元 年度 3 0 1 14 0 18 1 37 

令和 2 年度 1 0 1 25 0 31 4 62 

令和 3 年度 5 0 0 19 0 28 1 53 

令和 4 年度 3 0 0 21 0 26 3 53 

令和 5 年度 3 0 0 12 0 16 1 32 

合    計 15 0 2 92 0 119 10 237 

単位：件 
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公害苦情処理内容として防止対策を講じた件数は 16 件あり，主な防止対策の内容としては，作業

方法・使用方法の改善が 10 件，その他の防止対策が 5 件でした。また，話合等により解決したもの

が 10 件ありました。 

 
表 公害苦情の処理状況（令和 5 年度） 

防止対策 
大気 

汚染 

水質 

汚濁 

土壌 

汚染 

騒音 

振動 

地盤 

沈下 
悪臭 その他 計 

講 

  

じ

た

防

止

対

策 

事務所の移転         

機械・施設の移転         

機械・施設の改善         

故障の修理・復旧         

作業方法・使用方法の改善 1   5  2  8 

営業・操業等時間の変更・短縮         

営業・操業停止・行為の中止         

原因物質の撤去・回収         

被害者の建物等への防止対策         

その他の防止対策      2  2 

小 計        10 

そ

の

他 

話合等により解決 1   1  1  3 

その他    1  4 1 6 

不明 1   5  7  13 

翌年度へ繰り越し件数         

合  計 3 0 0 12 0 16 1 32 

単位：件 

 

  



- 65 - 

 

 

市では，公害関係法令を補完し，地域の地理的，社会的状況に応じた公害防止対策を適切に行うこ

ととするため，「公害防止協定」を締結しています。 

ＩＳＯ14001 認証取得などの環境マネジメントシステムを導入している事業所等を除き，製造

業，廃棄物処理業，大規模な修理・整備業などを中心に締結を働きかけています。 

令和 5 年度末現在で，締結している協定数は３８件（３８事業所）でした。 

 
表 公害防止協定締結事業所一覧（令和５年度末現在） 

番号 事業所名 番号 事業所名 

１ (有)ウミノ ２０ 勝田環境㈱ 

２ 鹿嶋工業㈱ ２１ 東京電力㈱   

３ ㈱エイコー・エンジニアリング ２２ ペット霊園みどり野 

４ ㈱川崎製作所 ２３ ㈱ひたちなか極洋 

５ 東洋建設㈱ ２４ 日和産業㈱ 

６ 白亜精工㈱ ２５ ㈱サニックス 

７ ㈱白土プリント配線製作所 ２６ ㈱カツタ 

８ 大富印刷㈱ ２７ (有)よこすか建設 

９ 根本エンジニアリング㈱ ２８ ㈱磯前商店 

１０ ㈱宮本冷機 ２９ 新熱工業㈱ 

１１ 丸谷化工機㈱ ３０ 北越コーポレーション㈱ 

１２ 水戸精工㈱ ３１ ㈱バイオパワー勝田 

１３ 工機ホールディングス㈱ ３２ カーレポ㈱ 

１４ ㈱重守電機 ３３ ㈱河野銅鉄店 

１５ ㈱西野精器製作所 ３４ ㈱川﨑製作所 夢工場 

１６ ㈱山縣組 ３５ ㈱常陸那珂ジェネレーション 

１７ 日立工機サービス㈱ ３６ ㈱エナリスパワー 

１８ (有)伊藤自動車整備工場 ３７ (株)新東洋 

１９ ㈱林産業 ３８ (株)ウィンテック 

  合計 ３８事業所 
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 市では，市内に設置する事業用の発電出力が５０キロワット以上の太陽光発電施設について，茨城県

太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドラインに基づき，事業者に対して発電施設を適正

に設置・管理するよう促し，近隣住民に対して行った事業説明の報告を受けています。令和５年度に

提出された届出の件数は６件でした。 

また，市内に設置されている太陽光発電施設の把握にも努めており，令和５年度末で市内に設置さ

れていた発電施設は１９９施設でした。 

 

  

太陽光発電施設 
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市では，小中義務教育学校，幼稚園，保育所の校庭・園庭，公園等の空間放射線量の測定結果をは

じめ，水道水や農作物等の検査結果について，随時，市ホームページに公表しています。 

東日本大震災後から，小中義務教育学校，保育園，幼稚園，公園，学童クラブの施設 94 箇所で毎

月，空間放射線量の測定を実施してきましたが，東日本大震災から 5 年余りが経過し，空間放射線量

も減衰傾向にあることから，平成 29 年度より，回数を変更して測定しています。 

なお，各地点の測定値及び月ごとの測定値については，市 HP に掲載しています。 

 

平成 23 年 12 月から放射線測定器の貸出を行っています。令和５年度は，４件の貸出を行いまし

た。 

 

平成 23 年 11 月から農作物及び食品等の放射性物質の検査を行っています。令和 5 年度は，101

件の検査を行いました。 

 

除染実施計画に基づき，小中学校，幼稚園，公園等の除染を実施し，空間放射線量の低減化を図り

面的な除染は平成 25 年 4 月に終了しました。現在，除染の際に発生した剪定枝等の管理を行ってい

ます。 

また，学校等で局所的に基準値を超えている箇所については，引き続き必要な対応をしていきま

す。 
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現在，気候変動に対する危機感が世界中に広がっています。令和元年東日本台風では，静岡県・新潟

県・関東甲信地方・東北地方の１都１２県に大雨特別警報が発表され，総降水量が１７地点で５００ミ

リを超え，記録的な大雨により７４河川で１４２か所の堤防が決壊するなど甚大な被害が出ております。

本市においても河川の越水等により床下浸水２１９件などの被害が出ております。また，気温において

も，水戸地方気象台の気象観測記録によると，隣接の水戸市の年平均気温が明らかな上昇傾向にあり，

その上昇幅は１００年当たりで約１.４℃となっています。その結果，熱中症により緊急搬送された患者

数が，２０１５年は６０名だったのに対し２０１８年は９６名と，３年間で１.６倍に増加しています。 

市では，このように身近に迫りくる気候変動問題に対し，持続可能な地域社会づくりを推進するため

の緩和策（温室効果ガスの排出削減等）と，現在生じている，または将来予測される気候変動による被

害の回避・軽減を図る適応策を推進します。 

そのため市は，率先して温室効果ガスの排出削減に取り組むとともに，市民・事業者への必要な支援

や情報提供等に努めながら，持続可能な資源循環型の地域社会づくりを目指し，積極的にこれを推進し

ます。 

また，適応策として，国の気候変動適応計画及び茨城県の地球温暖化対策実行計画に掲げられている

７つの分野のなかでも，本市で特に影響が懸念される３つの分野「農業分野」，「自然災害分野」，「健康

分野」を本計画に位置付け，市全体で取り組みます。 

参照：令和元年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書 
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 表 ひたちなか市域の温室効果ガス排出量 

項目 基準年（２０１３年） ２０２１年 

ひたちなか市域における 
温室効果ガスの排出量※（千ｔ－ＣＯ２） 

２，８６８ ２，３８９ 

削減割合（％） － １６，７％削減 

※ ひたちなか市域における温室効果ガスの排出量においては，環境省が提供する「自治体排出量カ

ルテ」の最新の数値を使用しております。 

 

      

 

 市では，再生可能エネルギーの利用のみならず災害時の非常

用電源としても有用な住宅用蓄電池の設置に対して，補助金を

交付しております。自己用住宅にて電気を使用する太陽光発電

システムと同時に設置した住宅用蓄電池を補助することによ

り，市域での再生可能エネルギー使用促進にも寄与している事

業です。令和５年度は５０件の補助金交付を行いました。 
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平成２８年度から市を含め関係機関の協力のもと，『ひたちなか・東海・那珂ほしいも協議会』に加入

する金上地区のほしいも生産者が，ほしいも加工残さの堆肥化に取り組んでおります。残さの運び込み

から堆肥の製造，利用まで，生産者が自ら取り組み，畑での実証実験を継続して行っております。 

令和元年度は，１株あたりでの収量の増加がみられるものの，作物の形がいびつになるなどの課題が

ありました。 

令和２年度は，堆肥試験場に鉄板を敷き，効率よく堆肥化が進むよう環境整備を行いました。 

令和３年度，令和４年度及び令和５年度は，茨城高専との連携事業を開始し，悪臭を抑制した堆肥化

実証実験について研究を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市では，工場立地法に基づき，対象となる工場（製造業及び電気・ガス・熱供給業者を営むもので

敷地面積９，０００㎡以上または建築面積３，０００㎡以上）の新・増設等に係る申請を受付し，当

該工場における生産敷地面積率・緑地面積率・環境施設面積率が基準に適合するよう指導・調整して

通知書を交付して工場等の緑地の確保を行っております。また，上記に該当しない工場，店舗，事務

所棟などにおいても，緑化の推進等に関して適切な措置を講ずるよう，緑地確保基準を定め，緑化の

指導を行っています。 

また，緑地の保全活動を行う方々に対して各種支援・配布・助成金の交付等を行っております。 

 

表 各種支援メニュー（令和５年度実施件数）

支援内容 支援者等人数 

記念樹の配布 ４５１名 

緑の保存樹木所有者助成交付 ２３名 

緑の保存地区の所有者に助成金交付 ６６９名 

生垣の設置費用補助金交付 ２名 

道路植栽桝や歩道上花壇等の整備団体に助成金交付 ３９団体 

街かど花いっぱい運動（学校等にチューリップの球
根配布） 

５９団体 

街かど花いっぱい運動（高齢者クラブ等にチューリ
ップの球根配布） 

３６団体 

堆肥化した加工残さ 



- 71 - 

 

               

 市では，津波ハザードマップを更新し，津波から避難する際の注意点や警報及び注意報に即した行

動のほか，南海トラフ地震や日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震等の巨大地震の内容など，新たな情

報を取り入れ，窓口での配布及び市ホームページへ掲載しました。 

また，原子力発電所において万一事故等が発生した場合に備え，放射線防護の基礎知識や屋内退避

の趣旨及び有効性のほか，日頃から準備などについて理解を深めていただけるよう原子力災害対応ガ

イドブックを作成しました。 

 その他，円滑かつ迅速な避難を促進するため，防災情報のメール・ＳＮＳ配信サービスを展開し，

気象庁が発表する「震度３以上の地震情報」，「津波情報」，「気象警報」，「台風情報」，「指定

河川洪水予報（那珂川）」等の情報配信を行ったほか，防災に関する市政ふれあい講座等を通じて登

録を促しました。登録者がＬＩＮＥ２８，４４８人，Ｘ（Ｔｗｉｔｔｅｒ）１５，４１３人，安心安

全メール６，４５２人と増加し，情報を共有できる体制を構築しております。 

さらに，新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応等を踏まえた上で，市，自治会，消防団，学

校，福祉施設等の関係機関と連携し，地震・津波災害を想定した総合防災訓練を実施し，約６，００

０人参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波ハザードマップ 
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豪雨等による住宅への水浸被害や道路冠水などの水害を未然に防ぐため，中丸川流域における浸水

被害軽減プランに基づき，大川改修事業及び雨水貯留施設整備事業等を実施しております。 

 

 

 市では，「ほしいも生産三ツ星運動」を実施する生産者が，天候に左右されず，安定してほしいも

を乾燥できる衛生加工に係る設備等を導入する際に，補助金交付を行っております。令和５年度にお

いては３名に補助金を交付し，安定的な農作物の供給に寄与しております。 

 

 市では，熱中症や感染症など，今後発生すると予測されている健康被害に対し，市民，事業者が適

正な行動がとれるように市のホームページを活用し，注意喚起や情報提供を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大川における河川整備の様子  雨水貯留施設整備の様子 
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本市では，「ひたちなか市水環境再生計画」に基づき，家庭や事業所からの排水による水質汚濁の防止

を図るため，公共下水道・農業集落排水処理施設の整備及び合併処理浄化槽の設置等，汚水処理施設の

普及に取り組むとともに，事業所に対し水質汚濁防止法等の公害関係法令による規制を行いました。 

その結果，現在市内の殆どの河川がＢＯＤの環境基準を達成することができました。しかし，市第２

次環境基本計画（前計画）においてリーディングプロジェクトに掲げた「早戸川水質改善推進事業」で

は，目標値としていた環境基準値ＢＯＤ５.０ｍｇ／ℓを達成することができませんでした。  

引き続き「ひたちなか市地域におけるきれいな水環境推進計画」に基づき，水質汚濁のない河川環境

の整備に取り組んでいきます。 

さらに，市民や事業者が水質改善のために日常生活や事業活動の中で，できることを考える機会を創

出するとともに，早急に早戸川の汚濁原因の究明を行っていきます。 
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 第３章 水質参照 

 

第３章 生活排水対策参照 

 

                      

第３章 水質参照 

        

市では，「ひたちなか市地域におけるきれいな水環境推進計画」に基づき生活排水対策として，汲み

取り便槽や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換など，汚水処理人口普及率に寄与する合併処理

浄化槽への転換や設置に対して補助金を交付しています。令和５年度においては，２２８件の補助金交

付を行いました。 

日常生活や事業活動による河川への影響を市民や事業者に理解してもらうとともに，河川環境の保全

のためにできることを考える機会を創出しています。 
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今日，新型コロナウイルス感染症の流行により，在宅でできるリモートワークやオンライン会議，ネ

ットショッピングなどに象徴される新しいライフスタイルが広まりつつあります。このような状況下で，

家庭で過ごす時間が長くなり，暖房・給湯・照明などの使用が多くなることで，家庭からの温室効果ガ

スの排出量が増えていきます。そのため，一人ひとりが環境に対する意識をさらに向上させ，環境に配

慮した行動をとることが求められています。 

市ではこれまで，市民や事業者等への環境問題に対する意識の高揚を図るとともに，環境活動に取り

組むために必要となる知識や技術の普及・向上の機会を創出してきました。特に，小中学生をはじめと

する子どもたちに対しては，環境への意識や基礎的な習慣が身につく重要な時期であるため，生涯を通

じて環境保全活動に取り組むことができるよう，教科書や資料による学習だけではなく，市域の豊かな

自然環境を教材とした体験型の環境学習を推進しています。 

本計画においては，出前講座や，日頃の環境活動を発表する場の提供など，引き続き，環境学習推進

事業に取り組みます。また，多くの市民に環境に関わる活動に参加してもらうことで，「学習機会の創出

→実践→結果の発表→新たな学習機会の創出」のような循環（サイクル）を形成し，環境を意識したラ

イフスタイルへの転換を推進します。 
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現況値（Ｒ５） 目標値 

３箇所 ８箇所 

 

 

                      

                              

市政に対する理解を一層深めることや地域の実情に応じた体験型環境学習の機会創出の場などの提

供を図り，身近な自然環境に関心を高め，生涯を通じた環境保全活動に繋がることを目的として，市職

員が市内の学校，集会所等の場に出向いて出前講座を開催しています。 

令和５年度は，３講座行い，気候変動，ごみ問題，身近でできる節電対策，川の水質について講義を

行いました。 

 

期日 講座内容 開催場所 参加者 

Ｒ５.６.２３ 気候変動・ごみ問題について 外野小学校 １３０名 

Ｒ５.１１.１７ 気候変動・身近でできる節電対策 田彦中学校 １５０名 

Ｒ６.１.１６ 川の水質について 津田小学校 ４４名 

 

                          

                                  

 

 

 

 

当日の様子（外野小学校） 当日の様子（田彦中学校） 
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国営ひたち海浜公園では，ひたちなか自然の森，沢田湧水地，砂丘といった多様な自然資源を活用し，

専門家やパークパートナー（ボランティア）の解説による自然観察会を開催しています。あわせて，ク

レソン，オオキンケイギク，オオフタバムグラなど，在来植物に影響を及ぼす園内の外来生物について

学び，除去するイベントを行っています。 

また，学校や企業などの団体の要望に応じて，参加者の年齢や人数，活動ニーズ等に合わせた様々な

環境学習・保全プログラムを提供しています。 

 

 

表 各団体への環境学習・保全プログラムの提供実績 

期日 内容 対象団体 

Ｒ５.６.１９ 砂丘エリアと沢田湧水地で生物調査 美乃浜学園（６９名） 

Ｒ５.７.１３ オオフタバムグラの除去 明治安田生命那珂湊営業所（２１名） 

Ｒ５.７.２ 除草作業 

樹林エリアと沢田湧水地で生物調査 

美乃浜学園（１９名） 

Ｒ５.８.７ 除草作業 

樹林エリアと沢田湧水地で生物調査 

美乃浜学園（１１名） 

Ｒ５.１０.２ オオフタバムグラの除去 ひたちなか市の環境を良くする会 

（５９名） 

Ｒ５.１０.２６ マツの実生木の伐採作業 明治安田生命那珂湊営業所（２６名） 

Ｒ５.１２.１７ 樹林エリアと沢田湧水地で生物調査 美乃浜学園（１２名） 

Ｒ６.１.１５ 砂丘のマツの実生木の伐採 小松製作所 茨城工場（２８名） 

Ｒ６.２.１８ 「＜沢田湧水ガイドツアー 特別編＞ 

ニホンアカガエルの卵をさがそう」への協力 

美乃浜学園（６名） 

Ｒ６.３.３－１７ 「＜沢田湧水ガイドツアー 特別編＞ 

ニホンアカガエルの卵をさがそう」への協力 

美乃浜学園（２６名） 

Ｒ６.３.１０ 「かいぼり体験」への協力 美乃浜学園（７名） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

外来植物オオフタバムグラの除去 

 

砂丘エリアの海浜植物観察 
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市では，各団体が行っている環境に関するイベントに積極的に協力・協働を行っています。 

 

期間 団体名 内容 

Ｒ５.７.１ ひたちなか市コミュニティ組織連絡協議会 

市民憲章実践部会 

海岸クリーン運動 

Ｒ５.７.３１ ひたちなか市の環境を良くする会 段ボールコンポスト講習会 

Ｒ６.３.２５ ひたちなか市の環境を良くする会 段ボールコンポスト講習会 

 

 

 

 

                           

     

 

 

海岸クリーン運動の様子 

段ボールコンポスト講習会の様子① 段ボールコンポスト講習会の様子② 
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市民や事業者の環境保全活動に対する自主性・主体性を広く育むことを目的に，日頃の環境学習の成

果や環境保全活動を発表する場として，環境シンポジウムを開催しています。 

令和５年度は，令和６年２月 10 日（土）にひたちなか市文化会館にて開催しました。市内小中学校

や茨城工業高等専門学校など６団体が発表しました。 

また，発表者の児童・生徒達が当該イベントを周知するショート動画や当日の発表の様子を，市公式

ユーチューブチャンネルで公開しています。 

 なお，これまでの開催状況は，参考資料に掲載しております。 

【中根小学校】 

「中根っ子たいよう大作戦 

～持続可能な社会を目指して～」 

【前渡小学校】 

「前渡小学校から， 

ひたちなか市を元気にしよう！」 

  

【田彦中学校】 

「中学生が環境問題に取り組む意義は何か？ 

～その小さな一歩は地球が，社会が 

切望している一歩かもしれない～」 

【美乃浜学園】 

「地域に残る貴重な自然の保護活動  

２２年次」 
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【佐和高校】 

「海岸清掃を中心とした環境保全への取り組み」

【茨城工業高等専門学校】 

「ほしいも残渣の堆肥化に伴う 

悪臭物質の分析と悪臭緩和」 

令和５年度におきましては，市域で環境保全活動をする団体の輪を広げるため，環境シンポジウム開

催前に発表者たちが交流する場を提供しました。 

交流会に参加したことにより，参加者からは「自分より少し年上なのに，難しいことを実施していて

すごいと思った。」や「自分がこのくらいの歳の時は，こんなにしっかりした考えは持っていなかった。」

などの感想があり，引率の先生からは「同様の取り組みを行っている学校がほかにもあることを知れて

よかった。機会があれば一緒に活動したい。」など市域の活動の輪が広がると期待できるような感想を

いただきました。 

 

    

 

      

 

 

 

 

交流会の様子① 交流会の様子② 
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児童生徒の環境への関心及び環境保全についての理解と認識を深めることを目的に，「ひたちなか市

の環境を良くする会」の協力のもとで実施しています。「自然環境保全」，「まちをきれいにする」，「地球

温暖化防止」の３つのテーマに合計１０９点の応募があり，産業交流フェア及び市ホームページ内での

オンライン投票を行い，最優秀賞，優秀賞，佳作を選考しました。 

なお，受賞作品１５点は，本報告書の各章中表紙に掲載しています。 

 

 

毎年，積極的に環境に配慮した活動を行っている方の取組を広く紹介し，さらに活動の輪を広げるた

め，市内の学校や事業者の活動報告を市ホームページに掲載しています。（提出された原稿をそのまま

ｐｄｆファイルで掲載しています。） 

 

表 掲載事業所（順不同） 

小中学校 

前渡小学校，那珂湊第三小学校 

事業所 

ルネサス セミコンダクタ マニュファクチュアリング 株式会社 那珂工場 

勝田環境グループ（勝田環境株式会社・株式会社カツタ・株式会社バイオパワー勝田） 

カーレポ 株式会社 

日立Ａｓｔｅｍｏ 株式会社 佐和工場 

工機ホールディングス 株式会社 

株式会社菊池精器製作所 

日立グループ 水戸事業所 

小松製作所 茨城工場 

 



000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000  
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地球温暖化問題は，その予想される影響の大きさや深刻さから見て，人類の生存基盤に関わる安全保

障の問題と認識されており，最も重要な環境問題のひとつとされています。既に世界的にも平均気温の

上昇，雪氷の融解，海面水位の上昇が観測されているほか，わが国においても平均気温の上昇，暴風，

台風等による被害，農作物や生態系への影響等が観測されています。 

平成2７年には，フランス・パリにおいて，第21回締約国会議（COP21）が開催され，ここで，パ

リ協定が採択されました。パリ協定は，京都議定書以来18年ぶりの新たな法的拘束力のある国際的な合

意文書であり，全ての締結国による温室効果ガス削減に向けた取組を前提とする令和2年以降の法的枠

組みを定めています。わが国では，COP21に先立ち，令和12年度の温室効果ガス削減目標を平成25

年度比で26.0％削減とする「日本の約束草案」を決定し，国連気候変動枠組条約事務局に提出しました。 

また，地球温暖化対策と密接に関係するエネルギー政策についても，水素エネルギーの利活用や排出

された温室効果ガスを吸収する為の技術などのイノベーションを起こす必要が生じています。 

このような背景を受け，市は，2018年に地域のリーダーとなる事業者として，職員一人一人の環境

意識の高揚を図り，省エネルギー化の取組等による温室効果ガス排出の削減を推進するため，「ひたち

なか市第3次エコオフィス計画」を策定しました。 

その後，国は2050年までに温室効果ガスの排出を全体として実質ゼロにする，カーボンニュートラ

ルを目指すことを宣言しました。さらに，2030年度の温室効果ガス排出量削減目標値を26%から46%

に変更し，さらに50%の高みに向けて挑戦を続けることを表明しました。そして同年10月に「地球温

暖化対策計画」に併せ，国の事務事業により排出される温室効果ガスの削減目標を掲げる「政府実行計

画」を改定しました。 

本市においても2021年3月に「2050年までに市域全体の温室効果ガス排出実質ゼロを目指すカー

ボンニュートラル」を表明しました。以上のことより，最終的な到達目標である「カーボンニュートラ

ル」へと向かって温暖化対策を総合的・計画的に推進し，市自らの事務・事業において，取組みをさら

に強化していく必要があるため，計画の見直し時期であることも鑑み，「ひたちなか市第3次エコオフ

ィス計画」を改定し，温室効果ガス排出量を削減していきます。 

 

  
2023年度から2030年度まで 

 

  

本市役所が実施する全ての事務事業とします。また，外部への委託，指定管理者制度等により実施す

る事業等についても，委託者等に対して，可能な限り温室効果ガス排出量削減の取組（措置）を講ずる

よう要請します。 
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 本計画では，「地球温暖化対策の推進に関する法律」が対象としている 7種類の温室効果ガスのうち，

排出量が極めて少なく，把握及び算定が容易でないガス種類を除いた，二酸化炭素，メタン，一酸化二

窒素，ハイドロフルオロカーボンの４種を対象とします。 
 

表 本計画の対象となるガス 

ガス種類 主な発生源 

二酸化炭素（CO2） 化石燃料の燃焼等 

メタン（CH4） 稲作，家畜の腸内発酵，廃棄物の埋立て等 

一酸化二窒素（N2O） 燃料の燃焼，工業プロセス等 

ハイドロフルオロカーボン（HFC） カーエアコン使用等 

 

  

本計画は，2030 年度までに温室効果ガス排出量を2013 年度比で約40%削減することとしていま

したが，国の「政府実行計画」改定に伴う目標値の変更に準じて，目標年度である2030 年度までに，

2013 年度比で50％削減することを目標とします。 

表 温室効果ガスの削減目標 

項目 
基準年度 

（2013年度） 

目標年度 

（2030年度） 

温室効果ガス排出量 18,110t-CO₂ 9,055t-CO₂ 

削減率（基準年度比） ― 50％ 

 

この目標を達成するために，温室効果ガス排出量削減に大きく寄与すると想定される以下の３つの

施策を重点施策と位置づけ優先的に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

～ コベネフィットの考え ～  

1つの活動が，様々な利益に繋がっていき，相乗利益を実現できることをいいます。本計画では，

このコベネフィットの考えをもとに，事務事業の中で，温暖化対策の取組を推進しながら，同時に

他の課題を解決できるような取組を目指します。 

 

表 コベネフィット効果の例 

取組 改善利益 温暖化対策利益 

電気使用量の削減 
職員による節電 電気代の削減 

CO2削減 

適正な施設管理 施設管理の効率化 

ガソリン使用量の削減 
職員によるエコドライブ 

燃料代の削減 

交通安全の向上  

次世代自動車の導入 燃料代の削減  
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令和 5（2023）年度は，基準年度である平成 25（2013）年度と比べ 7.3％削減となり，短期目標

を達成しました。温室効果ガスの起因となる主要なエネルギー使用のうち，発生源の内訳は，電気の使

用による割合が最も高く，約８割を占めていました。基準年度である平成 25（2013）年度に比べ，

電気使用量は増加していますが，排出係数の減少により温室効果ガス排出量が削減されています。排出

係数については，参考資料９（１２９ページ）に掲載しています。 

 

 

 
 
表 排出源の内訳 

温室効果ガスを排出する活動 使用量 
排出量 

（ｔ-ＣＯ2) 
総排出量に 

占める割合 

CO2 

燃

料

の

使

用 

ガソリン 88,577(L) 205.5 1.3% 
軽油 22,410(L) 57.8 0.4% 
灯油 332,248(L) 827.3 5.2% 
Ａ重油 654,489(L) 1,773.7 11.1% 
ＬＰＧ 36,146m3 216.9 1.4% 

電気の使用 28,078(千 kWh) 12,788.2 80.3% 
CO2計 15,869.3 99.9% 

CH4 公用車の走行  
1,107(千 km) 

0.4 0.0% 
N2O 公用車の走行 8.0 0.1% 
ＨＦＣ カーエアコンの使用 203 台 2.6 0.0% 

総排出量 15,880 100.0% 

※表中の「0.0%」は，0.1%未満であることを示します。

  

表 基準年との温室効果ガス排出量比較  

項目 
H25（2013） R5（2023） 

削減率 
（ｔ-CO2） 

温室効果ガス総排出量 18,110 15,880 12｡2% 
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2023年度は，2022年度に比べ，LED化率が 8.4％増加しました。 

 2023年度においては， 市本庁舎，合同庁舎，議事堂棟の LED化を実施しました。 

今後も 2030年度の目標を目指し，継続的に施設等の LED化を推進していきます。  

 

           

今年度においては，新築建築物や大規模改修等がなかったため，本項目において実施はありませんで

した。 

 

 

市内の小中学校，福祉避難施設等に整備を進めています。 

本市における公共施設の太陽光発電設備最大出力は，3２５.６ｋＷです。 

 

 

表 LED 化率 

項目 2022 年 2023 年 2030 年 

削減率 22.9%  31.3% 100%（目標値） 

表 太陽光発電システムの導入状況  

年度 施設名 太陽光発電 蓄電池  

Ｈ17 佐野小学校 ２０ｋW - 

Ｈ21 那珂湊第二小学校 １０ｋW - 

H25 

大島中学校 １０ｋW １５ｋWｈ 

地方公設卸売市場 ５０ｋW － 

総合福祉センター １０ｋW １０ｋWｈ 

しあわせプラザ １０ｋW １０ｋWｈ 

老人福祉センター高場荘 １０ｋW １０ｋWｈ 

金上ふれあいセンター １０ｋW １０ｋWｈ 

H26 

田彦小学校 １０ｋW １５ｋWｈ 

那珂湊第一小学校 １０ｋW １５ｋWｈ 

那珂湊中学校 １０ｋW １５ｋWｈ 

那珂湊保健相談センター １０ｋW １０ｋWｈ 

市役所第３分庁舎 ８０ｋW － 

H27 勝倉小学校 １０ｋW １５ｋWｈ 

H28 勝田第二中学校 １０ｋW １５ｋWｈ 

H29 

三反田小学校 １０ｋW １５ｋWｈ  

那珂湊第三小学校 １０ｋW １５ｋWｈ 

子育て支援・多世代交流施設 

（ふぁみりこらぼ） 
2０ｋW １５ｋWｈ 

 

Ｒ２ 美乃浜学園 １５.６ｋW ２５.３ｋWｈ  
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取組状況調査は，全職員共通の取組と，特定の課が実施する取組の２種類に分けて調査しました。 

 

 

各職場の温暖化対策推進員に，職場における取組実施状況について，取組ごとに４段階で評価しても

らいました。この４段階評価を点数化し，全ての課について加重平均したものを取組の評価としました。 

 

※ 取組状況の詳細評価結果は，参考資料１１（１３1 ページ）に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

取組実施状況チェックリスト 

（特定の課が実施する取組） 
取組実施状況チェックリスト 

（全職員共通の取組） 

各職場の取組状況は，各職場の環

境保全員が評価します。 
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「駐車場所の注意」，「終業時の消灯」，「封筒の再利用」については，非常によく実行されていました。

「業務内容・家庭状況に応じてテレワークを実施しましたか。」については，ほとんど実行されていませ

んでした。 

 取組内容により実行状況に差があるため，今後も環境意識に関する情報の発信を行い，意識向上を図

っていきます。 

表 全職員共通の取組に関する自己評価結果（抜粋） 

取組内容 点数  

走行の妨げとなる駐車は避けましたか。 2.6 点
数
上
位 

終業時には必要な機器以外は電源を切り，帰庁時には必ず消灯しましたか。 2.5 

受け取った封筒は，市役所内の資料送付用等に有効利用しましたか。 2.5 

   

節電タップを導入し，待機電力の削減に努めましたか。 1.5 点
数
下
位 

会議や打ち合わせではタブレットの使用に努めましたか。 1.4 

業務内容・家庭状況に応じてテレワークを実施しましたか。 0.5 

 

 

「資源回収の徹底」や「コピー用紙の使用量の把握・管理」，「コピー用紙のクリーン購入法に基づく

製品購入」については，概ね実行されていました。「太陽光発電設備の導入にあたって，PPA(Power 

Purchase Agreement：電力販売契約)※1などの新たな契約形態の検討をしましたか。」については，

新しい契約形態が浸透していないため周知，啓発が必要です。 

 

表 特定の課が実施する取組に関する自己評価結果（抜粋） 

取組内容 点数  

資源回収品目を 10項目とし，確実に分別・回収しましたか。（①新聞紙②段ボー

ル③シュレッダーくず④コピー用紙⑤雑紙⑥プラスチック製容器包装物⑦金属

類⑧電池⑨空き缶・スプレー⑩空きびん） 

2.7 
点
数
上
位 

コピー用紙の使用量の把握・管理に努めましたか。 2.6 

コピー用紙は，グリーン購入法に基づき総合評価値が８０以上の製品を購入しま

したか。 

2.3 

   

施設の新設・改修にあたっては，雨水貯留等を導入し，雨水の有効利用に努めま

したか。 
0.1 

点
数
下
位 

設備導入及び電力調達を組み合わせて，市有施設の使用電力を再エネ由来の電力

の導入を検討しましたか。 
0.1 

太陽光発電設備の導入にあたって，PPA(Power Purchase Agreement：電力

販売契約)※1などの新たな契約形態の検討をしましたか。 
0 
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公共施設の修繕時等においては，高効率な照明機器等の省エネルギー機器を導入し，消費電力の削減 

に努めています。 

令和 5年度は，しおかぜみなと，コミュニティセンター，市営住宅，小中学校，図書館，総合福祉セ

ンターなどで，一部の照明のＬＥＤ化を行いました。 

また，小中学校，議事堂棟，ひたちなか子どもふれあい館，地方卸売市場などで空調機器を最新型の

ものに更新しました。 

 

         

ひたちなか・東海クリーンセンターでは，燃やせるごみを焼却した際に発生する熱を回収し，蒸気タ

ービンによる発電を行っています。この電力は，センター内で使用するほか，余剰電力は電力会社に売

電を行っています。令和 5年度は 30,562.1MWhの発電量があり，18,505.9MWhを売電しました。 

 

省エネルギー及びエネルギーの有効利用を進めるとともに，職員各自が気温や体調等に合わせ適切な

服装を選択し，快適で働きやすい環境づくりを行うために働きやすい服装による勤務を通年実施してい

ます。 

 

 

 

次世代自動車（EV，FCV，PHV，HV）や低燃費・低公害車など，環境に配慮した公用車の導入に

努めています。 

 

いばらき県央地域連携中枢都市圏における公共交通分野のノーマイカーウィークの実施時に，自動車

の利用を控え，徒歩や自転車，公共交通機関の利用，または相乗りによる通勤を促す等，全職員による

取組を目指し PRに努めました。 
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県央地域全体の更なる発展を目指し，魅力と活力ある圏域づくりを進めていくという考えのもと，令

和 4年 2月に，本市を含む 9つの市町村は連携協約を締結し，あわせて，「いばらき県央地域連携中枢

都市圏ビジョン」を策定しました。 

令和 5年度の環境分野では，「CO2削減エコライフチャレンジ」及び「環境啓発イベントへの相互参

加」に取り組みました。 

 

CO2 削減エコライフチャレンジは，節電をすることで家庭での電気使用から，CO2 をどれだけ減ら

せるかを競う取組です。令和 5年度に於ける市内の取組状況は，169世帯が参加し，前年度比で 823

ｋg-CO2削減しました。 

 

表 構成市町村の結果 

市町村 
参加 

世帯数 

CO2排出量(kg-CO2) CO2削減量 

(kg-CO2) 

１人あたり

CO2排出量

(kg-CO2) 
令和 4 年 

11 月分 

令和 5 年 

11 月分 

ひたちなか市 169 25,733 25,731 ▲2,021 53 

構成市町村 

全体 
1,702 284,328 264,947 ▲19,381 49.6 

▲は減少を表します。                                         資料：水戸市環境課          

 環境啓発効果を高めるためのイベントについて，相互に参加できるようにするため，各市町村の広報

誌に掲載を行いました。 

 

 

 

 

 

 地域公共交通分野における公共交通の利用促進事業として実施しました。当事業期間中，事業所を対

象に通勤において，マイカー利用を控え，鉄道や路線バスなどの公共交通の利用をはじめ，自転車，徒

歩，マイカーの相乗りなど環境負荷の軽減に配慮した通勤行動を励行します。 
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市民の地球温暖化防止と節電に対する意識向上を図るため.市公式ノートを活用して啓発を行いまし

た。令和 5年度は 4 本記事を出し，合計で 848回アクセス※をしていただき，多くの方に環境に関し

て考える機会と知識を提供できました。また, 令和５年度は市民ホール，ふぁみりこらぼ，那珂湊支所

の３か所に環境啓発用ポケットティッシュを合計 1800部設置しました。 

※令和５年４月から令和６年３月の期間で集計 

 

 

 

 

 

 

啓発用ポケットティッシュ及びグッズ 

JR 勝田駅 JR 水戸駅 



 

1 

 

昭和以前の環境行政のあゆみ P９０ 

2 

 

大気環境に係る調査対象物質 P９２ 

3 

 

水質調査地点等 P９４ 

4 

 

公共用水域水質調査の詳細結果 P１０２ 

5 

 

ゴルフ場農薬水質調査詳細結果 P１２３ 

6 

 

河川・海域の水質汚濁に係る環境基準 P１２４ 

7 

 

地下水の水質汚濁に係る環境基準 P１２６ 

8 

 

騒音・振動の目安 P１２７ 

9 

 

環境シンポジウムの開催状況 P１２８ 

10 

 

温室効果ガス総排出量の算定 P１２９ 

11 

 

第３次エコオフィス計画取組状況の結果

（５-１-３の詳細結果） 

P１３１ 
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昭和３９年  市内河川水質測定開始（県衛生研究所委託） 

４２年  勝田市公害問題連絡協議会設置 

４２年 ７月 茨城県公害防止条例制定 

８月 公害対策基本法制定 

４３年 １月 勝田市企画室市民相談所に公害交通係設置 

７月 ２市１村行政連絡協議会発足（勝田市，那珂湊市，東海村） 

４４年 ９月 那珂湊市公害防止施設資金保証料補助要項制定 

４５年１０月 市内河川実態調査実施 

１０月 市内騒音実態調査実施 

１０月 水戸対地射爆撃場振動調査実施 

４６年 ４月 勝田市に部に属さない公害交通対策課設置 

４月 勝田市公害防止施設資金利子補給金交付規則制定 

６月 大気汚染防止法，水質汚濁防止法施行に伴う届出制開始（市経由） 

７月 環境庁発足 

１０月 茨城県公害防止条例全面改正（47 年 1 月施行） 

４７年 ４月 勝田市公害防止条例制定（47年 9月施行） 

４月 勝田市環境保全部設置に伴い公害交通課が同部に所属 

４月 那珂湊市市民相談室に公害交通係設置 

７月 勝田市公害対策審議会設置 

１０月 し尿処理場の悪臭測定実施 

４８年 ２月 主要交差点の自動車排出ガス環境調査開始 

３月 那珂川について水質汚濁に係る環境基準の類型指定 

３月 公害分析室を設置 

４月 茨城県光化学スモッグ対策要綱策定，実施 

５月 大気の汚染に係る環境基準告示 

５月 中丸川,大川,本郷川,早戸川及び新川について水質汚濁に係る環境基準の類型指定 

６月 河川通日調査開始 

６月 浮遊粉じん測定開始 

４９年 ４月 県が市役所敷地内に一般環境大気測定局を設置 

６月 那珂湊市土採取事業規制条例制定（49 年６月施行） 

６月 降下ばいじん測定開始 

５０年 １月 環境騒音の測定を開始し，市街化区域の騒音実態調査を実施（３月まで） 

１０月 勝田市全域騒音規制法の地域指定告示・施行 

     １０月 勝田市市街化区域悪臭防止法の地域指定告示・施行 

５１年１１月 悪臭測定開始 

５２年 ５月 茨城県公害防止条例に基づき勝田地域公害防止計画公告 

５３年１２月 河川流達調査開始 

５４年 ８月 庁内に水戸射爆撃場跡地利用環境問題研究会設置 

５５年 ４月 公害分析室を公害分析センターと改称し下水浄化センター内へ移設 

５月 公共下水道一部供用開始 

５６年 ３月 環境騒音実態調査実施 

５７年 ３月 公害測定結果の年次報告書「公害の概況」を発刊 

１２月 勝田地域公害防止計画終結 
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１２月 ２市１村行政連絡協議会の下部組織として環境問題検討連絡会設置 

５８年 ４月 茨城県環境影響評価要綱告示 

５月 振動測定開始 

１１月 那珂川水系水質保全協議会発足 

１１月 市内土壌調査開始（５か年） 

５９年 ３月 勝田市域（工業専用地域を除く。）振動規制法の地域指定告示（59 年７月施行） 

３月 那珂湊市域（工業専用地域を除く。）騒音規制法の地域指定告示（59年７月施行） 

７月 生活雑排水の処理施設機能調査開始（５か年） 

１２月 騒音に係る環境基準の類型指定告示・施行 

６０年１０月 環境騒音実態調査実施（11 月まで） 

６１年 ４月 市内河川水生生物調査開始（4 か年） 

８月 海域水質測定開始 

６２年 ４月 公害分析センターの業務の一部を委託 

１０月 地下水汚染調査開始 

６３年 ３月 那珂湊市公害防止条例制定（63 年 4 月施行） 

４月 那珂湊市公害対策審議会設置 

４月 勝田三中屋上での風向・風速観測開始 

８月 常陸那珂火力発電所環境影響評価準備書に対する意見提出 
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・主な性質 

硫黄と酸素が結合してできるものをいい，二酸化硫黄，三酸化硫黄等があります。発生源は，硫黄分を含
む石油，石炭などの化石燃料の燃焼により主に工場などから排出されます。 

  

 

・主な性質 

大気中の硫黄酸化物のうち大部分を占めており，人体に対して呼吸器に悪影響を及ぼす原因となるほか，

酸性雨の原因ともなります。 

・環境基準 

１時間値の１日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内又はそれ以下であること。 

  

 

・主な性質 

窒素と酸素が結合してできるものをいい，主として一酸化窒素（ＮＯ）と二酸化窒素（ＮＯ２）がありま
す。発生源は，工場・事業場，自動車，家庭等から排出されます。発生源からの NOXは、大部分が一酸化
窒素として排出されますが、大気中で酸化されて二酸化窒素になります。 

  

 

・主な性質 

無色で液化しにくく，空気よりやや重い気体です。人体に対して，血中のヘモグロビンと結合して酸素の
供給を阻害し，中枢神経に作用します。 

  

 

・主な性質 

大気中に排出された一酸化窒素が酸化されて生成される赤褐色の気体です。二酸化窒素は呼吸器への影響
のほか，酸性雨や光化学オキシダント発生の原因ともなっています。 

・環境基準 

１時間値の１日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内又はそれ以下であること。 
  

 

・主な性質 

炭素，炭化水素等が不完全燃焼すると発生する無色無臭の気体です。人体に対して，血液中のヘモグロビ
ンと結合し，酸素を運搬する機能を阻害するなどの影響を及ぼします。また，温室効果ガスである大気中
のメタンの寿命を長くすることが知られています。 

・環境基準 

１時間値の１日平均値が 10ppm 以下であり，かつ，１時間値の 8 時間平均値が 20ppm 以下であること。 

  
 

・主な性質 

炭素と水素が結合した炭化水素の１種です。光化学反応の活性が低い無色の可燃性気体であり，地球温暖

化に影響を及ぼす温室効果ガスです。 
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・主な性質 

メタンを除いた炭化水素の総称であり，主な発生源は，塗装施設，ガソリンスタンド，化学プラント及び

自動車等です。窒素酸化物（ＮＯ2）とともに，光化学オキシダント生成の原因物質とされています。 

・環境基準 

光化学オキシダントの日最高１時間値 0.06ppm に対応する午前６時から９時までの非メタン炭化水素

の 3 時間平均値は，0.20ppmC から 0.31ppmC の範囲にあること。 
※NMHC について環境基準は設定されていませんが，「光化学オキシダントの生成防止のための大気中炭化水素濃度の指針」 

により，指針値が表記のとおり設定されています。 
 

 

・主な性質 

光化学オキシダントは，窒素酸化物や揮発性有機化合物などが紫外線により光化学反応を起こして作り出

される物質の総称です。光化学オキシダントの濃度が高まると晴れているのに遠くの空にモヤがかかった

ように見える光化学スモッグの状態になり，目や鼻といった粘膜，呼吸器系に影響を与えることもありま

す。 

・環境基準 

１時間値が 0.06ppm 以下であること。 

 

 

・主な性質 

浮遊粉じんのうち，10μｍ（マイクロメートル）以下の粒子状物質のことをいい，ボイラーや自動車の

他，土壌粒子の舞い上がり等，様々な発生原因があり，大気中に長時間滞留し，高濃度で肺や気管などに

沈着して呼吸器に影響を及ぼします。 

・環境基準 

１時間値の１日平均値が 0.10mg/m3以下であり，かつ，１時間値が 0.20mg/m3以下であること。 

 

 

・主な性質 

ＰＭ２.５は，２.５μｍ以下のごく小さな粒子です。1μm は１mm の 1,000 分の 1 の大きさです。 

発生源は，工場，事業所，乗り物，家庭，自然など多岐に渡ります。 

極小の粒子であることから，吸い込むと肺の奥深くまで入り込みやすいと考えられており，呼吸器系や循

環器系に影響があると心配されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境基準 

 １年平均値 15μg/m3以下であり，かつ，１日平均値 35μg/m3以下であること。 

 
 

・主な性質 

燃料等の燃焼に伴って発生するばいじんや土壌の舞い上がりによる粉じん等のうち，雨や自重等に
よって地上に降下する比較的粒径の大きなものの総称です。 
 

出展：USEPA 資料 
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中丸川は田彦地区に源を発し，流路延長約９.２㎞を有する河川です。上流は市域のやや西よりの市街

地中央部を北から南へ流下し，中流域で支川の大川，本郷川を合流しながら水田地帯を西から東に流れ

て那珂川に流入しています。この河川は護岸や川底も自然の形が比較的残っており，コイ，フナ，モク

ズガニ等の魚・甲殻類が生息し，下流では潮の干満により汽水域となっています。 

 

本市の市街地を流れてきた中丸川の，支流が流入する前の地点

です。昭和４０年代から５０年代の前半にかけて，市街地からの

排水により水質汚濁が進みましたが，流域周辺の公共下水道の整

備により水質改善が図られてきています。 

 

 

 

中丸川の中流に位置し，支川である大川が合流した後の地点で

す。一部に公共下水道が整備されていない地域を流れる大川が流

入することで，上流よりも水質汚濁が進む傾向にあります。 

 

 

 

中丸川の支川のひとつである本郷川が合流した後の，中丸川下

流の水質を代表する環境基準点となっています。中流と下流の間

には水質汚濁を起こす排水の流入はなく，合流する本郷川の影響

を受けやすいと考えられます。 

河口近くの汽水域のため，塩分濃度（塩化物イオン）が上昇し

やすい傾向にあります。 
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本郷川は高野地区に源を発し，流路延長約 6.2ｋｍを有する河川で，市域の中央部を北から南へ流下

し中丸川に合流しています。上・中流域での宅地開発により，昭和 60 年代までは生活排水による水質

汚濁が著しく進みましたが，公共下水道の整備に伴い水質は改善されてきています。また，下流には工

業団地からの排水が流入していますが，魚類も確認できます。 

  

本郷川の水質を代表する地点です。上流域の住宅開発に伴

い生活排水が流入するようになり，水質汚濁が著しく進んだ

時期もありますが，その後は流域周辺の公共下水道の整備に

より水質改善が図られました。農業系の排水も流入する流域

のため，農薬等の影響により窒素濃度が上昇しやすい地点で

す。 

 

  

 本郷川の下流に位置し，山崎第一・第二工業団地からの排水

が合流した後の地点で，工場の排水により水質にも影響を受

けています。 

 

 

 

                     

大川は稲田地区に源を発し，流路延長約６.２ｋｍを有する河川で，市域中央部のやや西よりを北から

南へ流下し中丸川に合流しています。上流は排水路として広範囲の生活排水等が流入していますが，中

流では工業団地の排水が流入しており，中流以降は工場排水が多量に流入する河川です。中流以降は小

魚等も生息しています。 

 

大川の中流よりやや下流に位置する地点で，上流で流入する

生活排水が，中流から流入する工場排水によって希釈されてい

ます。水質の変動は小さいものの，上昇傾向にあります。 
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新川は那珂市に源を発し，市域流路延長約５.７ｋｍを有する河川で，市域の北端を西から東に流下し，

東海村を経て太平洋に注いでいます。他の河川の流入はなく，一河川で一水系を形成しています。流域

は丘陵に挟まれた水田地帯で，工場からの排水はほとんどありませんが住宅団地からの生活排水や，農

業排水の影響を受けます。市では大江橋で定期的に水質測定を行っています。 

  

新川の水質を代表する環境基準点で，住宅団地排水の影響を

受け水質がやや悪化した時期がありました。現在は公共下水道

の整備，汚水処理施設の整備により水質は改善されてきていま

す。 
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早戸川は那珂市に源を発し，市域流路延長約７ｋｍを有する河川で，市域の西側を北から南に流下し，

中流においておさえん川と合流し，那珂川に合流しています。上流は畑地及び水田，中流が住宅地，下

流が水田地帯となっており，中流では工場からの排水も流入しています。市では，令和３年度より，小

高橋の下流で３地点の調査地点を追加し，定期的に水質測定を行っています。  

  

本市と那珂市の境界に位置し，早戸川のほぼ始点にあたる，

Ｂ類型指定区域の水質を代表する環境基準点です。上流流域の

住宅地からの生活排水の流入により水質がやや悪化した時期

がありますが，BODは平均的に低い数値を示します。 

 

  

早戸川上流部での農業系排水や，津田地区の生活排水の一部

が流入した後の地点です。この地点以降，多数の事業所の排水

が早戸川へ流入していくようになります。 

 

  

早戸川におけるおさえん川合流前の地点です。この上流には

市毛地区の工場群の排水口があり，絶えず多量の工場排水が流

入しています。 
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おさえん川の合流後であり，水戸刑務所の排水流入後の地点

です。おさえん川に集約された生活排水が多量に流れ込んだ後

のため，上流より BOD や窒素濃度が上昇しやすい傾向にあり

ます。 

 

  

水質測定地点のみのり橋から 300m程下流に位置する地点

です。県営もみじが丘アパートの排水流入後であり，生活排水

による影響を受ける地点です。 

 

  

小高橋地点から 500m 程上流に位置し，市毛小学校の排水

流入後の地点です。 

 

  

早戸川の下流に位置するＣ類型指定区域の水質を代表する

環境基準点です。同じく水質測定地点である小高橋上から，目

立った排水の流入はないにもかかわらず，小高橋上よりも

BOD 数値が高くなる傾向があり，この地点特有の水質汚濁の

原因があるとも考えられます。 
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小高橋地点から 600ｍほど下流に位置し，雨水幹線が合流する

前の地点です。 

 

 

  

津田雨水幹線合流前地点から 600ｍほど下流に位置していま

す。 

 

  

新早戸橋地点から 500ｍほど下流に位置しています。 

この地点から 100ｍほど下流で那珂川に合流します。 
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おさえん川は那珂市の野中溜池に源を発する河川であり，市域流路約 1.7km。護岸整備がされほぼ水

路のような様相であり，本市の西部から市内に入り，東へ流下し早戸川に合流します。津田地区の住宅

地を流れ，また公共下水道の整備区域でもないため，各家庭の浄化槽で処理された生活排水が，この河

川に集まります。平成 28 年度より，市では，おさえん川の早戸川流入地点，那珂市境界付近にて水質

測定を行っています。 

 

 

 

市内におけるおさえん川の最も上流の地点です。津田地区の

生活排水が流入する前であり，流下に伴う生活排水による汚濁

具合を判断する際の基準となります。この地点の上流は農地が

多く，土により透視度が低下することがあります。 

 

  

おさえん川下流の，早戸川流入直前の地点です。津田地区を

流れてきたおさえん川は，生活排水といくつかの事業所の排水

により非常に汚濁が進んでいます。また，おさえん川は水深の

浅い川でもあるため，川底への日照があり，この早戸川流入地

点では川底に藻が繁茂している様子が見られます。 
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常陸那珂港区は，ひたちなか市，東海村にまたがり， 

50,000Ｄ／Ｗ級の大型コンテナ船が着岸できる新しい国際コン

テナ港湾で，平成 10 年 12 月に一部供用を開始しています。こ

の地区には広域公共下水道の終末処理施設があり，その処理排水

が流入していますが，その他の工場排水や生活排水は流入してい

ません。 

 

 

          

磯崎漁港は沿海漁業の基地として利用されています。 

以前は後背地からの生活排水が漁港内に流入していました 

が，漁港施設の整備により現在は流入していません。 

 

 

          

平磯漁港は沿海漁業の基地として利用されるとともに，夏季

には，漁港内の一部に海水浴場が開設されています。以前は市

街地からの排水が流入していましたが，道路整備により，現在

は流入していません。 

 

         

那珂湊漁港は県内最大級の漁港で，まき網，カツオ一本釣り

漁業等の基地として利用されています。市街地からの生活排水

が漁港内に流入していますが，現在，公共下水道が計画的に整

備されてきています。 
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測定地点

採取月日 5月18日 7月3日 9月1日 11月10日 1月5日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 晴れ 一時雨 晴れ 雨

採水時刻 （時：分） 14:35 14:35 14:40 13:45 13:50 12:20

気温 （℃） 30.0 30.0 33.0 16.0 14.0 8.0

水温 （℃） 24.0 25.0 28.0 18.0 11.0 10.5

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.172 0.360 0.179 0.238 0.190 0.281

透視度 （度） ＞50 25 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.9(22.0℃) 7.6(22.0℃) 7.9(23.7℃) 7.5(20.6℃) 7.9(20.0℃) 7.7(20.2℃)

DO (mg/ｌ） 10 8.2 7.7 8.9 12 11 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 1.4 2.0 1.1 0.7 0.8 1.1 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 4.2 5.7 3.0 2.9 2.8 3.5

SS (mg/ｌ） 7 32 2 <1 1 3 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 5.6 3.2 2.9 2.9 3.0 2.9

全りん (mg/ｌ） 0.11 0.090 0.100 0.073 0.12 0.09

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 2.2 2.9 2.4 2.7 2.8 2.4
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.02 0.01 0.01 0.01 0.06 0.04

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

クロム (mg/ｌ） <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

塩化物イオン (mg/ｌ） 24 15 22 19 21 19

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

中丸川

長者橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 5月18日 7月3日 9月1日 11月10日 1月5日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 晴れ 一時雨 晴れ 雨

採水時刻 （時：分） 14:50 14:55 14:55 14:00 14:05 12:40

気温 （℃） 30.0 30.0 33.0 16.0 14.0 9.0

水温 （℃） 24.5 27.0 31.0 19.0 11.0 12.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.776 1.450 0.915 0.976 0.722 1.241

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.7(21.9℃) 7.7(22.1℃) 8.1(23.9℃) 7.7(20.8℃) 7.8(20.3℃) 7.6(20.1℃)

DO (mg/ｌ） 8.1 7.5 6.9 7.5 11 9.7 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 4.5 2.3 2.4 2.9 4.1 3.3 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.5 5.0 8.6 8.1 4.4 6.8

SS (mg/ｌ） 5 7 6 4 2 7 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 6.4 3.8 2.1 2.4 3.7 2.7

全りん (mg/ｌ） 0.10 0.073 0.089 0.087 0.110 0.10

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 2.3 2.6 1.7 2.0 2.1 1.9
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.27 0.14 0.02 0.02 0.09 0.08

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ） 27 23 88 55 20 39

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 0.01 0.02 0.03 <0.01 0.02

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

中丸川

中根駅下
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月8日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 逆流 逆流 逆流 逆流 憩流 憩流 逆流 順流 逆流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 一時雨 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 15:25 15:55 15:05 15:35 15:50 15:30 15:00 14:45 14:30 14:50 14:50 11:05

気温 （℃） 23.0 28.0 25.0 28.0 30.0 32.0 26.0 16.0 13.0 14.0 6.0 5.0

水温 （℃） 19.5 25.0 26.0 28.0 31.0 30.0 24.0 16.5 12.5 9.0 9.0 6.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.990 2.165 ― ― ― ― ― ― ― 3.926 ― 9.788

透視度 （度） 34 45 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 25

ｐH 7.1(18.8℃) 7.4(22.0℃) 7.9(24.6℃) 7.4(21.9℃) 7.3(22.3℃) 7.8(23.7℃) 7.8(24.5℃) 7.4(20.1℃) 7.5(19.9℃) 7.4(19.3℃) 7.6(21.2℃) 7.3(21.1℃)

DO (mg/ｌ） 7.6 7.0 7.8 6.5 6.0 6.0 6.4 7.1 8.7 10.0 9.5 11.0 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 1.4 2.1 1.4 2.4 1.8 1.6 2.1 2.3 2.4 1.4 1.8 3.4 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 6.0 7.0 7.8 5.1 7.5 5.9 6.2 6.6 6.1 3.9 4.8 8.2

SS (mg/ｌ） 17 11 7 6 8 7 3 5 3 3 4 35 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 2.4 2.7 2.2 2.4 2.7 3.4

全りん (mg/ｌ） 0.140 0.09 0.11 0.095 0.076 0.091

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.008 0.005 0.010 0.008 0.005 0.024 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.0011 0.0046 0.0006 0.0045 0.012 0.0078 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

鉛 (mg/ｌ） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） <0.002 <0.002 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） <0.001 0.001 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） <0.0005 <0.0005 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） <0.002 <0.002 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） <0.0002 <0.0002 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） <0.0004 <0.0004 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） <0.01 <0.01 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） <0.004 <0.004 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） <0.0005 <0.0005 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） <0.0006 <0.0006 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） <0.0005 <0.0005 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） <0.0002 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） <0.0006 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） <0.0003 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） <0.002 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） <0.002 <0.002 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 1.8 2.2 1.5 1.6 1.9 2.0
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.04 0.02 0.02 0.02 0.04 0.09

ふっ素 (mg/ｌ） 0.11 0.09 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 0.08 0.13 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） <0.005 <0.005 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ） <0.01

銅 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

クロム (mg/ｌ） <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

塩化物イオン (mg/ｌ） 180 52 470 400 1000 260

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 <0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）

C-BOD (mg/ｌ）

中丸川

柳沢橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

特
殊

-

-

-

そ

の

他

-

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 6月20日 8月4日 10月2日 12月14日 2月2日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り

採水時刻 （時：分） 14:40 14:30 15:10 14:25 14:00 14:15

気温 （℃） 25.0 25.0 31.0 25.0 11.0 6.0

水温 （℃） 21.0 24.0 27.5 21.0 14.0 11.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.071 0.176 0.087 0.115 0.110 0.097

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.9(20.5℃) 8.0(24.8℃) 7.7(22.6℃) 8.0(24.5℃) 7.6(20.5℃) 7.7(21.3℃)

DO (mg/ｌ） 10 8.6 8.3 8.8 9.7 9.8 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 1.6 1.7 1.3 1.6 2.1 2.4 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 3.7 4.7 4.4 2.8 3.4 3.8

SS (mg/ｌ） 1 1 1 1 2 1 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 4.0 3.6 3.2 4.2 4.0 3.5

全りん (mg/ｌ） 0.17 0.12 0.12 0.097 0.100 0.13

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 3.6 2.9 2.8 3.4 3.3 3.2
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.1 0.05 0.03 0.03 0.06 0.12

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ） 18 16 17 16 18 18

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

本郷川

本郷橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 5月18日 7月3日 9月1日 11月10日 1月5日 3月8日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 晴れ 一時雨 晴れ 雨

採水時刻 （時：分） 15:15 15:15 15:10 14:20 14:25 10:30

気温 （℃） 29.0 29.0 32.0 16.0 15.0 3.0

水温 （℃） 21.0 27.5 28.0 16.5 12.5 5.5

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.023 0.217 0.192 0.201 0.227 1.622

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 16

ｐH 7.6(22.0℃) 8.0(22.2℃) 8.6(23.7℃) 7.7(20.8℃) 8.1(20.6℃) 7.0(18.8℃)

DO (mg/ｌ） 8.6 9.9 10 10 12 11 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 1.6 2.9 1.8 1.1 3.2 2.9 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.4 5.7 3.5 3.5 4.5 7.1

SS (mg/ｌ） 2 2 1 1 4 22 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 5.5 3.0 3.3 3.8 3.6 1.0

全りん (mg/ｌ） 0.14 0.12 0.11 0.08 0.15 0.12

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

鉛 (mg/ｌ） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 2.4 2.4 2.9 3.3 3.3 0.6
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.06 0.04 0.04 0.10 0.14 0.03

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

クロム (mg/ｌ） <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

塩化物イオン (mg/ｌ） 24 27 25 26 36 4.5

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

本郷川

山崎工業団地下
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 6月20日 8月4日 10月2日 12月14日 2月2日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り

採水時刻 （時：分） 14:55 14:40 15:25 14:35 14:15 14:30

気温 （℃） 25.0 25.0 32.0 25.0 11.5 6.0

水温 （℃） 20.0 25.5 30.0 25.5 17.0 11.5

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.569 0.746 0.623 0.661 0.483 0.452

透視度 （度） ＞50 ＞50 37 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.4(20.2℃) 8.0(24.7℃) 7.8(22.5℃) 8.0(24.5℃) 7.7(20.3℃) 7.8(21.2℃)

DO (mg/ｌ） 8.7 8.1 6.6 7.3 8.7 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 2.7 2.3 3.5 3.2 5.0 2.7 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.0 8.3 14 9.6 10 4.9

SS (mg/ｌ） 12 4 5 7 4 1 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 2.1 2.6 2.2 2.1 2.4 2.7

全りん (mg/ｌ） 0.110 0.070 0.130 0.086 0.08 0.079

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

鉛 (mg/ｌ） <0.001 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） <0.002 <0.002 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 1.7 2.0 1.5 1.3 1.6 1.3
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.05 0.03 0.01 0.03 0.04 0.06

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

クロム (mg/ｌ） <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

塩化物イオン (mg/ｌ） 22 58 79 67 78 30

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 0.04 0.02 0.02 0.04 0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

大川

救農橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 14:05 14:05 14:05 14:00 14:40 14:10 13:55 13:15 13:30 13:25 13:50 13:20

気温 （℃） 26.0 30.0 26.0 30.0 34.0 34.0 25.0 17.0 11.0 14.0 6.0 9.0

水温 （℃） 23.5 27.5 23.5 25.5 31.0 29.5 22.0 16.0 13.0 11.0 9.0 10.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.036 0.026 0.212 0.398 0.027 0.194 0.314 0.354 0.259 0.250 0.362 0.339

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.1(19.8℃) 7.4(21.9℃) 7.8(24.6℃) 7.6(22.0℃) 7.3(22.4℃) 7.8(23.7℃) 7.7(24.2℃) 7.6(20.4℃) 7.5(20.2℃) 7.6(19.7℃) 7.7(21.1℃) 7.6(20.8℃)

DO (mg/ｌ） 8.2 8.6 8.3 8.0 6.8 7.9 8.9 9.1 9.6 10 10 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 1.5 1.3 1.3 1.0 1.2 1.6 1.3 0.7 2.0 0.7 0.9 2.0 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.5 6.1 4.2 5.3 6.4 3.8 4.0 3.1 4.0 2.7 2.8 4.6

SS (mg/ｌ） 4 4 3 5 1 7 5 2 3 <1 1 9 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 1.9 1.7 1.5 1.7 1.6 1.5

全りん (mg/ｌ） 0.13 0.06 0.09 0.056 0.057 0.081

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.005 0.004 0.002 0.003 0.004 0.004 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.0012 0.0013 0.0023 0.0035 0.0037 0.0053 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 1.4 1.5 1.1 1.3 1.4 1.5
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.03 0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.02

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ） 18 13 17 14 16 16

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）
C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

新川

大江橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 11:30 11:30 11:35 11:35 11:40 11:25 11:20 11:10 11:00 11:00 11:10 10:55

気温 （℃） 21.0 29.0 25.0 30.0 33.0 33.0 24.0 16.0 8.5 11.0 4.0 7.0

水温 （℃） 19.0 22.5 23.0 26.0 29.5 29.0 23.0 15.5 10.0 7.0 6.5 9.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・中 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.368 0.428 1.435 1.409 0.660 0.283 0.590 0.262 0.231 0.199 0.143 0.648

透視度 （度） 37 19 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 23 ＞50 ＞50 ＞50 25

ｐH 7.1(19.4℃) 7.8(22.1℃) 7.6(24.5℃) 7.2(21.6℃) 7.3(23.7℃) 7.6(24.1℃) 7.8(24.5℃) 7.6(20.7℃) 7.2(19.1℃) 7.5(21.9℃) 7.5(21.5℃) 7.3(20.2℃)

DO (mg/ｌ） 9.9 7.7 8.2 7.7 7.2 8.8 8.8 9.4 11 13 13 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 2.3 1.8 1.3 1.0 0.9 0.7 1.1 1.1 2.1 0.9 0.8 1.3 3 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 6.4 7.5 7.0 5.0 5.3 4.7 3.9 4.5 3.5 3.0 2.7 5.0

SS (mg/ｌ） 16 44 8 11 9 6 5 13 9 2 4 31 25 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ） 380 200 380 990 210 230 1300 290 490 420 430 350

全窒素 (mg/ｌ） 2.3 2.5 1.9 1.7 1.0 1.3 2.2 2.2 2.0 2.4 2.0 2.4

全りん (mg/ｌ） 0.096 0.12 0.081 0.069 0.089 0.057 0.06 0.073 0.050 0.056 0.055 0.079

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.004 0.004 0.002 0.004 0.005 0.003 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.0014 0.0033 <0.0006 0.0017 0.01 0.016 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 1.6 1.0 1.6 1.5 0.62 1.0 1.6 1.8 1.8 2.0 1.9 2.2
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.01 0.01 0.01 0.01 <0.01 0.01 0.01 <0.01 0.01 0.03 0.01 0.01

ふっ素 (mg/ｌ） <0.08 0.10 <0.08 <0.08 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ） 13 11 11 12 14 15

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 0.10 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.02 <0.02 0.02 0.03 0.18 0.11 0.09

N-BOD (mg/ｌ） <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 0.5 0.6 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

1000(CFU/100mｌ）以下

-

-

-

早戸川

睦橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 10:50 10:35 10:55 11:00 10:55 10:45 10:45 10:25 10:25 10:30 10:30 10:25

気温 （℃） 19.0 27.0 25.0 28.0 32.0 32.0 24.0 14.0 7.0 10.5 3.0 6.5

水温 （℃） 18.5 23.0 22.0 25.5 28.5 27.0 22.5 15.5 10.0 7.5 6.0 9.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.402 0.808 0.611 1.165 0.874 0.239 0.526 0.314 0.107 0.157 0.1 0.413

透視度 （度） 36 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 39 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.3(21.6℃) 7.2(21.6℃) 7.6(24.8℃) 7.3(22.3℃) 7.3(22.8℃) 7.5(24.0℃) 7.8(24.5℃) 7.3(20.9℃) 7.4(20.5℃) 7.4(20.7℃) 7.6(21.2℃) 7.3(20.3℃)

DO (mg/ｌ） 10 9.4 8.2 7.9 7.6 9.4 8.9 9.7 12 14 14 11 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 2.9 1.2 1.4 0.9 1.0 1.1 1.5 1.0 1.7 1.3 2.0 1.4 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 6.0 5.6 5.0 4.3 4.5 3.9 4.0 3.5 3.3 3.2 3.8 3.8

SS (mg/ｌ） 11 9 6 4 4 3 6 3 6 5 9 8 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 2.3 1.6 2.0 1.9 1.2 1.9 2.7 2.5 2.5 2.8 2.6 2.7

全りん (mg/ｌ） 0.089 0.074 0.067 0.060 0.081 0.076 0.094 0.068 0.083 0.100 0.12 0.072

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.005 0.004 0.004 0.006 0.006 0.005 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 1.6 1.2 1.7 1.6 0.8 1.4 1.9 2.0 2.1 2.2 2.1 2.3

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.02 0.02 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.01 0.02 0.03 0.02 0.01

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 0.14 0.02 0.05 0.04 0.08 0.12 0.13 0.12 0.19 0.33 0.28 0.17

N-BOD (mg/ｌ） <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

関場橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 10:30 10:25 10:40 10:40 10:30 10:25 10:25 10:15 10:15 10:15 10:20 10:10

気温 （℃） 19.0 27.0 25.0 28.0 32.0 31.0 23.0 15.0 10.0 11.0 3.0 6.0

水温 （℃） 18.5 21.5 22.0 25.0 27.5 27.0 23.0 17.0 13.0 11.0 9.5 11.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.697 1.032 1.842 1.807 0.975 0.519 0.763 0.626 0.482 0.396 0.202 0.795

透視度 （度） 47.000 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.4(21.1℃) 7.3(21.5℃) 7.6(24.8℃) 7.3(22.6℃) 7.2(22.8℃) 7.5(24.0℃) 7.7(24.5℃) 7.4(21.1℃) 7.4(20.7℃) 7.4(20.8℃) 7.5(21.4℃) 7.4(20.5℃)

DO (mg/ｌ） 9.8 9.6 8.0 8.0 7.0 7.0 8.9 9.5 10 12 11 11 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 3.4 3.7 2.5 3.0 5.3 6.8 3.8 2.8 3.9 3.9 1.5 2.1 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.1 5.6 4.9 4.7 5.4 3.5 4.2 3.6 3.3 3.5 3.1 3.4

SS (mg/ｌ） 10 7 4 5 1 3 6 2 5 4 4 6 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 7.5 5.4 5.1 6.2 5.5 13 13 6.3 11 8.0 17 6.4

全りん (mg/ｌ） 0.14 0.08 0.07 0.089 0.095 0.15 0.15 0.10 0.25 0.54 0.50 0.11

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.006 0.008 0.008 0.013 0.016 0.058 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 3.7 2.4 3.1 3.1 3.3 4.3 5.2 4.0 4.8 5.1 8.7 2.8

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.12 0.1 0.11 0.13 0.26 0.35 0.2 0.1 0.15 0.07 0.12 0.1

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 3.4 1.2 1.1 2.4 1.6 7.5 5.0 1.5 5.5 2.8 9.1 2.2

N-BOD (mg/ｌ） 2.3 2.7 1.3 1.0 4.5 6.1 2.5 2.0 2.3 1.6 0.7 1.1

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

みのり橋上
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 10:10 10:05 10:15 10:15 12:50 10:05 10:05 9:50 9:55 9:55 10:00 9:50

気温 （℃） 19.0 26.0 25.0 27.0 35.0 31.0 23.0 14.0 10.0 11.0 3.0 6.5

水温 （℃） 19.0 21.5 22.0 25.0 30.5 27.0 23.0 18.0 12.5 9.5 9.5 10.5

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 1.061 1.222 2.324 2.174 1.578 0.700 0.981 0.718 0.819 0.645 0.510 1.044

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.4(21.3℃) 7.2(21.2℃) 7.6(24.8℃) 7.3(22.6℃) 7.2(23.0℃) 7.5(24.0℃) 7.7(24.6℃) 7.3(21.2℃) 7.4(20.8℃) 7.4(21.0℃) 7.6(21.2℃) 7.5(20.4℃)

DO (mg/ｌ） 9.7 9.5 8.1 7.6 5.9 7.5 8.3 8.8 10 11 11 11 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 3.7 5.6 6.5 3.9 7.1 5.8 3.8 3.5 4.9 3.2 1.9 2.5 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.7 5.7 4.8 4.6 5.4 4.5 4.4 3.8 3.4 3.5 3.3 3.7

SS (mg/ｌ） 11 7 4 5 5 3 5 2 6 6 5 4 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 9.7 5.7 6.4 5.9 6.9 11 12 12 8.4 4.4 10 9.9

全りん (mg/ｌ） 0.21 0.1 0.088 0.10 0.1 0.16 0.15 0.18 0.22 0.3 0.36 0.21

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.017 0.012 0.018 0.013 0.120 0.130 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 4.7 3 3.7 3.5 4.0 5.4 5.1 7.7 4.0 2.8 4.9 3.5

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.2 0.18 0.18 0.18 0.37 0.4 0.24 0.22 0.14 0.05 0.1 0.13

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 4.4 2 1.6 1.7 2.1 4.0 4.1 4.6 3.1 1.3 5.3 5.8

N-BOD (mg/ｌ） 2.4 4.4 5.1 1.7 6.4 5 2.5 2.5 3.4 1.9 0.6 1.3

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

みのり橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 9:50 9:40 9:50 9:50 9:45 9:40 9:40 9:35 9:25 9:30 9:35 9:35

気温 （℃） 18.0 26.0 24.0 26.0 31.0 30.0 22.0 14.0 9.0 5.5 3.0 6.0

水温 （℃） 18.0 21.0 21.0 24.0 27.0 26.0 22.0 17.5 12.5 10.0 10.5 11.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 1.180 1.545 1.941 2.242 1.064 0.820 0.977 1.002 0.765 0.608 0.465 1.112

透視度 （度） 45 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.3(21.5℃) 7.1(21.0℃) 7.6(24.8℃) 7.2(22.6℃) 7.2(23.1℃) 7.3(24.0℃) 7.7(24.7℃) 7.3(21.3℃) 7.3(20.8℃) 7.4(21.2℃) 7.5(21.2℃) 7.4(20.6℃)

DO (mg/ｌ） 9.3 8.1 7.6 8.0 7.0 6.8 8.4 9.2 9.5 11 10 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 6.3 5.8 6.3 3.7 8.8 8.6 6.0 1.7 4.4 4.3 2.3 2.4 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 6.0 5.7 5.2 4.4 5.0 4.1 4.3 3.4 3.5 3.4 3.3 3.5

SS (mg/ｌ） 9 8 2 5 5 2 6 4 6 6 6 5 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 8.9 7.7 7.4 3.7 8.7 11 11 11 16 4.9 13 8.2

全りん (mg/ｌ） 0.2 0.12 0.1 0.07 0.12 0.13 0.12 0.18 0.25 0.33 0.4 0.15

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.031 0.018 0.058 0.015 0.34 0.23 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 4.6 3.9 4.4 2.4 4.8 5.3 .4.8 7.7 8.4 3.8 5.8 3.1

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.19 0.25 0.22 0.13 0.5 0.54 0.34 0.22 0.26 0.05 0.11 0.13

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 3.9 2.1 1.8 0.58 2.9 3.6 4.3 3.6 6.5 0.96 6.9 4.6

N-BOD (mg/ｌ） 4.9 4.7 4.9 1.6 8.1 7.8 4.4 <0.5 3 2.8 1.2 1.4

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

津田橋上
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 9:25 9:25 9:30 9:30 9:30 9:20 9:20 9:15 9:15 9:15 9:15 9:15

気温 （℃） 18.0 26.0 23.0 26.0 30.0 30.0 21.0 13.0 8.0 4.0 2.0 6.0

水温 （℃） 17.5 20.5 20.5 23.5 26.0 25.0 21.0 17.0 12.0 10.0 10.5 11.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 1.002 1.380 2.124 2.168 1.223 0.728 1.134 1.071 0.852 0.703 0.659 0.884

透視度 （度） 35 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.3(21.7℃) 7.1(20.8℃) 7.7(24.9℃) 7.3(22.6℃) 7.2(23.2℃) 7.3(24.0℃) 7.7(24.7℃) 7.3(21.4℃) 7.3(20.9℃) 7.3(21.4℃) 7.5(21.4℃) 7.5(20.6℃)

DO (mg/ｌ） 8.8 8.3 8.0 7.6 7.0 5.9 7.9 8.9 10 10 10 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 8.4 10.0 3.9 5.0 7.4 12 7.0 5.0 7.1 4.6 3.0 3.3 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.9 6.0 5.0 4.4 4.8 4.2 4.2 3.7 3.1 3.4 2.7 3.6

SS (mg/ｌ） 11 7 3 4 8 4 5 4 3 3 5 4 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 7.5 7.4 4.6 5.3 6.4 8.6 6.7 9.5 9.2 7.4 12 9.1

全りん (mg/ｌ） 0.2 0.12 0.09 0.07 0.12 0.12 0.11 0.15 0.21 0.35 0.27 0.15

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.07 0.014 0.200 0.013 0.170 0.09 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 4.0 4.0 3.5 3.6 3.9 3.8 3.3 6.4 5.2 5.8 5.9 4.2

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.24 0.3 0.18 0.27 0.68 0.69 0.52 0.28 0.19 0.1 0.14 0.15

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 3.3 2.5 0.64 0.92 1.6 2.8 1.3 2.6 3 1.3 6.5 4.4

N-BOD (mg/ｌ） 6.9 8.8 2.9 2.8 6.4 11 5.8 4 5.9 2.8 2.4 2.5

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

小高橋上
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 9:10 9:10 9:10 9:10 9:05 9:10 9:05 9:05 9:05 9:00 9:05 9:05

気温 （℃） 18.0 26.0 23.0 26.0 30.0 30.0 21.0 13.0 8.0 3.5 2.0 6.0

水温 （℃） 17.0 20.5 21.0 23.5 26.0 25.0 21.0 17.0 12.5 10.0 10.0 10.5

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.730 1.137 1.401 2.206 1.337 0.696 0.956 0.854 0.467 0.621 0.497 1.076

透視度 （度） 40 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.1(18.3℃) 7.3(22.2℃) 7.6(24.5℃) 7.2(21.8℃) 7.3(23.8℃) 7.3(24.0℃) 7.6(24.5℃) 7.2(20.0℃) 7.2(19.6℃) 7.2(18.9℃) 7.5(20.9℃) 7.5(20.6℃)

DO (mg/ｌ） 8.7 7.7 7.9 7.3 7.0 6.3 7.7 8.2 9.4 10 9.4 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 8.9 9.5 6.0 4.5 6.3 12 7.4 7.0 6.7 4.6 3.1 4.0 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 5.6 5.7 4.8 5.3 5.4 4.4 4.2 4.0 2.9 3.2 2.9 3.4

SS (mg/ｌ） 13 9 3 8 6 5 6 3 3 4 3 6 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ） 850 6200 490 470 330 890 2800 1200 680 410 170 570

全窒素 (mg/ｌ） 6.9 11 6.7 4.4 5.4 9.8 8.3 10 9 8 11 9.5

全りん (mg/ｌ） 0 0.12 0.08 0.054 0.10 0.110 0.1 0.15 0.21 0.28 0.29 0.16

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.09 0.021 0.14 0.014 0.11 0.069 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 <0.00006 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.0011 0.0043 0.0009 0.0013 0.0029 0.0064 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

鉛 (mg/ｌ） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） <0.002 <0.002 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） <0.0005 <0.0005 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） <0.002 <0.002 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） <0.0002 <0.0002 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） <0.0004 <0.0004 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） <0.01 <0.01 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） <0.004 <0.004 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） <0.0005 <0.0005 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） <0.0006 <0.0006 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） <0.0005 <0.0005 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） <0.001 <0.001 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 3.9 4.1 4.7 3.3 3.3 4.8 4.4 6.3 5.7 5.7 4.8 4.2
亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.24 0.31 0.27 0.26 0.64 0.81 0.61 0.31 0.23 0.09 0.15 0.15

ふっ素 (mg/ｌ） 0.45 0.36 0.39 0.57 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 0.03 0.02 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） <0.005 <0.005 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ） <0.01

銅 (mg/ｌ） 0.01 <0.01 0.03 <0.01 0.01 <0.01

クロム (mg/ｌ） <0.02 <0.02 0.02 <0.02 <0.02 <0.02

塩化物イオン (mg/ｌ） 73 48 44 59 86 94

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ） <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 2 2 1.3 0.8 1 2.5 1.4 2.2 2.8 1.4 7 4.7

N-BOD (mg/ｌ） 7.3 8.0 5 2.5 5 11 6.2 5.6 5.7 2.8 1.5 2.9

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

小高橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 11:55 11:50 12:05 12:00 12:20 11:50 11:45 11:30 11:20 11:20 11:35 11:20

気温 （℃） 23.0 29.0 25.0 30.0 34.0 33.0 24.0 16.0 10.5 13.0 4.0 7.0

水温 （℃） 20.0 23.0 22.0 26.0 28.5 27.0 22.5 17.0 13.0 11.0 10.5 11.5

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.766 1.143 2.326 1.949 1.295 0.752 1.243 1.148 0.772 0.837 0.695 1.279

透視度 （度） 45 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.4(21.8℃) 7.2(21.9℃) 7.7(25.0℃) 7.5(22.6℃) 7.4(23.3℃) 7.4(24.0℃) 7.6(24.8℃) 7.4(21.5℃) 7.5(20.9℃) 7.7(21.4℃) 7.6(21.2℃) 7.5(20.2℃)

DO (mg/ｌ） 8.7 8.3 8.2 7.8 7.2 6.0 8.2 9.0 10 12 11 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 8.4 7.9 4.5 5.3 5.9 7.9 8.3 6.9 8.9 3.7 3.4 5.0 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 6.0 6.3 5.3 4.7 5.7 4.7 4.6 3.8 3.7 3.0 3.0 4.3

SS (mg/ｌ） 9 8 4 5 6 4 5 5 5 2 5 7 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 10 6.5 5.4 5.3 7.5 10 10 9.9 10 6.8 12 9.5

全りん (mg/ｌ） 0.2 0.12 0.096 0.09 0.11 0.12 0.12 0.14 0.21 0.28 0.31 0.18

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.049 0.017 0.036 0.015 0.21 0.130 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 5.7 4.4 3.5 3.4 5.0 6.0 5.1 6.7 6.5 4.9 6.4 4.0

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.36 0.37 0.24 0.35 0.80 0.88 0.73 0.38 0.26 0.07 0.16 0.17

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 4.3 1.8 0.69 0.96 1.1 2.0 2.0 2.4 3.5 0.62 5.7 5.1

N-BOD (mg/ｌ） 6.7 6.5 3.4 2.9 4.9 6.7 7.1 5.3 7.8 2.5 2.5 3.3

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

津田雨水幹線合流前

    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 12:15 12:05 12:20 12:20 12:30 12:05 11:55 11:45 11:30 11:35 11:50 11:35

気温 （℃） 24.0 30.0 25.0 30.0 34.0 33.0 25.0 16.0 11.0 14.0 4.0 7.0

水温 （℃） 20.0 24.0 23.5 26.0 29.5 28.5 23.0 17.0 13.0 12.5 10.0 11.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 1.513 1.740 3.120 2.540 1.940 0.900 1.228 0.936 0.696 0.496 0.545 1.236

透視度 （度） 35 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.4(22.0℃) 7.3(21.9℃) 7.7(25.1℃) 7.5(22.7℃) 7.4(23.4℃) 7.4(23.9℃) 7.7(24.8℃) 7.3(21.6℃) 7.5(20.8℃) 7.7(21.5℃) 7.6(21.3℃) 7.5(20.2℃)

DO (mg/ｌ） 8.9 8.1 8.3 7.3 7.3 7.8 8.2 8.3 10 11 11 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 8.4 6.6 4.3 5.3 4.2 6.1 7.8 7.3 8.6 4.5 4.3 5.9 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 6.7 7.2 5.4 5.4 5.9 4.8 5.0 4.0 3.8 3.5 3.4 4.0

SS (mg/ｌ） 15 12 5 6 10 5 6 5 3 5 5 7 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 8.2 9.5 5.0 5.4 5.3 9.3 10 9.8 8.8 6.1 12 8.2

全りん (mg/ｌ） 0.22 0.13 0.10 0.095 0.12 0.11 0.11 0.15 0.20 0.34 0.28 0.17

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.045 0.013 0.030 0.016 0.150 0.093 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 5.1 3.7 3.4 3.3 3.9 5.7 5.2 6.9 5.3 5.2 6.1 3.7

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.32 0.31 0.23 0.35 0.5 0.79 0.73 0.41 0.23 0.08 0.16 0.14

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 2.7 1.2 0.70 0.91 0.66 1.4 2.1 2.0 2.6 0.73 5.6 3.6

N-BOD (mg/ｌ） 6.7 5.3 3.1 2.9 3.1 4.8 6.6 6.3 7.5 3.0 3.4 4.7

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

新早戸橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月12日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 12:30 12:20 12:35 12:35 12:50 12:20 12:15 12:05 11:50 11:50 12:05 11:55

気温 （℃） 24.0 30.0 25.0 30.0 35.0 33.0 25.0 18.0 10.5 14.0 5.0 7.0

水温 （℃） 22.0 25.0 23.5 26.5 30.5 29.5 23.0 17.0 13.0 11.5 9.0 11.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 1.050 1.814 2.587 2.035 1.220 0.673 0.866 0.612 0.700 0.597 0.227 1.005

透視度 （度） 35 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐH 7.4(22.0℃) 7.3(21.9℃) 7.6(25.0℃) 7.5(22.6℃) 7.4(23.4℃) 7.4(23.7℃) 7.6(24.8℃) 7.4(21.6℃) 7.5(20.9℃) 7.8(21.4℃) 7.7(21.6℃) 7.5(20.2℃)

DO (mg/ｌ） 9.0 8.0 8.1 7.8 7.6 7.5 8.0 8.6 10 12 10 10 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 8.4 3.2 4.4 5.0 4.3 5.5 8.0 7.2 8.0 4.7 3.0 6.3 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 6.9 6.2 5.9 5.4 5.8 4.7 4.9 4.2 3.8 3.5 3.2 4.2

SS (mg/ｌ） 15 11 4 6 10 6 5 7 4 3 1 8 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 8.0 6.4 4.6 5.2 5.5 9.5 10 10 9.9 7.9 11 7.7

全りん (mg/ｌ） 0.20 0.14 0.088 0.093 0.11 0.10 0.11 0.14 0.20 0.33 0.26 0.17

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.044 0.013 0.029 0.019 0.12 0.073 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 5 3.6 3.4 3.4 4 5.8 5.3 6.9 5.7 5.6 6.2 3.8

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.32 0.31 0.23 0.38 0.5 0.78 0.79 0.44 0.25 0.1 0.17 0.18

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 2.3 0.75 0.61 0.76 0.59 1.2 1.8 1.7 2.5 0.79 5.3 3.5

N-BOD (mg/ｌ） 6.6 1.6 3.2 2.6 3.0 4.1 6.8 6.2 6.9 3.1 2.2 5.0

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

早戸川

紅葉橋
    測  定  項  目 環境基準

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月8日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 11:10 11:10 11:15 11:25 11:20 11:05 11:00 10:50 10:40 10:45 10:55 9:55

気温 （℃） 20.0 29.0 25.0 29.0 33.0 33.0 24.0 15.0 8.0 12.0 3.0 3.0

水温 （℃） 19.5 21.5 23.0 26.5 29.5 31.0 24.0 14.0 6.5 4.5 9.5 4.5

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・中 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.032 0.105 0.127 0.139 0.015 0.020 0.017 0.008 0.003 0.005 0.001 0.181

透視度 （度） 37 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 15 27 48 ＞50 ＞50 ＞50 17

ｐH 7.1(22.2℃) 7.0(21.7℃) 7.5(25.1℃) 7.1(22.7℃) 6.8(23.7℃) 7.3(24.1℃) 7.7(24.8℃) 7.6(21.7℃) 7.4(20.9℃) 7.6(21.6℃) 7.6(21.4℃) 6.8(19.5℃)

DO (mg/ｌ） 9.4 8.3 7.9 7.4 6.3 9.2 8.9 10 10 8.2 8.1 11 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 2.6 1.4 1.6 2.3 1.6 3.6 2.3 0.9 2.3 4.1 4.2 3.6 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 7.9 5.9 5.8 4.2 5.1 18 6.5 3.5 4.9 10 9.9 7.1

SS (mg/ｌ） 16 4 8 10 12 100 31 6 2 10 4 38 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 2.7 1.4 1.4 1.4 0.40 1.4 3.2 2.2 2.0 7.9 7.0 1.4

全りん (mg/ｌ） 0.14 0.07 0.09 0.059 0.1 0.41 0.12 0.069 0.076 0.79 0.81 0.19

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ）

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ）

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ）

N-BOD (mg/ｌ）

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

おさえん川

那珂市境界付近

    測  定  項  目
環境基準

(小高橋下同等の参考値)

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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測定地点

採取月日 4月28日 5月18日 6月20日 7月3日 8月4日 9月1日 10月2日 11月10日 12月14日 1月5日 2月2日 3月8日

採取位置 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心 流心

流況 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流 順流

天候 （前日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 雨

採水時刻 （時：分） 10:20 10:15 10:30 10:30 10:20 10:15 10:15 10:05 10:05 10:05 10:10 9:30

気温 （℃） 19.0 26.0 25.0 28.0 32.0 31.0 23.0 15.0 10.0 11.0 3.0 3.0

水温 （℃） 23.0 24.5 23.0 29.0 35.0 32.0 24.5 16.0 9.5 7.0 6.5 4.0

色相 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明) 褐色・淡(明)

臭気 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭 微川藻臭

流量 (m３/S) 0.081 0.178 0.131 0.171 0.017 0.018 0.022 0.005 0.015 0.012 0.007 0.665

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 30 35 30 17

ｐH 8.6(22.3℃) 7.8(21.3℃) 8.1(25.0℃) 7.1(22.8℃) 9.3(23.7℃) 9.3(24.0℃) 7.9(24.8℃) 8.0(21.7℃) 8.0(20.8℃) 7.9(21.7℃) 8.0(21.4℃) 7.0(19.1℃)

DO (mg/ｌ） 12 11 12 9.1 11 10 11 10 13 12 13 12 5 mg/L以上

BOD (mg/ｌ） 5.6 4.5 3.2 3.9 5.7 2.9 4.4 5.1 9.0 12 10 5.2 5 mg/L以下

COD (mg/ｌ） 10 7.5 7.6 5.6 9.0 9.9 8.6 11 15 17 18 6.4

SS (mg/ｌ） 3 7 5 8 4 4 1 3 15 6 13 23 50 mg/L以下

大腸菌数 (CFU/100mｌ）

全窒素 (mg/ｌ） 4.1 2.7 2.3 2.5 3.4 3.7 5.9 7.0 8.5 13 12 1.4

全りん (mg/ｌ） 0.5 0.27 0.26 0.13 0.62 0.76 0.72 0.97 1.3 2 1.9 0.2

全亜鉛 (mg/ｌ） 0.11 0.015 0.15 0.031 1.8 2.1 0.03 mg/L以下

ノニルフェノール (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及び塩[LAS] (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

ｎ-ヘキサン抽出物質 (mg/ｌ）

カドミウム (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

全シアン (mg/ｌ）

鉛 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

六価クロム (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

砒素 (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

総水銀 (mg/ｌ） 0.0005 mg/L以下

ジクロロメタン (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

１．２ジクロロエタン (mg/ｌ） 0.004 mg/L以下

１．１ジクロロエチレン (mg/ｌ） 0.1 mg/L以下

ｼｽ１．２ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ｌ） 0.04 mg/L以下

１．１．１ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．１．２ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

トリクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

テトラクロロエチレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

１．３ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ (mg/ｌ） 0.002 mg/L以下

チウラム (mg/ｌ） 0.006 mg/L以下

シマジン (mg/ｌ） 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ (mg/ｌ） 0.02 mg/L以下

ベンゼン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

セレン (mg/ｌ） 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 (mg/ｌ） 2.1 1.3 1.5 1.5 1.4 2.0 3.2 3.3 2.6 2.4 2.7 0.48

亜硝酸性窒素 (mg/ｌ） 0.19 0.05 0.05 0.06 0.37 0.38 0.45 0.23 0.16 0.33 0.32 0.02

ふっ素 (mg/ｌ） 0.8 mg/L以下

ほう素 (mg/ｌ） 1 mg/L以下

１．４－ジオキサン (mg/ｌ） 0.05 mg/L以下

フェノール類 (mg/ｌ）

銅 (mg/ｌ）

クロム (mg/ｌ）

塩化物イオン (mg/ｌ）

陰イオン界面活性剤 (mg/ｌ）

アンモニア性窒素 (mg/ｌ） 1.2 0.40 0.23 0.65 0.54 0.31 0.64 2.2 3.9 9.9 8.2 0.41

N-BOD (mg/ｌ） 1.3 1.0 <0.5 <0.5 1.4 <0.5 <0.5 <0.5 0.8 0.6 <0.5 1.6

C-BOD (mg/ｌ）

生
活
環
境
項
目

6.5～8.5

-

-

-

-

-

おさえん川

早戸川流入地点

    測  定  項  目
環境基準

(小高橋下同等の参考値)

外
観
等

そ

の

他

-

-

-

-

健
康
項
目

検出されないこと

-

-

特
殊

-

-

-
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採取月日 4月28日 7月3日 10月2日 1月5日

天候 （前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

採水時間 （時：分） 16:45 17:05 16:00 16:00

気温 （℃） 22.0 26.0 24.0 12.0

水温 （℃） 15.0 24.5 23.5 13.5

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐＨ 8.1 8.1 8.1 8.1

ＤＯ (mg/L) 9.9 9.1 9.6 10 5 mg/L以上

ＣＯＤ (mg/L) 1.9 2.2 2.6 1.3 3 mg/L以下

ＳＳ (mg/L) 1 1 2 3

大腸菌数 (CFU/100mL) 10 13 15 1

n-ヘキサン抽出物質 (mg/L) <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

生
活
環
境
項
目

7.8～8.3

検出されないこと

外
観
等

測定地点 茨城港常陸那珂港区南堤防

測定項目 環境基準

採取月日 4月28日 7月3日 10月2日 1月5日

天候 （前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

採水時間 （時：分） 16:25 16:45 15:45 15:40

気温 （℃） 22.0 26.0 24.0 12.0

水温 （℃） 17.5 24.5 24.0 13.0

透視度 （度） 　＞50 　＞50 　＞50 　＞50

ｐＨ 8.0 8.1 8.0 8.1

ＤＯ (mg/L) 10 8.4 7.2 10 5 mg/L以上

ＣＯＤ (mg/L) 1.4 2.2 2.4 1.3 3 mg/L以下

ＳＳ (mg/L) 2 2 2 2

大腸菌数 (CFU/100mL) 7 3 1 <1

n-ヘキサン抽出物質 (mg/L) <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

生
活
環
境
項
目

7.8～8.3

検出されないこと

環境基準

外
観
等

測定地点 磯崎漁港

測定項目
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採取月日 4月28日 7月3日 10月2日 1月5日

天候 （前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

採水時間 （時：分） 16:05 16:25 15:30 15:20

気温 （℃） 25.0 26.0 24.0 13.0

水温 （℃） 18.0 25.5 23.5 12.0

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐＨ 8.1 8.2 8.1 8.1

ＤＯ (mg/L) 10 10 8.5 10 5 mg/L以上

ＣＯＤ (mg/L) 1.7 2.4 2.5 1.4 3 mg/L以下

ＳＳ (mg/L) 6 2 6 6

大腸菌数 (CFU/100mL) 19 <1 5 <1

n-ヘキサン抽出物質 (mg/L) <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

生
活
環
境
項
目

7.8～8.3

検出されないこと

外
観
等

測定地点 平磯漁港

測定項目 環境基準

採取月日 4月28日 7月3日 10月2日 1月5日

天候 （前日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

天候 （当日） 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

採水時間 （時：分） 15:50 15:50 15:15 15:10

気温 （℃） 25.0 26.0 25.0 14.0

水温 （℃） 18.0 26.0 24.0 14.0

透視度 （度） ＞50 ＞50 ＞50 ＞50

ｐＨ 8.0 8.3 8.0 8.0

ＤＯ (mg/L) 10 11 8.2 8.5 5 mg/L以上

ＣＯＤ (mg/L) 2.1 3.9 2.6 1.6 3 mg/L以下

ＳＳ (mg/L) 4 5 2 1

大腸菌数 (CFU/100mL) 21 5 8 2

n-ヘキサン抽出物質 (mg/L) <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

生
活
環
境
項
目

7.8～8.3

検出されないこと

外
観
等

測定地点 那珂湊漁港

測定項目 環境基準
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分析項目 指針値 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ R５ 

殺

虫

剤 

クロチアニジン 
0.028 

（0.0028） 

＜0.001 

～0.002 
＜0.001 － 

＜0.0005 

～0.0012 

＜0.0005 

～0.0017 

フェニトロチオン 
0.014 

（0.0014） 
－ － ＜0.0003 ＜0.0003 ＜0.0003 

スピネトラム 
0.00023

（0.000023） 
＜0.001 ＜0.001 ＜0.00002 － 

 

殺

菌

剤 

アゾキシストロビン 
0.28 

（0.028） 
＜0.001 ＜0.001 － 

＜0.001 

～0.002 
＜0.001 

ペンシクロン 1.4（0.14） ＜0.001 ＜0.001 － －  

チフルザミド 
0.37

（0.037） 
＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ― 

 

メトコナゾール 0.5（0.05） ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001  

ヘキサコナゾール 
0.12 

（0.012） 
   

＜0.001 

～0.002 
＜0.001 

ペンフルフェン 0.1（0.01） 0.002 ＜0.001 ＜0.001 ― ＜0.001 

ピリベンカルブ 0.6（0.06）   ＜0.001 ― 
 

プロパモカルブ塩酸塩 7.7（0.77）   ＜0.001 ＜0.001 
 

プロピコナゾール 0.5（0.05）    ＜0.001  

シアゾファミド 
0.088 

（0.0088） 
    ＜0.0005 

フルジオキソニル 
0.77 

（0.077） 
    ＜0.001 

除

草

剤 

アシュラム 
10 

（1.0） 

＜0.001 

～0.05 

＜0.001 

～0.002 

0.027 

～0.062 

＜0.001 

～0.004 

0.002 

～0.005 

インダジフラム 0.5（0.05） ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 
 

S-メトラクロール 
0.23 

（0.023） 

0.003 

～0.025 
＜0.001 － － 

 

ペンディメタリン 
0.14

（0.014） 
－ － － ＜0.001 

 

フルポキサム 
0.21

（0.021） 

＜0.001 

～0.001 
＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 

ホラムスルフロン 13（1.3） ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 ＜0.001 

ピロキサスルホン 
0.0074 

(0.00074) 
  

0.0053 

～0.011 
－ 

 

グリホサートカリウム塩 
26.6 

（2.66） 
    ＜0.001 

ベンタゾン 
2.3 

（0.23） 
    ＜0.001 

○ 指針値については，「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水域の生活環境動植物の被害防止に係る指導指針」

に基づく指針値。括弧内は「茨城県ゴルフ場における農薬の安全使用等に関する指導要綱」に係る「排出水の自主管理目標

値」。 



- 124 - 

 

 

項目 

類型 

利用目的 

の適応性 

環 境 基 準 値 

水素イオン濃度 

（pH） 

生物化学的酸素 

要求量 

（BOD） 

浮遊物質量 

（SS） 

溶存酸素量 

（DO） 
大腸菌数 

AA 
水道 1 級，自然環境保全及び

A 以下の欄に掲げるもの 

8.5 以下 

6.5 以上 

1mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

20CFU/100mL 

以下 

A 
水道 2 級，水産 1 級，水浴及

び B 以下の欄に掲げるもの 

8.5 以下 

6.5 以上 

2mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

300CFU/100m

L 以下 

B 
水道 3 級，水産 2 級及び C 以

下の欄に掲げるもの 

8.5 以下 

6.5 以上 

3mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

5mg/L 

以上 

1,000CFU/100

mL 以下 

C 
水産 3 級，工業用水 1 級及び

D 以下の欄に掲げるもの 

8.5 以下 

6.5 以上 

5mg/L 

以下 

50mg/L 

以下 

5mg/L 

以上 
－ 

D 
工業用水 2 級，農業用水及び

E の欄に掲げるもの 
8.5 以下 6.0 以上 

8mg/L 

以下 

100mg/L 

以下 

2mg/L 

以上 
－ 

E 工業用水 3 級，環境保全 
8.5 以下 

6.0 以上 

10mg/L 

以下 

ゴミ等の浮遊が認

められないこと 

2mg/L 

以上 
－ 

備考 
１ 基準値は，日間平均値（大腸菌数は 90％水質値）とする（海域もこれに準ずる。）。 
２ 農業用利水点については，水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下，溶存酸素量５mg/L 以上とする。 
（注） 
１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 
  水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
  水道３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 
３ 水産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用 
  水産２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
  水産３級：コイ、フナ等、β−中腐水性水域の水産生物用 
４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
  工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 
  工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの 
５ 環境保全：国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

類型 

利用目的 

の適応性 

環 境 基 準 値 

水素イオン濃度 

(ｐＨ) 

化学的酸素要求量 

(ＣＯＤ) 

溶存酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌数 

n-ヘキサン抽出物質 

(油分等) 

A 
水産１級，水浴，自然環境保全

及びＢ以下の欄に掲げるもの 

8.3 以下 

7.8 以上 

2mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

300CFU/100mL 

以下 
検出されないこと 

B 
水産２級，工業用水，及びＣの

欄に掲げるもの 

8.3 以下 

7.8 以上 

３mg/L 

以下 

５mg/L 

以上 
－ 検出されないこと 

C 環境保全 
8.3 以下 

7.0 以上 
８mg/L 以下 

２mg/L 

以上 
－ － 

備考 
１ 自然環境保全を利用目的としている地点については、大腸菌数 20CFU/100ml 以下とする。 
（注） 
１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水産１級：マダイ，ブリ，ワカメ等の水産生物用及び水産２級の水産生物用 
  水産２級：ボラ，ノリ等の水産生物用 
３ 環境保全：国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度 

生活環境の保全に関する環境基準には，これを達成するにあたっての目標期間が設けられており，各公共用水域には，上記の項目類型

と合わせて達成期間が定められます。 

達成期間の分類は次のとおりです。 

 「イ」：直ちに達成 

 「ロ」：５年以内に可及的速やかに達成 

「ハ」：５年を超える期間で可及的速やかに達成 
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項 目 環 境 基 準 値 項 目 環 境 基 準 値 

カドミウム 0.003mg/L 以下 1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/L 以下 

全シアン 検出されないこと トリクロロエチレン 0.01mg/L 以下 

鉛 0.01mg/L 以下 テトラクロロエチレン 0.01mg/L 以下 

六価クロム 0.02mg/L 以下 1,3-ジクロロプロペン 0.002mg/L 以下 

ヒ素 0.01mg/L 以下 チウラム 0.006mg/L 以下 

総水銀 0.0005mg/L 以下 シマジン 0.003mg/L 以下 

アルキル水銀 検出されないこと チオベンカルブ 0.02mg/L 以下 

PCB 検出されないこと ベンゼン 0.01mg/L 以下 

ジクロロメタン 0.02mg/L 以下 セレン 0.01mg/L 以下 

四塩化炭素 0.002mg/L 以下 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 

10mg/L 以下 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L 以下 ふっ素 0.8mg/L 以下 

1,1-ジクロロエタン 0.1mg/L 以下 ほう素 1mg/L 以下 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L 以下 1,4-ジオキサン 0.05mg/L 以下 

1,1,1-トリクロロエタン 1mg/L 以下   

備考 

１ 基準値は年間平均値とする。ただし，全シアンに係る基準値については、最高値とする｡ 

２ 「検出されないこと」とは，測定方法の項に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

３ 海域については，ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 

４ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は，日本工業規格 43.2.1，43.2.3，43.2.5 又は 43.2.6 により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数

0.2259 を乗じたものと規格 43.1 により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数 0.3045 を乗じたものの和とする。 
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項   目 基 準 値 報告下限値 

カドミウム 0.003mg/L 以下 0.0003mg/L 

全シアン 検出されないこと 0.1mg/L 

鉛 0.01mg/L 以下 0.005mg/L 

六価クロム 0.02mg/L 以下 0.005mg/L 

ヒ素 0.01mg/L 以下 0.005mg/L 

総水銀 0.0005mg/L 以下 0.0005mg/L 

PCB 検出されないこと 0.0005mg/L 

ジクロロメタン 0.02mg/L 以下 0.002mg/L 

四塩化炭素 0.002mg/L 以下 0.0002mg/L 

クロロエチレン 0.002mg/L 以下 0.0002mg/L 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L 以下 0.0004mg/L 

1,1-ジクロロエタン 0.1mg/L 以下 0.01mg/L 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L 以下 0.002mg/L 

1,1,1-トリクロロエタン 1mg/L 以下 0.0005mg/L 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/L 以下 0.0006mg/L 

トリクロロエチレン 0.01mg/L 以下 0.001mg/L 

テトラクロロエチレン 0.01mg/L 以下 0.0005mg/L 

1,3-ジクロロプロペン 0.002mg/L 以下 0.0002mg/L 

チウラム 0.006mg/L 以下 0.0006mg/L 

シマジン 0.003mg/L 以下 0.0003mg/L 

チオベンカルブ 0.02mg/L 以下 0.002mg/L 

ベンゼン 0.01mg/L 以下 0.001mg/L 

セレン 0.01mg/L 以下 0.002mg/L 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg/L 以下 0.02mg/L 

フッ素 0.8mg/L 以下 0.08mg/L 

ホウ素 1mg/L 以下 0.02mg/L 

1,4-ジオキサン 0.05mg/L 以下 0.005mg/L 

備考 

１．基準値は年間平均値とする。ただし，全シアンに係る基準値については，最高値とする。 

２．「検出さないこと」とは，測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において，その結果が当該方法の

定量限界を下回ることをいう。 

３．硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は，日本工業規格 K0102の 43.2.1，43.2.3，43.2.5 又は 43.2.6

により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数 0.2259 を乗じたものと規格 K0102 の 43.1 により測定

された亜硝酸イオンの濃度に換算係数 0.3045 を乗じたものの和とする。 

４．1,2-ジクロロエチレンの濃度は，規格 K0125の 5.1，5.2 又は 5.3.1 により測定されたトランス体の濃度

の和とする。 
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 騒音と振動の大きさはｄB（デシベル）という単位を用いて表すことができます。騒音と振動の大き

さの感じ方については以下の表のとおりです。 

 

騒音の大きさ 騒音の具体例 

120ｄＢ 飛行機のエンジン音の近く 

110ｄＢ へリコプターのそば 

100ｄＢ 電車が通る時のガード下 

90ｄＢ 大声，犬の鳴き声 

80ｄＢ ピアノ 

70ｄＢ 掃除機，電話のベル 

60ｄＢ チャイム，普通の会話 

50ｄＢ 家庭用エアコン室外機（直近），静かな事務所 

40ｄＢ 閑静な住宅地の昼，ことりの声 

30ｄＢ ささやき声 

20ｄＢ 木の葉のふれ合う音 

※上記は目安であり，その場の状況や条件等により感じ方や大きさは違います。 

震度

階級 
振動の大きさ 人の体感や行動 

0 ５５ｄB 以下 人は揺れを感じないが，地震計には記録される。 

1 ５５ｄB～６５ｄＢ 屋内で静かにしている人の中には，揺れをわずかに感じる人がいる。 

2 ６５ｄB～７５ｄＢ 
屋内で静かにしている人の大半が，揺れを感じる。 

眠っている人の中には，目を覚ます人もいる。 

3 ７５ｄB～８５ｄＢ 

屋内にいる人のほとんどが揺れを感じる。 

歩いている人の中には，揺れを感じる人もいる。 

眠っている人の大半が目を覚ます。 

4 ８５ｄB～９５ｄＢ 

ほとんどの人が驚く。 

歩いている人のほとんどが揺れを感じる。 

眠っている人のほとんどが目を覚ます。 

5 弱 

９５ｄB～１０５ｄＢ 

大半の人が恐怖を覚え，物につかまりたいと感じる。 

5 強 
大半の人が物につかまらないと歩くことが難しいなど，行動に支障を

感じる。 

6 弱 
１０５ｄB～１１０ｄＢ 

立っていることが困難になる。 

6 強 立っていることができず，はわないと動くことができない。 

揺れに翻弄され，動くこともできず飛ばされることもある。 7 １１０ｄＢ以上 
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期日 発表者 発表内容 
講演 
講評 

参加者 

R6.2.10 中根小学校 中根っ子たいよう大作戦～持続可能な社会を目指して～ 

茨城大学 

教授 

原口弥生氏 

212 名 

前渡小学校 前渡小学校から，ひたちなか市を元気にしよう！ 

田彦中学校 
中学生が環境問題に取り組む意義は何か？             

～その小さな一歩は地球が，社会が切望している一歩かもしれない～ 

美乃浜学園 地域に残る貴重な自然の保護活動 22 年次 

佐和高校 海岸清掃を中心とした環境保全への取り組み 

茨城工業高等専門学校 ほしいも残渣の堆肥化に伴う悪臭物質の分析と悪臭緩和 

R5.2.11 
外野小学校 みんなだいすき ひたちなか もっとだいすき ひたちなか     

～持続可能なまちづくりをみんなでしていこう～ 

茨城大学 

教授 

原口弥生氏 

201 名 

大島中学校 大島中学校の環境に関する取り組み 

美乃浜学園 地域に残る貴重な自然 21 年次 

茨城工業高等専門学校 ほしいも加工残渣の悪臭抑制方法の検討と原因物質の化学分析 

茨城工業高等専門学校 マイクロプラスチック問題解決のために私たちができる活動とその活動

が世間に与える影響の評価 

ひたちなか市内郵便局 日本郵政グループが目指す環境の取組               

～再配達削減の取り組みによる CO2 削減プロジェクト～ 

R4.2.5 長堀小学校 SDGs は「みん.な.で」                      

～みんな一緒に「なんでかな？」と考えて できることから始めよう～ 

オンライン開

催の為，なし 

ライブ配

信中同時

接続人数

最大 680

人 

那珂湊第三小学校 もりもりパクパク大作戦 

佐野中学校 中学校でもできる環境活動 

美乃浜学園 地域に残る貴重な自然の保護活動 

茨城工業高等専門学校 ほしいも残渣の堆肥化に伴う悪臭の緩和技術の開発 

茨城大学 流行するファストファッションと注目されるエシカルファッション－サ

スティナブルファッションで溢れた社会を実現するには― 

ひたちなか市内郵便局 日本郵政グループが目指す環境の取組～再配達削減の取組による CO2削

減プロジェクト by ひたちなか市内郵便局～ 

R2.2.8 津田小学校 パワーアップ わたしたちの地球 

茨城大学 

教授 

原口弥生氏 

250 名 

阿字ケ浦小学校 環境保全を考えよう 

東石川小学校 広げよう 東石川環境の輪 ～持続可能な社会を意識して～ 

阿字ケ浦中学校 地域に残る貴重な自然の保護活動（1８年次） 

㈱小松製作所茨城工場 コマツ茨城工場 全員参加の環境活動 

Ｈ31.2.9 東石川小学校 東石川環境改善プロジェクト！！                 

～人と生き物のよりよい共生を目指して～ 

茨城大学 

教授 

原口弥生氏 

196 名 

平磯小学校 考えよう自分たちの未来 

勝田第二中学校 今私たちにできることは                     

～みんなで考えよう二中周辺の環境～ 

阿字ケ浦中学校 地域に残る貴重な自然の保護活動～17 年次～ 

食とみどり・水を守るひた

ちなか市民の会 
「食・みどり・水」をテーマに 30 年目を迎える活動 

H30.2.10 市毛小学校 地球を救おう ～ふるさと市毛を未来へ 2018～ 茨城大学 

准教授 

郡司晴元氏 

 

ひたちなか市

教育委員会 

國府田庄一氏 

214 名 

高野小学校 高野小学校とそのまわりの自然 

那珂湊第二小学校 湊二小の環境教育 

勝田第一中学校 学校における環境活動 

阿字ケ浦中学校 地域に残る貴重な自然の保護活動（16 年次） 

ひたちなか市の環境を良く

する会 ひたちなか市の環境を良くするために 

H29.2.11 
中根小学校 地域の自然や人材を活用した環境教育活動             

～見つけよう 守ろう 中根の自然～ 茨城大学 

教授 

原口弥生氏 

181 名 市毛小学校 地球を救おう ～ふるさと市毛を未来へ～ 

阿字ケ浦中学校 地域に残る貴重な自然の保護活動（15 年次） 

㈱日立製作所 IT 技術を活用した生態系保全活動～地域・教育機関とともに～ 

H28.2.6 長堀小学校 三大体験活動から考える故郷 

茨城大学 

教授 

原口弥生氏 

164 名 
那珂湊第一小学校 今も、未来も、幸せに暮らせる社会のために 

阿字ケ浦中学校 地域に残る貴重な自然の保護活動(1４年次) 

リコーインダストリ- ㈱勝

田事業所 
環境保全と利益創出の同時実現 

H27.2.11 堀口小学校 ふるさと再発見！！緑いっぱい 堀口小学校 

茨城大学 

教授 

原口弥生氏 

260 名 
三反田小学校 私たちのまち「三反田」で日々の体験活動から学んだこと 

阿字ケ浦中学校 地域に残る貴重な自然の保護活動(1３年次) 

㈱砂押園芸 造園家の環境活動 ビオトープを通して地域貢献 
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温室効果ガス総排出量は，次の式により求めます。 

 

 

排出係数及び地球温暖化係数は，法律が改正される際に変更となります。本計画では，取組成果を的

確に評価するため，『地方公共団体実行計画（事務事業編）策定・改定の手引き』に基づき，排出係

数を基準年度の数値として，温室効果ガス総排出量を算出します。 

 

ガソリンや，電気，ガスなどの使用量のことです。 
 

 二酸化炭素を基準として，他の温室効果ガスがどれだけ温暖化する能力があるか表した数字のこと 
です。 
 

排出係数は，1ｋW の電気を作るのにどれだけの CO2を排出したかを算出したもので，電気事業者 

ごとに，発電方法の変動等により毎年変更されます。 

  排出係数の傾向としては，平成 24 年度以降は，平成 23 年 3 月の東日本大震災の影響による原子 

力発電所の停止及び火力発電の稼働率増加により，排出係数が上昇しましたが，平成 27 年度以降は， 

販売電力量の減少と共に火力発電の効率化及び再生エネルギーの拡大により，同係数は減少したとみ 

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 近年の排出係数（東京電力エ

ナジーパートナー（株）【旧東京電

力（株）】） 

 

H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 H29 H30 H31/

R1 
R2 R３ R4 R5 

0.531 0.505 0.500 0.486 0.475 0.468 0.457 0.447 0.457 0.457 0.475 

 

～実行計画に定めた取組項目の実施状況の評価～ 

 
① 実際の温室効果ガスの総排出量の算定 
 実行計画の推進に当たっては，温室効果ガスを排出させる活動項目の実績に基づき，毎年の温室効果

ガスの総排出量を算定することが求められています。なお，毎年の温室効果ガスの総排出量は，施行令

に基づき，最新の排出係数を使用して，算定を行う必要があります。 
② 実行計画の進行管理のための温室効果ガスの総排出量の算定 
 最新の排出係数を使用する場合，当該地方公共団体の温室効果ガス排出量は，排出係数の増減の影響

を受けるため，取組成果を適切に把握できない可能性があります。そのため，実行計画の進捗状況や目

標の達成状況等を適切に管理するための手法として，排出係数を実行計画の基準年度の値で固定して算

定を行うことも考えられます。ただし，この場合は，上述①の「実際の温室効果ガスの総排出量」につ

いても併せて管理していくことが必要です。 

 ＝  ×  ×  
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本計画における温室効果ガス総排出量は，最新の令和 5年（2023）年度の排出係数を使用する

と，温室効果ガス総排出量は，15,880（ t-CO2）となり，基準年度と比較すると，10.7％削減とな

ります。 

 

また，基準年度の平成 25（201３）年度の排出係数を使用すると，17,833（t-CO2）となり，基

準年度と比較すると，0.6％の増加となり，最新の排出係数を使用した値よりも大幅に削減量が減少し

ます。 

このように，温室効果ガス総排出量は，排出係数の増減の影響を大きく受けます。 

 

参考 

 

【電気使用量】 

28,078（千ｋＷｈ） 

【排出係数】 

0.457 

【温暖化係数】 

1 

【温室効果ガス総排出量】 

12,831（ｔ-CO
2
） ＝ × × 

電気使用量以外由来の温室効果ガス総排出量【3,092（t-CO2）】と 

合計した温室効果ガス総排出量 

＝15,924（t-CO2） 

平成 25（2013）年度比で，約 12.1％削減 

 

【電気使用量】 

28,078（ｋｗｈ） 

【排出係数】 

0.525 

【温暖化係数】 

1 

【温室効果ガス総排出量】 

14,741（ｔ-CO
2
） ＝ × × 

電気使用量以外由来の温室効果ガス総排出量【3,092（t-CO
2
）】と 

合計した温室効果ガス総排出量 

＝17,833（t-CO2） 

平成 25（2013）年度比で，約 1.5％減少 

※令和 5 年度は電力会社 2 社と契約しているため，実績値とは異なります。 
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取組内容 評価 

電気使用量削減

の取組 

事務機器の適正な使

用 

終業時には必要な機器以外は電源を切り，帰庁時には必ず消灯しました

か。 
2.5  

業務に支障がない限り，パソコンやプリンター等は，昼休みはスリープ

またはスタンバイ状態にしましたか。 
2.1  

節電タップを導入し，待機電力の削減に努めましたか。 1.5  

照明の適正な使用 執務や安全衛生上支障がない場合は，消灯しましたか。 2.5  

空調機器の適正な使

用 

室内温度が夏季 28℃，冬季 20℃を目安に，設定温度を適宜調整しま

したか。 
2.1  

ブラインド，カーテン等の活用により，室温の調整をしましたか。 2.3  

クールビズやウォームビスの実施，室温の調整をしましたか。 2.3  

～コベネフィットの

実施～ 

定期的にノー残業デーを実施し，速やかな退庁に努めましたか。 1.8  

業務内容・家庭状況に応じてテレワークを実施しましたか。 0.5  

庁舎の移動等の際は，可能な限り階段を利用しましたか。 2.5  

ガソリン使用量

削減の取組 

エコドライブの徹底 

  

緩やかにアクセルを踏んで発進しましたか。 2.4  

車間距離にゆとりをもって，加速減速の少ない運転をしましたか。 2.5  

減速時は早めにアクセルを離しましたか。 2.4  

エアコンを適正に使用しましたか。 2.4  

無用なアイドリングを避けましたか。 2.4  
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エンジンをかけたらすぐに出発しましたか。 2.5  

渋滞を避け，時間に余裕をもって出発しましたか。 2.3  

タイヤの空気圧を定期的に確認しましたか。 2.1  

不要な荷物を降ろしましたか。 2.3  

走行の妨げとなる駐車は避けましたか。 2.6  

公用車の燃費を把握しましたか。 2.0  

公用車の適正な使用 

公用車を利用する際は燃料消費や CO2 排出量を減らすため，できる限

り相乗りに努めましたか。 
2.1  

長距離の出張・移動の際は，ハイブリット自動車を優先的に使用しまし

たか。 
2.1  

水資源 

  

節水の励行 
食器類の洗浄や手洗い等にあたっては，水道の蛇口をこまめに閉じ節水

に努めましたか。 
2.4  

  業務における水の利用方法・手順などの効率化を検討しましたか。 1.8  

廃棄物の抑制・

リサイクルの推

進   

減量化の推進 

ごみの分別を徹底し容器や包装紙等は再利用し，ごみの減量化に努めま

したか。 
2.3  

シュレッダーの利用は個人情報を含む文書等に限定しましたか。 2.3  

物品を購入する際，不要な包装箱等は可能な限り納入業者に持ち帰って

もらいましたか。 
2.0  

過剰包装やトレイに入った商品は避け簡易包装された物品の購入に努め

ましたか。 
1.9  

紙コップや割り箸等，使い捨て製品の購入及び使用を自粛しましたか。 2.1  

資料やカタログ類は，無料提供であっても必要なもの以外は受け取りま

せんでしたか。 
1.9  

飲料水においては，ペットボトルを購入せず，マイボトルを持参するよ

うにしましたか。 
2.0  

食品ロス削減の推進 
食品ロスの削減を推進し．食べ物を注文等する際には，食べられる範囲

の量にし，食べ残さないようにしましたか。 
2.4  



- 133 - 

 

グリーン購入の

推進 

【１】環境に配慮した

製品の購入・使用 

事務用品や事務機器は，環境ラベリング商品（エコマーク，グリーンマ

ーク等）を積極的に購入・使用しましたか。 
2.0  

再利用，長期使用が可能な物品の購入に努め，可能な限り修繕し使用し

ましたか。 
2.1  

遊休物品については，掲示板等の活用により有効利用に努めましたか。 1.8  

詰め替え可能な製品（文具，洗剤等）を使用しましたか。 2.2  

紙資源 

用紙類の合理的使用 
コピーや印刷は，両面コピー・両面印刷，縮小コピー等印刷方法を工夫

しましたか。 
2.3  

  受け取った封筒は，市役所内の資料送付用等に有効利用しましたか。 2.5  

  会議では，資料入れ封筒の使用を控えましたか。 2.3  

紙使用量の削減 

  

  

  

  

ペーパーレス化を進めましたか。 1.9  

電子メール、電子申請、電子回覧板等の活用を推進し，紙の使用を削減

しましたか。 
2.1  

会議や打ち合わせではタブレットの使用に努めましたか。 1.4  

資料の枚数や部数は出席人数等を精査・把握し必要最小限としました

か。 
2.1  

パンフレット，ポスター等は，発行回数，発行部数，ページ数を精査し

ましたか。 
2.0  

環境に配慮した紙製

品の購入 

印刷物の製作にあたっては，再生紙を使用していることを表示しました

か。 
2.1  
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取組内容 評価 

施設の省エネルギ

ー化 

【１】LED 照明の

導入 
施設の新設・改修にあたっては，LED 照明等の導入に努めましたか。 2.1 

【２】ZEB 化の推

進 

今後予定する新築建築物や大規模改修案件については，建築物の用途，

特性等を踏まえ，ZEB Ready や規模・用途によっては ZEB Oriented

水準相当以上を検討しましたか。 

0.1 

【３】最新設備への

更新 

施設の新設・改修にあたっては，最新型の設備の導入を検討しました

か。 
1 

【４】事務機器の適

正な導入 
パソコンやプリンターの台数見直しを行いましたか。 2 

【５】照明及び空調

機器の適正な管理 

照明機器及び空調機器については，定期的な点検や整備を実施し，適切

な維持・管理に努めましたか。 
2. 

施設への再生可能

エネルギー導入 

  

  

【１】再生可能エネ

ルギー設備の導入 

施設の新設・改修にあたっては，太陽光発電設備等の導入を検討しまし

たか。 
0.5 

【２】再エネ由来の

電力の導入 

設備導入及び電力調達を組み合わせて，市有施設の使用電力を再エネ由

来の電力の導入を検討しましたか。 
0.1 

【３】再生可能エネ

ルギー設備の導入方

法の検討 

太陽光発電設備の導入にあたって，PPA(Power Purchase 

Agreement：電力販売契約)※1などの新たな契約形態の検討をしまし

たか。 

0 

ガソリン使用量削

減の取組 

【１】次世代自動車

の導入 

公用車の新規導入・更新にあたっては，次世代自動車（ハイブリット自

動車等）の導入に努めましたか。 
1 

    
電気自動車等の導入にあわせて，充電設備の設置を検討しましたか。(電

気自動車等を導入した場合のみ回答願います。) 
3 

水資源 

  

  

【１】施設の維持補

修 
漏水を防止して水を無駄なく有効に利用しましたか。 1.6 

【２】節水型機器の

導入 
施設の新設・改修にあたっては，節水型機器の導入に努めましたか。 0.8 

【３】雨水の有効利

用 
雨水を散水等で有効活用しましたか。 0.2 

【４】雨水の有効利

用 

施設の新設・改修にあたっては，雨水貯留等を導入し，雨水の有効利用

に努めましたか。 
0.1 

廃棄物の抑制・リ

サイクルの推進 

【１】リサイクルの

推進 

資源回収品目を 10 項目とし，確実に分別・回収しましたか。 

（①新聞紙②段ボール③シュレッダーくず④コピー用紙⑤雑紙⑥プラス

チック製容器包装物⑦金属類⑧電池⑨空き缶・スプレー⑩空きびん） 

2.7 



- 135 - 

 

【２】公共事業にお

ける環境配慮 

施工にあたっては，再生資材の利用促進，建設副産物の有効利用に努め

ましたか。 
2.1 

現場内で活用・利用できない建設発生土等の建設廃棄物については，他

の公共事業と情報交換や調整を行い，工事間での建設廃棄物の再利用に

努めましたか。 

2.1 

グリーン購入の推

進 

【１】環境に配慮し

た製品の購入・使用 
建設資材等は，県産材を使用した原材料の選択に努めましたか。 1.4 

紙資源 

【１】用紙類の合理

的使用の管理 
コピー用紙の使用量の把握・管理に努めましたか。 2.6 

【２】環境に配慮し

た紙製品の購入 

コピー用紙は，グリーン購入法に基づき総合評価値が８０以上の製品を

購入しましたか。 
2.3 

トイレットペーパーは，古紙配合率１００％の製品を購入しましたか。 2.3 

 

※1 グリーン購入法とは，「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」の通称であり，国等の公的機関が率先して環境

物品等（環境負荷低減に資する製品・サービス）の調達を推進するとともに，環境物品等に関する適切な情報提供を促進すること

により，需要の転換を図り，持続的発展が可能な社会の構築を推進することを目指しています。また，国等の各機関の取組に関す

ることのほか，地方公共団体，事業者及び国民の責務などについても定めています。 

※2  総合評価値とは，古紙パルプ配合率，森林認証材パルプ利用割合，間伐材パルプ利用割合，その他の持続可能性を目指した

原料の調達方針に基づいて使用するパルプ利用割合，白色度及び坪量を所定の算定式により総合的に評価し数値化したものです。 
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